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まえがき

19世紀中葉から20世紀初頭にかけての日本は､諸外国との交流の途が開かれ･

西洋の文物が急激に流入した○ロシアも日本にとっては西洋の先進国であり､事実

ゎが国に及ぼした文化的影響は決して小さくないが･それは他の欧米諸国の影響に

比べて顧みられることは少なかった｡

本研究は､まず第一にロシアの第3回遠目使節E･V･プチャーチン提督の長崎来

航(1853年)から日露戦争(1904-1905年)直後の時代までの日本とロシアの､主と

して文化上の諸問題に関わる事実を､関係資料を渉猟しつつ､できる限り多く発掘

し､第二にそれを既成の日露関係史上に位置づけ､かつなぜそれが従来等閑に付さ

れてきたかを考察することを､その目的としている｡これを国際政治や国際関係論

の視点から問うのではなく､過去のロシア人の日本観と日本人のロシア観を検討

し､日本に与えたロシアの文化的影響の個々の事象をおさえた上で､日露両国人の

抱く相手国のイメージの根源に迫り､そこから問題を捉え直そうとするところに本

研究の特色がある｡

本研究は以下に挙げる具体的な論点に沿って､精密な書誌を作成しつつ行われ

た｡

(平成6年度)

これまでの研究の続きとして､以下の諸点に取り組んだ｡

1. プチャーチン提督の秘書として長崎に来航したゴンチャローフの 『日本渡航

記』にうかがわれる､ロシア人の観た幕末の日本及び日本人観

2. 日本最初のプロのロシア語通辞 ･志賀親朋の生涯と活動

3.二葉亭四迷､嵯峨の屋お墓など､東京外国語学校魯語科出身者によるロシア

文化紹介の仕事

4. 日本の環日本海地域と極東ロシア､サハリンとの関わり

5.日本の北洋漁業の盛衰
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(平成7年度)

前年度の研究を踏まえつつ､以下の諸点に取り組んだ｡

1. コレンコ､グレー､ケーベルといった東京外国語学校や東京帝国大学のロシ

ア人教師や､マ トヴェーエフ､B･ピウスッキのような亡命ロシア人､ポーランド

人の日本での事跡と日本観

2.以上6点に直接もしくは間接に必然的に関わってくる､千島樺太交換条約(

1875年)と日露戦争の有する文化史的意義

(平成8年度)

これまでの研究を整理､総括し､明らかにしえた点と今後の課題を列挙､検討し

た｡
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第1章 ト A･ゴンチャローフと日本
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ニfニ/チ ャ 亡コ- フ 『日 本 渡 航 言己』 再 読

- - 内 外 の 史 料 と の 上ヒ較 で - -

はじめに

1853年8月10日①､ロシアの作家イワン･アレクサンドロヴィチ･ゴンチャローフ (18

12-1891)はプチャーチン提督付きの秘書官として､フリゲート艦パルラダ号で長崎に来

航した｡プチャーチン来航の目的は､日本との通商交渉とサハリンでの国境画定である｡

この一月前､アメtJカのペリー提督率いる4=隻の黒船が浦賀に来航して開国を迫り､200

年以上の鎖国状態にあった日本の人心を驚樗せしめたが､ロシア船の出現はこれに次いで

日本にとっての衝撃的事件となった｡ロシア使節に対して日本側がとった態度は､ひたす

ら延引策にこれ努めることだった｡ロシア側は辛うじて国書を受領させたものの､最初の

3カ月は日本側から何ら返答を得られず､江戸から4人の全権員が到着して本格的な交渉

が始まったのは､翌年1月7日のことだった｡しかし交渉は不首尾に終わり､ロシア側が

得たものは最恵国待遇の約束のみである｡

日本の役人たちの幾人かは長崎施行時に日記をつけていた｡またゴンチャローフと共に

来日したロシア人の記鐘や長崎オランダ商館長の覚え書が公刊されている｡本論文では

『日本渡航記』②とこれら内外の史料の記述を対比しつつ､気づいたことを述べてみ良

い｡

Ⅰ

まず日本側の三つの史料に登場するゴンチャローフ像を留介しよう｡

川路左衛門尉聖謀 (としあさら､1801-1868)はこの時勘定奉行兼海防掛を務めてい

た｡川路は4人の全権員の中では首席全権の筒井肥前守政憲に次いで第二の地位を占めて

いたが､筒井は76歳と高齢のため､事実上川路が日本を代表してプチャーチンとの交渉に

当たった｡1854年､下田で日露和親集約に調印｡1868年､徳川幕府の崩壊とともに川塔は

将軍への忠誠を貫いてピストル自殺で果てた｡中風を患って､切腹ができなかったのであ

る｡彼は 『日本渡航記』に一度ならず登場する｡ゴンチャローフはこの日本の高官に概し

て好意を寄せていたようだ｡ ｢川籍は非常に聡明であった｡彼は私たち自身を反駁する巧

妙な弁論をもって知性を閃かせたものの､なおこの人物を尊敬しないわけにはいかなかっ

た｡彼の一言一句､一瞥､それに物腰までが一一すべて良識と､横知と､灼眼と､練達を

顕していた｡｣⑳

川路は長崎行の出発から江戸帰着まで日記をつけていた｡このユーモアに富む 『長崎日
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記』は川路にとって､江戸に残してきた妻子､家来に数日分ずつ道中や出張先での様子を

知らせる手紙の役割をも果たしていた｡この日記中に都合7箇所ゴンチャローフに関する

言及がある｡例えば､ ｢今般参り候魯人名前､使節プーチャ-テン (布惜廷としるす｡こ

の人､第一の人にて､眼ざしただならず､よほどの者也)､船将ウンコースキ (これは至

て穏当なる人にて､いっも笑い居る也｡慧合事に少も拘らず)､船将次官ボスシェツト

(これは蘭語に通じて､今般の通弁みないたし､諸悪合引受け也｡一通りの極才子也)､

ゴンチャロブ (此人､無官なれど､セキレターリスのことをなす｡公用方取扱というがご

とし｡常に使節の脇に居て､口出しをするもの也｡謀主という鉢にみゆ)｡｣④川路はゴ

ンチャローフのことを ｢謀主｣あるいは ｢軍師｣⑳と呼んでおり､この引用からして､ゴ

ンチャロ-フがプチャーチン提督の r知恵袋｣として交渉に梼極的に参加していたことが

分かる｡これはゴンチャローフの施行記からはうかがい知れぬ事実である｡プチャーチン

も後に海軍大臣宛の上申書で次のように述べている｡ ｢ゴンチャロブは私の任命により日

本との捨ての交渉の場に出席しているので､恐らく彼をおいては我々の会談について細大

もらさず説明することが出来､閣下の深い配慮に充分に応えられる者はないと思うからで

す｡｣◎

1854年 1月20日の日本側全権員によるフリゲート艦答礼訪問の折りのエピソードを､ゴ

ンチャローフはこう書き留めている｡ ｢食事の途中で､私は川路の手からちょっと扇子を

借りて見せてもらった｡それは､様相の未でつくって紙を貼った質素なものであった｡私

が扇子を返そうとすると､彼はお納め下さいと身振りで示した｡ 『記念のために』と栄之

助 [通詞一沢田]が彼の言葉を通訳した｡私は謝辞を述べた｡しかし､もらい放しにした

くなかったので､自分の時計についている金鎖をはずして川路に贈った｡彼はちょっとた

めらったが､私のあいさつが通訳されるのを聞き終ると､お礼を述べて私の贈物を納める

のであった｡それから彼は､席をはずして何やら栄之助に耳打ちをした｡それは､つまり

川路と筒井が､私とポシェートに煙草の箱と煙管を二組贈物として用意しておくという意

味であった｡私から金の鎖をもらったので､川路は､多分自分の贈物があまりにもお粗末

だと気づいたらしい｡｣ (377)これは川路の日記に該当箇所を見出すことができる｡

｢軍師わが扇子をみて称める故に､汝に与えんといいたるに､通詞を以て､常に御手にふ

れられ候品を下され､黍 なく候由を申し､頓て懐をかかぐりて､トケイを出し､其くきり

を取りてわれにくれたり｡いかに断りても聞かず｡よりて､もらいたる [に]わがトケイ

をみせよという故に､鹿物 くそぶつ)赤面なれどみせたるに､其くさりをわがトケイにつ

けくれたり｡｣(争

『長崎日記』からの引用を続けよう｡ ｢いずれも今一度､飯にても酒にてもと申したる

に､魯人程よく食うものはなしと云いて､御笑いあるべLと通弁官いい､軍師はよほど

シャレものというがごとき風なる男なるが､いささか酒きげん体にて､移しく頂戴､とい
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う手まねをなしたり｡其きま､喉の所へ手やり､文頭へ手やり､やがて頭上へ高く手をさ

し上げて､うなずきたり (これ､のどまでつまりたるにあらず｡頭までもつまりたり｡か

しらまでもつまりたるにあらず｡頭の上へつみあげたるがごとくになれり､ということ

也)｡おもわず､其休にみなドッと笑を催したり｡｣⑳この引用は1月23日､即ち露艦出

港前日に日本側全権員の設けた送別の午餐会の折りのことである｡これはゴンチャローフ

酷配の場面である｡当然のことながら､ 『日本渡航記』には対応箇所は見出されない｡日

本との退屈な交渉からまもなく解放され､またクリミア戦争の勃発とともにいつなんどき

イギリス､フランスの軍艦と戦国状態に入るかもしれないという危険な航海からも解放さ

れて､故国へ帰れるという喜びに浸っていたのであろう｡

古賀謹一郎 (1816-1884)は幕府の儒者の長男に生まれ､当代随一の儒学者だったが､

同時に西洋学術の進歩合理性に注目し､洋学研究に強い関心を抱いていた｡古質は全権員

のなかでは一番末席で､顧問あるいは専門委員の地位にあり､プチャーチンが提出した露

国首相兼外相ネッセルローデの老中宛公文に対する幕府の回答公文の起草に当たった｡古

賀もゴンチャローフの旅行記に登場する｡ ｢四番目は中年男で､まるでシャベルのように

無表情な平々凡々とした顔の持主であった｡こうした顔を見ていると､彼が､日常茶飯事

以外にはあまり物を考えないことが､すぐさま読みとれる｡<中略>四人日は [名前は-

沢田]...忘れた｡後で話そう｡<中略>彼ら [日本人一沢田]は満足そうに羊肉を平

らげた｡わけても四人日の全権がそうであった｡一皿食べ終わると､彼は自分の手で皿を

給仕に渡した｡つまり､お替り所望の合図なのだ｡<中略>彼ら [日本人一沢田]は旺盛

な好奇心をもって少しずつワインを飲んでみたが､しかし､シャンパンのグラスは飲み干

さなかった｡だが､背の高い肥えた四人日の全権は別であった｡彼はシャンパン･グラス

を四杯も飲み干した｡｣ (353,359,366,367)

古賀が長崎出張時につけていた 『酉便日記』にも､3箇所ゴンチャローフに関する言及

がある｡例えば､ ｢大腹夷名艮茶呂､謀主也､腹大以呼､｣｡◎ ｢大腹夷｣という呼称は

おもしろい｡⑩また ｢ゴンチャローフ-謀主｣観が日本側全権貞共通のものだったことが

分かる｡

千住 くせんじゅ)大之助 (1815-1878)は佐賞藩士で､藩主の側近として重きをなした

人物である｡そして1853年12月に彼が藩主とともに長崎へ出張した時の記録が 『酉亭私

記』である｡⑪千住自身は日置会談の席に連なってはいないが､儒学者仲間である古賀た

ちの宿を訪ねて仕入れた裏情報が 『酉亭私記』には記されており､交渉の矢面に立ってい

る人々の本音が披渡され､公式の文書類には見られない事実が検証される点で責重な記録

といえる｡

本記鐘にも古賀から聞いた話としてゴンチャローフが登場する｡ ｢公用方甚悪者にて此

奴巧計監智､頻に使節にち恵をつくるやふす也｣｡⑳これは川路の記述と符合するが､作
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家が手ごわい交渉相手だったことをより如実に示している｡また ｢正月四日乗舟百(ママ)

之囲｣にはゴンチャローフは ｢大腹｣､ ｢公方用 (ママ)大姦物｣⑳と記されている｡こ

ちらは古賀の記述と一致する｡

Ⅱ

以下､交渉の経過の大略を日本､ロシア､オランダの史料から追ってみよう｡

1853年9月初旬に長崎オランダ商館長ドンケル=クルチウスの助手がパルラダ号を訪問

したが､日本人の監視のもとで自由に話し合えなかったこと､商館長自身は結局姿を見せ

なかったこと､そして ｢商館長は短い書希で深い謝意を表明してきたので､提督は彼の表

面的な非礼の真意を悟った｡｣ (264-265)ことが 『日本渡航記』に手短かに語られて

いる｡一方クルチウスの覚え書によると､この一等官補バッスレ-⑱の訪問の折りに､オ

ランダ商館がロシア艦隊に食料を供給すること､そq)費用はロシア国庫が為替手形で支払

うことが決まった (最終的には領収書で決済きれた)｡翌年1月23日までの捻額は蘭貨で

8759･41フルデンに上った｡だがその後プチャーチンは食料以外の持ち出し禁制の品物､

例えば漆器類を要求し始め､その搬出願いが奉行に拒否されて､クルチウスは多大の迷惑

を被ることとなった｡クルチウスがパルラダ号を訪問しなかったのは､長崎奉行がこれを

許可しなかったからで､それがプチャーチンの答礼訪問の誘因になるのを恐れたためらし

い｡クルチウスの方は､提督が自分の訪問中止を他の理由からだと誤解したと考えて残念

がっている｡㊨

1853年11月にロシア使節団が薪炭､食料の補給並びにクリミア戦争の情報収集のため一

旦日本を去って上海に行くにあたって､ ｢奉行にもまた､どこへ､どれほどの期間行って

来るか､ということは表明しなかった｡｣ (306)とゴンチャローフは書いているが､ス

クーナ一般ヴォストーク号の船長リムスキイ=コルサコフは両親宛の手紙でまったく逆の

ことを書き残している｡ ｢3カ月の間に彼ら [日本の下級役人一沢田]が提督の性格を非

常によくのみこんだことは明らかです｡様々な質問や提案をこの上なく巧みに行うことに

よって､彼らは自分の目的を達しました｡提督は我々は上海に行き､6週間後に戻る予定

であると知らせました｡その時に長崎で全権員たちと会見したい､さもなくば直接江戸に

向かうだろうと｡短気な提督がうっかりこの情報を漏･らすやいなや､役人たちの顔は輝き

わたり､マソンかなにかのような合図で奉行に遣わされたと思しき小船は､全権員たちの

ありかは定かでないという知らせをもって戻ってきました｡ ｣㊨ ｢短気な提督がうっかり

この情報を漏らすやいなや｣というくだりにリムスキイ-コルサコフのプチャーチン評価

が込められているが､これら二つの相反する証言はどうも後者の方が信濃性が高そうだ｡

即ち､ゴンチャローフはできる限りプチャーチンを擁護し､場合によっては事実を若干歪
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曲してもその立場を貫き通そうとしたのである｡

12月31日､長崎酉役所で日本側全権員と最初の対面が行われた日の朝､ロシア人のボー

トがフリゲート艦を離れる瞬間祝砲が放たれた｡これは日本の国禁を犯すものであり､古

賀の随員で当時江戸の古賞塾で学んでいた米沢藩士 ･窪田茂逐 (もすい)の 『長崎日記』

によると､鍋島､黒田､大村藩の警護人が激昂してロシア船を焼き打ちにしようとした

が､長崎奉行が止めたという｡㊨ ｢富国使節応接手続覚書｣にも同様の記述の後､ ｢直様

異人へ及欠合候虚､全く下輩之者へ申付方不行届､右様手違二相成恐人候､以後一切砲発

致ましく趣申出､先穏便二相済候｣⑱とある｡他方､ゴンチャローフの記述を見ると､プ

チャーチンが奉行から礼砲を発射せぬよう依頼してくるのを見越して､わざと予告せずに

発射したこと､そして日本人の何章狼狽ぶりを楽しんでいる感さえあることがうかがえ

る｡ ｢彼ら [日本の役人一沢田]は今後はもう発射して下さるな､と懇願し始めた｡｣

(361)という作家の証言は､ ｢露国使節応接手続覚書｣とはニュアンスを異にしている

が､恐らくこちらの方が本当のところだろう｡

1854年1月4日⑳､全権員がパルラダ号を訪問した｡これはゴンチャローフの言うとお

り､日本人による最初の外国船訪問である｡露艦乗雑員は歓迎の準備に没頭した｡だが全

権員の方は､ことによればそのまま外国に連れ去られるのではないかという危快を抱い

て､また艦上で何か異変が起これば日本人もろとも大砲で打ち砕くという打合せのもと

に､決死の覚悟で乗り込んだことが､川路､古賀ー窪田､千住それぞれの日記から分か

る｡千住の日記によれば､古賀は鈍刀をあらためて研磨したという｡㊨ ｢彼ら [全権貞一

沢田】は私のフリゲート艦への招待を､異議を唱えぬばかりか､明らかに満足の念をもっ

て受け入れた｡｣⑳とプチャーチンが書いているのは､蛎手な解釈というものだろう｡

当日の宴会は上下ともに大いに盛り上がったようだ｡全権貞らには提督室の応接間に､

他の随員たちには食堂と士官室に食卓がしっらえられた｡ 『日本渡航記』には､ ｢日本人

たちはヨーロッパ風の正餐を望んでいたが､彼らにフォークやナイフを使わせて食事をさ

せるのは無理だったから､箸を添えておいた｡｣ (366)とあるが､箸の長さが違ったの

で､例えば荒尾と古賀は箸を一本ずつ交換しなければならなかった｡⑳全権員の饗応には

主としてゴンチャローフとポシェ-トがあたったが､川路はロシア人のもてなしのうまさ

に感心し､ ｢詞通ぜねど､三十日も⊥所に居るならば､大抵には参るべし｡人情､少しも

変らず候｡｣⑳と上機嫌のていである｡窪田も､ ｢双方共二酔を帯幌得ハ無隔意酔飽｡手

を取又ハ背を打て戯候人も御座候｡矢立を差出､書を乞候人も御座候｡早速書候｡但一切

読不申｡<中略>布惜庭 (ママ)も甚喜悦｡本国を出帆以来如此の盛事御取扱なしとて落

涙二至る｡｣⑳と書いている｡もっとも千住の日記の記述からして､プチャーチンは眼疾

の ｢流涙｣だったようだ｡⑳
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ⅠⅡ

次に 『日本渡航記』と日本側の史料を比較対照することによって､ゴンチャローフの憲

蝦さと逆に誤解をも指摘してみたい｡まずは誤解の方から｡

前述のようにロシア船は3カ月長崎港に逗留した後一旦上海へ出向いたが､日本側の史

料を読むと､これが全権員の旅に大きな影響を及ぼしたことが分かる｡即ち､ロシア船長

崎出帆の知らせが一行に届いて､旅を続けるや否や幕閣の指示を仰ぐため日程が2日遅れ

になり､次いで12月24日ロシア船帰帆の知らせを受け取ったため､以後3日間は宿泊せず

日夜兼程で長崎に到着するという大変な旅になった｡川路の日記も窪田の日記も､身分の

上下を問わず､片道1500キロ､40日間にわたる旅の苦労と疲労を訴えている｡この点につ

いて長崎奉行はありのままをロシア側に説明したにもかかわらず､後者はその説明を信用

せず､全権員が速やかに到着しなければ直接江戸に向かうと威嚇を加えた｡ 『日本渡航

記』とプチャーチンの 『上奏報告書』を読めば､ロシア側にも誤解があったことが分か

る｡

12月31日､長崎西役所で全権員と最初の対面が行われ､ロシア人に食事が供されたが､

その場面でゴンチャローフはこう書いている｡ ｢食事の後で､一種の独特な香気のあるお

茶が出された｡見ると､底の方に丁子の頭ほどの茶殻がある-一茶の国ともあろうものが

何というまあ野暮なことか !｣ (359)これは作家の誤解で､茶柱は吉事の兆ときれ､故

意に入れたのである｡ちなみに日本側もロシアの茶は気に入らなかった｡古賀はフリゲー

ト艦上でのレセプションの後で､ ｢葉粗煮深､如薬汁｣と感想をもらしているが､それに

添えた砂糖は絶賛している｡㊨

パルラダ号上での宴の折りのエピソードとして､ゴンチャローフは次のようなことを書

き残している｡ r何やらクtJ-ムのような軟らかい生菓子が､ビスケットといっしょに出

された｡彼 [川路一沢田]はそれを食べてみて､定めしお気に召したのであろう､決から

紙を一枚取り出して皿に残ったものを全部それに移し､一捻りして懐中にしまい込むので

あった｡ 『手前がこれをどこかの美人に持参すると思し召きるな』と彼はいい添えた｡

『いや､これは家来どもに取らせるのでござる』これをきっかけに､話は自然に女性談義

に移った｡日本人たちは軽い破廉恥 (シニシズム)に陥りそうなところまでいった｡彼ら

はあらゆるアジア民族と同様に官能に耽って､その弱点を隠そうともせず､また責め立て

ようともしないのである｡｣ (367)この日本民族論が作家の誤解であるかどうかはさて

おき､この点に関する川路の記述はニュアンスを異にしている｡ ｢もてなしぶりの上手な

ること､実に驚きたり (異国人､妻のことを云えは泣いて喜ぶという故に､左衛門尉妻は

江戸にて一､二を争う美人也､夫を置きて来りたる故か､おり- おもい出し候｡忘るる

法はあるまじきやといいたるに､大に喜び笑いて､使節も遠く来り､久しく妻に逢わざる
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こと､左衛門尉が如きにあらず､左衛円尉のこころを以て考えくれ候え､と申したり｡筒

井より､われを老人也とおもうべからず､此上出生あらは [筒井はこの前年に女子をもう

けた一沢田]再会の時の物語にすべLと申したるに､魯西亜の諺に､五十は出生少し､六

十はなし､七十は措更なし､^十は若やぎて出生殊更多Lと申せば､筒井も其諺のごとく

なるべきを願い奉ると申したり｡｣⑳女性談義に関しては､双方互いに責任転嫁を計って

いるようだ｡ 『日本渡航記』の引用を続ける｡ ｢あるとき､提督は [次回の会見を-釈

田]2日後に指定したが､驚いたことには､日本側では､もう少し早く､つまり翌日にし

てほしいと頼んだ｡これは､JIl跨が江戸の夫人の許へ帰りたくなって､会談を急いだため

であった｡ 『身は当地にいるが､心は江戸にござりまする』と彼はしばしば語っていた

｡｣ (372)川路の名誉のために一言すると､これは彼の私的な事情に由来するものでは

なく､ロシア側に熟考の暇を与えず一気に交渉打切りへ持っていこうとする日本側の戦略

であった｡古賀の日記に､ ｢我之促期､不欲其 [董第一沢田]成也｣⑳とある｡

次にゴンチャローフの慧眼を物語る記述を挙げてみよう｡

彼はこう書いている｡ ｢彼ら [日本人一沢田]の言葉によれば､将軍は8月14日に亡く

なったことになるが､私たちが到着したのは10日である｡将軍が亡くなったのは去年かも

しれないが､彼らが今さらこんなことをいい出すのは､私たちが立ち去るかもしれぬ､と

いう望みを抱いてのことであろう｡彼らを信用することはむずかしい｡彼らはこうした場

合に､少なくとも相当に長い期間､自国の国民に隠し立てをするかもしれないのである

｡｣ (296)

第12代将軍 ･徳川家慶 (いえよし)は1853年7月15日に没した｡プチャーチンの長崎到

着は8月10日である｡長崎奉行がロシア使節に計報を伝えたのは10月10日だから､パルラ

ダ号の長崎入港2カ月後のことになる｡ゴンチャローフのリアルな目はさすがに日本人の

本質を見抜いていた｡幕府は将軍の亮去を諸外国に知られて足許を見すかされることを恐

れ､また国内の人心の動揺を来すことを懸念したのである｡従って国民への公表は1カ月

後の8月16日に行われた｡

ゴンチャローフの日本に関する知識についても指摘しておかなければならない｡フェー

トン号事件やオランダ最初の日本関係の書物であるカロンの 『強き王国日本の記述』につ

いての言及は､不正確な点が見受けられるものの､明らかに作家の日本に関する予備相識

の蓄えを物語っている｡

Ⅳ

最後に 『日本渡航記』の文学作品としての側面､手法に触れておきたい｡

パルラダ号が初めて長崎港に入港した時に､孟葡盆の清霊涜Lに遭遇する場面がある｡
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フtJゲート艦の長崎入港が8月10日､陰暦では7月18日にあたり､長崎ではこの3日前､

7月15日夜から16日未明にかけて供え物を持たせて先祖の霊を送っていた｡この不可思議

な出迎えによって､パルラダ号乗雑員のみならず 『日本渡航記』の読者もまた一挙に ｢鍵

をなくしたまま閉ざされた玉手箱｣ (246)の国の神秘的な世界に招じ入れられることと

なる｡ゴンチャローフはドイツ人博物学者ケンペルの 『日本誌』によって明らかに盆の行

事を知っていた｡⑳ こもかかわらず､ ｢ケンペルの本によれば.‥ ｣ (246)とその説

明をカットすることによって､ゴンチャローフは鎖国状態にある東洋の島国の神秘性を保

持しようとしたのである｡

『日本渡航記』では日本国と日本人が ｢眠っている｣様子が繰り返し描き出される｡

｢夢｣､ ｢眠ったような｣､ ｢眠る｣という語句が反復して用いられていることは注目に

値する｡と同時にゴンチャローフは､わずかとはいえ日本の新しい萌芽､ r覚醒_Jの要素

をも慧眼に捉えている｡川路がまきにそうであり､何人かの若い通詞たちがそうである｡

この ｢眠り｣と ｢覚醒｣の原理の対比はゴンチャローフの創作の核をなすものである｡

｢jeuneJapon [若き日本一沢田]｣ (294)の最たるものは大通詞の森山栄之助 (18

20-1871)だろう｡阿蘭陀通詞は17世紀初頭から存在し､通詞家は世襲で三十数家あっ

た｡幕末には140名ほどいたという｡大通詞と小通詞それぞれ4=名が通読の中心的存在

だった｡栄之助はオランダ語のみならず英語にもすぐれ､幕末外交の中心的通訳官だっ

た｡会議の席では筒井の通訳を吉兵衛が担当し､川路の通訳は栄之助が担当した｡川籍は

自分の通訳の有能さを高く評価していた｡ ｢栄之助別.段なる差働これ有り候ものにて､通

弁殊の外達者にて､蘭書を訳すること､手紙をかくがごとし｡｣㊨

ゴンチャローフは繰り返し栄之助に言及しているが､その評価は川指とは異なる｡作家

は彼の才能を認めつつも､厳しいコメントを述べている｡ ｢一番いやらしい態度を取って

いたのは栄之助である｡彼は川路付の通読だったから､交渉の中でも､もっとも大事な部

分を通訳していた｡彼は思い上がっていて､他の通詞たちの話には馬耳東風であった｡川

路がいないときには､椅子にもたれて長々と寝そべっていた｡大休､自分が偉くなったの

を鼻にかけていて､会談の終りごろには､最初よりもはるかに態度が悪くなった｡彼は放

蕩も嫌いな方ではなかった｡再三シャンパンをねだり､一度は中村の前でシャンパンを四

杯もあおって酔い過し､彼にいわれたことを通訳しないで､手前勝手に話を決めようとす

るので､他の通詞を呼ぶぞ､と脅かされたこともある｡｣ (375)

これと好対照をなすのが､同じく大通詞の吉兵衛だろう｡西舌兵衛 (1812-1855)は阿

蘭陀通詞 ･西家の第11代目｡オランダ､フランス､アメリカ､ロシア船渡来に際し応接勤

務した｡川籍の 『長崎日記』に興味深い記述がある｡ ｢舌兵衛は､才気は栄之助二不及と

いへとも､通弁之事ハ近世希なるもの之よし､栄之助即吉兵衛之門弟なり､温厚にて不

争､栄之助を引立､同人二事を譲るきて実に及ふへからず､吉兵衛ハ､栄之助兼有御引立
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大悦之由､≠幸同人と懇意也とハ申せとも､栄之助は門弟也とは少も不申､栄之助は､吉兵

衛に八才之蹄より通弁之弟子に成候よし屡中之､かかる事小事ながら､甚出来兼る事な

り｣｡⑳
吉兵衛も度々 『日本渡航記』に登場する｡ゴンチャローフの描写にあっては大通詞まで

昇りつめた能吏としての側面は捨象され､この､作家と同年の通詞は､栄之助とは逆に

｢眠り｣の原理を体現する人物となっている｡書兵衛は､ ｢手前は何もせず臥せている

[原文イタリック体一沢田]のが好きでござる｣ (303)と言う｡これぞ ｢日本のオブ

ローモフ｣である｡だが彼の登場は常にユーモアに包まれていて､読者の心を和ませてく

れる｡ ｢書兵衛は身の程をわきまえていた｡彼は歯をむき出して隅の方にかしこまり､四

方八方に向って､ヘツ､ヘツ､といっていた｡ 『舌兵衛 !』と呼ばれるたびに､彼は素早

くあちらこちらの日本人の方へ向き直り､ 『ヘツ!』と答えるのであった｡ 『キチベエ

!』と私は一度冗談に呼んでみた｡すると､被は 『ヘツ!』と応えて､私の方へいざり

寄って来た｡だが､間違いだとわかると､人のよい笑いを浮かべて元の席へ這い戻って

行った｡｣ (375)この ｢人のよき_Iは､川路の日記中の性格付けと見事に符合する｡

即ち､栄之助と舌兵衛の両者において体現されているいま一つの対立原理は､ r知,Jと

｢情｣という､ゴンチャローフが既にデビュー作 『平凡物語』において提示し､ 『日本渡

航記』以後の作品でも提示し続けていくものなのである｡

本稿は､高野明 ･島田陰共訳 『ゴンチャローフ日本渡航記』 (放校堂書店､1969年)所

収の高野氏による訳注､G.A.Lensen.Russia'S.lapanExpeditionof1852to1855(Un卜

versityofF一oridaPress,GainesvHle,1955)､中村喜和 r幕末期日露交涜の一面一一

ゴンチャロブが見た日本人と日本人の見たゴンチャロブ一一J (『言語文化』第31巻､19

9峰 ー3-15真)に負うところ大である｡また長崎歴史文化協会の越中哲也氏､佐賞大学

名誉教授の杉谷昭氏､下田市教育委員会の土橋一徳氏､同市郷土史家の平井繋氏にはご教

示と貴重な資料を賜った｡記して感謝の意を表する｡
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注

① 本稿の日付は旧ロシア暦で統一する｡

⑳ 正確には 『フリゲート艦パルラダ号』の第2巻第 1章 ｢1853年末と1854年初頭の日本

におけるロシア人｣と第3章 ｢日本におけるロシア人｣のことであるが､本稿ではこれ

らの章の邦訳に与えられた表題を用いる｡

⑳ 許.A.roHqaPOB.◎pera工.TrTaJI皿aAaT'.oqepR IIyTeⅢeCTBE兄 B AByX

TOMaX.JL,-†ffayRa-T,1986,C.う72.以下 『日本渡航記』からの引用は､本

文中の括菰内に真数を記す｡

⑳ 川路聖謀 『長崎日記 ･下田日記』平凡社､1968年､93貢｡

⑳ 川路､前掲書､93,98,99,103,104頁｡

㊨ 1854年7月31日付｡平井繁訳 『ロシア使節プチャーチン提督関係文書』ディアナ号探

査会､1989年､11貢｡

⑦ 川路､前掲書､99頁｡

㊨ JIl措､前掲書､103-104貢｡

◎ 古賀謹一郎 『西便日記』 『大日本古文書 幕末外国同係文書附録之-』東京帝国大

学文科大学史料編纂掛､1913年､244真｡

㊨ 1853年9月15/27日付のN･A･マイコフ夫妻宛の手紙を参照のこと｡班.A.rQE-

qapoB.yRa3.COq .,C.675-679.

⑳ ｢酉亭｣は千住の筆名｡この日記について詳しくは､杉谷昭 『幕末維新史料捨遺』第

一法規出版､1991年､ 1-64真 を参照のこと｡

⑳ 杉谷､前掲書､16貢｡

⑳ 杉谷､前掲書､48貢｡

㊨ J.A.G.A.L.Ehssle.

⑳ フオス美弥子編訳 『幕末出島未公開文書 ドンケルニクルチウス覚え書』新人物往来

社､1992年､46,47,58,60,67,75,77貢｡

㊨ B.A.PHMCRⅡ五一KopcaROB.EaJLTHKa-AMyP.noBeCnBOBaH混e B rIECも-

MaX O rlnaBaHHjIX,rlpHKJIX)tleHEEX 耳 pa3Mm neHH5IX RO班a耶 Rpa 皿£y-

H江 ''BocTO打".Xa6apoBCKOe !くHERHOe H3A-BO′,198C,C4空,7.

詳しくは､Uil=amU-Mcomie.BakunTatSuJapanthroughRussianEyes:theletters

ofKapitan-leitenantVoinAndreevichRimsky-Korsakov;EhkulnatSuJapanthrough

RussianEyes:thelettersofKapitan-1eitenantγoinAndreevichRilmSky-Korsakov,
PartlI,1854-1857. (『長崎大学教育学部人文科学研究報告』第48号､1994年､35-

51貢 ;第49号､199畔 ､21-39真)を参照のこと｡
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⑳ 『米沢市史編集資料第十四号 窪田茂遂著 長崎日記』米沢市史編さん委員会､1984

年､96真｡この日記について詳しくは､拙稿 ｢窪田茂逐 『長崎日記』について｣ (『共

同研究 ロシアと日本』第二集､1990年､17-31責)を参照のこと｡

⑱ ｢十二月十四日長崎酉役所露国便飾応接手続覚書｣ 『大日本古文書 幕末外国関係

文書之三』1911年､326貢｡

⑳ 日本側の記鐘では1月3日になっている｡

⑳ 杉谷､前掲書､15真｡

⑳ BcerIQAAaHHe丑ⅢⅡ丑 oTqeT reHepaJI-aA-bm am a rpa◎a TIy現駅 技法a 0

nJIaBa芯H誰 OTp耶 a BOeHユ正正X CyAQB Ha皿EX B 5IⅡoHEE)近 Rm a鼓.1852

-1855.叶opcRO鼓 C6opH皿R,CfI6., 1856,!寸910,O叩.Ⅱ,C_58.

⑳ 古賀､前掲書､244貢｡

⑳ 川路､前掲書､72真｡

⑳ 窪田､前掲書､104,107真｡

⑳ 杉谷､前掲書､37-38真｡

⑳ 古賀､前掲書､243貢｡

⑳ 川路､前掲書､72貢｡

⑳ 古賀､前掲書､252貢｡

⑳ そこには次のように記されている｡ r8月8日 この日は盆 (ぽん Bon)条で､夜に

は燈篭や提灯に灯を点し､祖先の墓詰りをする｡盆祭の行事は､昨日から始まっており

､明日まで続くのである｡死者の清霊は､善人であろうが悪人であろうが､この盆の時

期にはあの世からこの世へ紡径に出て生前の住居を訪れるという信仰があるのである｡

｣ (エンゲルベル ト･ケンペル著､今井正編訳 『日本誌 (改訂 ･増補)一日本の歴史と

紀行-』下巻 霞ヶ関出版､1989年､350責｡

⑳ 川措､前掲書､50責｡

㊨ 『大日本古文書 幕末外国関係文書附録之-』､96-97真｡
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Фреzат "Па..л..аада».

КадзухитоСавада

Профессор

ун.иверситета

СаЙта.м.а,

Нnон.uя

и. А. Гончаров

в Японии

(1853-1854 r.)l

10-го августа 1853 года2 И. А. Гончаров

прибыл на фрегате «Паллада» В порт Нага

саки, самый западный город Японии, в

качестве секретаря при адмирале Е. В.

Путятине, который был послан для уста

новления торговых отношений и определе

НИя границы между обеими странами на

Сахалине. Месяцем ранее «черные кораб

ли» Соединенных Штатов Америки во

главе с коммодором М. К. Перри побывали

1 Настоящая статья основана на тексте

доклада, с которым автор выступил на съезде

Общества американских славистов (The Ameri
kan Association fon the Advencement ot Slavic
Studies), проведенном на Гаваях в ноябре 1993
года.

2 Все даты приводятся по старому стилю.

в Японии с целью открытия страны, что

вызвало переполох среди японцев, жив

ших в изоляции более 200 лет. Появление

русских кораблей тоже их испугало. Япон

ское правительство с начала и до конца

затягивало и осложняло переговоры с рус

ским посольством. Правительство cёryнa

приняло официальное послание русского

канцлера и министра иностранных дел В.

Нессельроде безо всякого энтузиазма и в

течение трех месяцев не давало на него

ответа. Только в конце 1853 года из Эдо

(старое название Токио), столицы Японии,
в Нагасаки прибыло четверо полномоч

ныхЗ • 7-го января 1854 года начались соб

ственно переговоры, которые, однако, ока

зались по сути дела безрезультатными.

Японская делегация обещала русскому

посольству только предоставление в даль

нейшем права наибольшего благоприят

ствования в торговле.

Двое японских полномочныхи их свита

в пути из Эдо и во время переговоров,длив

шихся почти месяц в Нагасаки, вели дне

вники, которые в настоящеевремя опубли

кованы. В предлагаемойстатье я хочу рас

смотреть, во-первых, какое впечатление

произвел Гончаров на японскихполномоч

ных и как освещаласьв японскихисточни

ках его роль в процессе переговоров. Во

вторых, мне хотелось бы сопоставить по

ряду позиций книгу «Фрегат "Паллада"» с

японскимиисточниками.

1

Кавадзи Тосиакира4 (1801-1868) благо

даря природномударованиюинеобычному

трудолюбию быстро поднимался по слу

жебной лестнице и с 1852 года занимал

самый высокий чиновничий пост - кандзё

бугё, то есть главноуправляющего финан

сами. Эта должность, вопреки своему наз

ванию, включала в себя и юридические

функции административного управления.

Над ним было только несколько старей

шин - знатных потомственных феодалов.

Главой полномочных был назначен Цуцуи

Масанори (1778-1859), а Кавадзибыл вто

рым лицом, но поскольку Цуцую было

более 75 лет, Кавадзи считался главным в

японской делегации, состоявшей из четы

рех человек. В 1868 году он, будучи верным

правительству сёгуна, застрелился одно-

3 В своем докладе я буду употреблять это

слово в качестве существительного, как оно

встречается у Гончарова.

4 В настоящей статье принят японский поря

док написания: на первом месте - фамилия, на

втором - имя.
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I

1

ЛИТЕРАТУРА И КУЛЬТУРА

А. и. rOH'l.apOB.

временно с окончательньuм падением

последнего: Кавадзи был парализован и

потому не смог совершить «харакири»,

которое ему предписывал долг.

Кавадзи не раз упоминается во «Фре

гате "Паллада"», и, я полагаю, что и. А.

Гончаров относился к нему с явной симпа

тией.

«Он <Кавадзи - К. с.> был очень умен, а

этого не уважать мудрено, несмотря на то,

что ум свой он обнаруживал искусной диа

лектикой против нас же самих. Но каждое

слово его, взгляд, даже манеры - все обли

чало здравый ум, остроумие, проницатель

ность и опытность. Ум везде одинаков: у

yмEых людей есть одни общие признаки,

как и у всех дураков, несмотря на различие

наций, одежд, языка, религий, даже

взгляда на жизнь.

Мне нравилось, как Кавадзи, опершись

на богатый веер, смотрел и слушал, когда

речь обращена была к нему. До половины

речи рот его был полуоткрыт, взгляд

немного озаnоч('н - Прl1знаки напряжен

ного внимания. На лбу, в меняющихся узо

рах легких l\1()рЩИН. заметно отражалось,

как собирались в голове у него, одно за дру

гим, понятия и как формировался из них
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общий смысл того, что ему говорили. после

половины речи, когда, по-видимому, 011
схватьmал главный смысл ее, рот у него

сжимался, складки исчезали на лбу, все

лицо светлело: он знал уже, что отвечать.

Если вопрос противной стороныI заключал

в себе, кроме сказанного, еще другой,

скрьггый смысл, у Кавадзи невольно появ

лялась легкая улыIка •. Когда он сам начи

нал говоритьи говорилдолго, он весь был в

своей мысли, и тогда в глазах прямо све

тился ум. Если говорил старик <Цуцуи _
К. С.>, Кавадзи потуплял глаза и не смо

трел на старика, как будто не его дело, но

живая игра складок на лбу и содрогание

век и ресниц показьmали, что он слушал

его еще больше, нежели нас. Переговоры

все, по-видимому, были возложеныI на

него, Кавадзи, а Тсутсуй бьm послан так,

больше для значения и, может быть, тоже

по своему приятному характеру» [1, с.

372-373]. .
Кавадзи вел «Нагасакский дневник» во

время путешествия и переговоров. Это

очень интересныI,' не чуждые юмора запи

си, которые украшают более чем 20 «тан

ка» (японские пятистишия) и 10 «канси»

(стихотворения на китайском языке). Для

Кавадзи дневник - это письма, в которых

он сообщает своим домашним и подданным

новости и впечатления от дороги и пребы

вания в Нагасаки (они тоже писали ему).

В «Нагасакском дневнике» семь раз

упоминается Гончаров. Например:

«Гончаров, хотя без официального

чина, служит секретарем, всегда сидит

возле посла и вмешивается в разговор.

Выглядит главным советником. Посьет и

Гончаров угощали нас на корабле, наливая

вино и подавая еду»5 [2, с. 93].
Обратим внимание на то, что Кавадзи

назьmает Гончарова «главным советни

ком», В других местах - «стратегом». Из

приведенной цитатыI узнаем, что И. А. Гон

чаров в качестве «правой руки» Путятина

активно участвовал в переговорах, что

никак не отражено в путевых очерках

писателя.

В другом месте Кавадзи пишет:

«"Стратег" <Гончаров - К. С.> увидел

мой веер и похвалил его. Тогда я подал ему

этот веер, и он через переводчика стал бла

годарить меня за столь драгоценный пода

рок, которого еще минуту назад касалисЬ

мои руки. Затем, пошарив в кармане, он

вьггащил свои часы, снял с них цепочку и

подарил ее мне. Я был вынужден принять,

5 Здесь и далее перевод всех источников
выполнен автором статьи - Кадзухико Савада.
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IJОСКОЛЬКУ, как я ни отказывался, он и слу

I1JaTb ничего не хотел. Потом он взял мои

qaCbI, бедности которых я очень стьщился,

J( оснастилих цепочкой» [2, с. 99].
Во «Фрегате "Паллада"» этот же эпи

зод, происшедший во время ответного

ВJiзита японских полномочных на русское

судно 20-го января, описан несколько ина

qe:
«За обедом я взял на минуту веер из рук

I{авадзи посмотреть: простой, пальмового

дерева, обтянутый бумажкой. Я хотел

отдать ему назад, но он просил знаками

удержать У себя "на память", как перевел

эй:носке <японский переводчик - К. С.>

слова его. Я поблагодарил, но, не желая

оставаться в долгу, отвинтил золотую цепо

чкУ от своих часов и подал ему. Он на

МИНУТУ остановился, выслушал переведен

ное ему мое приветствие и сказал, что бла

годарит и принимает мой подарок. Потом

вышлл из-за стола и что-то шепнул Эйнос

ке. Это вот что: Кавадзи и Тсутсуй пригото

вИЛИ мне и П<осье>т по два ящика с трубка

МИ, в подарок. Приняв от меня золотую

цепочку, он, вероятно, нашел, что подарок

егО слишком ничтожен» [1, с. 377].
Обратимся опять к дневнику Кавадзи:

«"Стратега" мо2КНО назвать шутником и

острословом; он казался немного пьяным и

жестикулировал, показьmая, что совсем

сыт: сначала поднял руку к горлу, потом к

голове, а затем совсем высоко и кивнул

головой. (Это означало, что он сыт не

только по горло, но ПО голову, не только по

голову, но и более того.) Все дружно расхо

хотались» [2, с. 103-104].
Об этих подробностях прощального

банкета, данного японскими полномоч

ными 23 января, накануне ухода русской

флотилии, Гончаров умалчивает в своем

произведении. Писатель, должно быть,

.находился в хорошем настроении: скучныIe

переговоры с ЯПОIЩами подошли к концу, и

можно было возвращаться домой в Рос

сию. Как известно, русская эскадра с нача

лом Крымской войны оказалась в трудных

обстоятельствах: в любой момент могли

пРоизойти столкновения с превосходив

IUими их силой английскими и француз

скими флотилиями.

2

Другим полномочным был Кога КиНЪ

итиро (1816-1884) - известный в то время

конфуцианец. Вместе с тем, признавая

прогрессивность и рационализм европейс

кой культуры, он старался ее усвоить.

Среди четырех полномочных Кога зани
Мал самую низшую должность консуль-
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танта в японской делегации. Он набросал

проект ответного послания сёгуната на

официальное послание Нессельроде.

Можно сказать, что роль Кога почти

соответствовалароли Гончарова в русской

делегации.

Кога тоже описьmаетсяв путевыхочер

ках писателя:

«Четвертый <Кога - К. С.> - средних

лет; у этого было очень обыкновенное

лицо, каких много, не выражающее ничего,

как лопата. На таких лицах можно сразу

прочесть, что, кроме ежедневных буднич

НbIX забот, они о другом думают мало» [1, с.

353].
« ••• четвертого <зовут - К. С.> '" забыл,

после скажу.» [1, с. 359]
«ОНИ <японцы - К. С.> с удовольствием

ели баранину, особенно четвертый полно

мочный. Кончив тарелку, он подал ее чело

веку сам: знак, что желает повторения.» [1,
с. 366]. «Пили они <японцы - К. С.> уме

ренно. Они пробовали с большим любо

пыIствомM вино, отпивая понемногу, но

бокала не доканчивали, кроме, однако ж,

четвертого полномочного, мужчины

рослого и полного. Тот выпил бокала четы

ре» [1, с. 367].
В последней цитате отражена реализа

ция собственных прИIЩИПОВ Кога. ОН

пишет в дневнике:

«Поэзия, вино И развлечение - все это

тоже официальныIe дела» [3, с. 354].
Почему-то Гончаров относится к Кога

довольно строго, а порой даже недоброже

лательно.

Кога вел «Дневник командировки на

Запад», где три раза упоминается Гонча

ров. Например:
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«Главный советник, зовут Гончаров,

брюхастый варвар, называют так, потому

что у него большой живот.» [3, с. 244].
Интересно, даже смешно определение

«брюхастый варвар». В самом деле

четырьмя месяцами раньше Гончаров

писал Е. п. и Н. А. Майковым:

«Что Вам сказать о себе - нечего, разве

что я чудовищно потолстел, что иногда

бьmаю так болен своею печенью, что теряю

надежду даже воротиться. Недавно такая

боль около печени и сердца и вместе такая

тоска одолела, что я опасался слечь.» [4, с.

676].
Следует отметить, что все японские пол

номочные считали Гончарова «главным

советником» .

3

Сэндзю Дайносукэ (1815-1878) был

однимиз приближенныхкнязяземли Сага,

рядом с которойрасположенгород Нагаса

ки. В декабре 1853 года Сэндзю вместе со

своим князем был командирован в Нага

саки и там вел дневник «Личные записки

Сэйтэя» (Сэйтэй - псевдоним Сэндзю).

Разумеется, Сэндзю не принимал участия в

переговорах, но он часто посещал Кога и

других коллег-конфуцианцев и получал

неофициальныIe сведения, которые и запи

сьmал в своем дневнике. То есть его дне

вник драгоценен как источник; сообща

ющий истинныIe намерения полномочных'

а также факты, не встречающиеся в офи

циальных документах.

В дневнике Сэндзю в рассказе, услыI

шанном от Кога, упоминается Гончаров:

«Секретарь - большой злодей. Он,

хитрый, часто дает послу советы.» [5, с. 16].
Это совпадает с вышеприведенным

замечанием Кавадзи, но с еще большей

отчетливостью сообщается, что писатель

был серьезным оппонентом японской деле

гации. А на рисунке «Посадка на судно 4
января», приложенном к дневнику, имени

Горчарова сопутствует ремарка «человек С

большим животом», «очень хитрый секре

тарь» [5, с. 48]. Это совпадает с замечанием

Кога.

4

Продолжая сопоставление «Фрегата

"Паллада"» С японскими источниками, я

хочу указать на проницательность и заблу

жденияГончарова. Сначала по поводу его

заблуждений.

После трехмесячного безрезультатного

пребьmания в Нагасаки русские' корабли

ушли в Шанхай, чтобы пополнить запасы

ТОплива и провизии и собрать сведения о

ходе крымкойй войны. По японским

источникам, этот уход в Шанхай сильно

повлиял на путешествие полномочных: те,

узнав об уходе русских, остановились в

пути на два дня, обсуждая, продолжать ли

им путешествие. Но узнав о возвращении

русской эскадры 24 декабря, заспешили и

спустя трое суток, даже не задерживаясь

на ночлег, прибыли в Нагас·аки. И Кавадзи,

и Кубота Мосуй (1817-1877), сопровожда
ющие лицо Кога, были очень утомленыI

переходом в 1500 километров, пройден

ными за 40 дней. Несмотря на то, что нага

сакский губернатор откровенно и подробно

рассказал русскому послу о трудностях

пути, тот ему не поверил и угрожал, что сам

отправится в Эдо, если полномочные не

прибудут в самое ближайшее время. «Фре

гат "Паллада "» Гончарова и «Всеподдан,..

нейший отчет» Путятина свидетельствуют;

что русские понимали обстановку непра-:

вильно, хотя можно объяснить их раздра~'

жение волокитой, с которой они часТQ
сталкивались в Нагасаки.

31-го декабря в официальной резиден,..:

ции губернатора состоялась первая встре-:.

ча, после которой был подан обед. У Гонча,..;

рова читаем об этом:

«После обеда подали чай с каким-то'

оригинальным запахом; гляжу: на дне

гвоздичная головка - какое варварство, и

еще в стране чая!» [1, с. 359].
Это заблуждение писателя: гвоздичная

головка в чае в Японии считается счастли-:

Bым предзнаменованием, и в данном слу

чае она была положена именно с этим

намерением.

3 января японские полномочныIe в свою

очередь посетили «Палладу». Это было

вообще первое посещение иностранного

корабля японцами. Русские с большим

усердием занимались приготовлениями к

встрече японцев на фрегате.

«Мы занялись приготовлениями к

встрече невиданных на европейских судах

гостей. Сколько возни, хлопот, соображе

ний истратилось в эти два дня!» [1, с. 362].
Однако, как отмечает Дж. Ленсен [6, с.

49-51], по дневникам Кавадзи, Кога,

Кубота и Сэндзю видно, что приглашение

было принято с опасениями, что «Палла-:

да» снимется с якоря и увезет их за грани

цу. А судя по «Всеподданнейшемуотчету»

Путятина,русскиене заметилии не поняЛИ

той настороженности, которую испыты

вали японцы.

... они <полномочные - К. С.> не только

беспрекословно, но с видимым удоволь

ствием приняли мое приглашение посетить

фр~гат» [7, с. 58]
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Гончаров замечает, что на банкете того

же дня Кавадзи начал говорить о женщи

нах;

«Только один из них <японцев - К. С.>,

Кавадзи, на минуту придержался япо

нского обычая. Подали какое-то жидкое

пирожное, вроде крема, с' бисквитами: он

попробовал, должно бьггь, ему понрави

лось; он вынул из кармана бумажку, пере

ложил в нее все, что осталось на тарелке,

стиснул и спрятал за пазуху. "Не подумай

те, что я беру это для какой-нибудь кра

савицы, - заметил он, - Нет, это для своих

подчиненных" .
При этом случае разговор незаметно

перешел к женщинам. Японцы впали было

в легкий цинизм. Они, как все азиатские

народы, преданы чувственности, не скры

вают и не преследуют этой слабости» [1, с.

367].
Мне трудно сказать, насколько верно

это наблюдение писателя, но о том же

самом случае сам Кавадзи писал несколько

ИНаче:

«Так как я раньше слышал, что ино

странцы радуются до слез разговорам о

своих женах, я сказал, что не могу не вспо

МНИть свою жену-красавицу, оспарива

ющую первое место по красоте во всей сто

лице. Русские очень обрадовались этой

теме и рассмеялись. Посол сказал, что его

родина находится еще дальше моей, своей

женыI он не видел гораздо дольше, чем я, и

просил меня посочувствовать ему» [2, с.

72]. .
Таким образом, что касается разговора

о женщинах, обе стороньт стараются «сва

лить вину» друг на друга.

Дальше Гончаров пишет:

«Назначать время свидания предостав

лено было адмиралу. Один раз он назначил

через два дня, но, к удивлению нашему,

японцы просили назначить раньше, то есть

на другой день. Дело в том, что Кавадзи

хотелось в Эдо, к своей супруге, и он торо

пил переговорами. "Тело здесь, а душа в

Эдо, - говорил он не раз"» [1, с. 372].
Однако в защиту Кавадзи надо сказать,

что причина спешки заключалась не в его

личных интересах, а в тактике японский

делегации: не давать русскому посольству

времени на размышления и быстрее закон

чить переговоры. Кога записал в дневнике:

«Не желая успеха, мы торопим перего

воры» [3, с. 252].
Приведу теперь те места, которые сви

детельствуют о проницательности Гонча

рова.

«По их <японцев - К. С.> словам, сиогун

умер 14 августа, а мы пришли 10-го. Может
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быть, он умер и в прошлом году, а они ска

зали, что теперь, в надежде, не уйдем ли.

Поверить им трудно: они, может быть, и от

своих скрьmают такой случай, по крайней

мере долго.» [1, с. 296]
Двенадцатый сёгун династии Тогугава

Иэёси скончался 15-го июля 1853 года.

Нагасакский губернатор сообщил рус

скому посольству о его смерти 10-го октя

бря, то есть через два месяца после прибы

тия русской эскадры в Нагасаки. Проница

тельный взгляд Гончарова разгадал сущ

ность поз}ЩИИ японцев: японское прави

тельство боялось, что узнав о смерти сёгу

на, иностранные державы воспользуются

безвластием и беспомощностью Японии, а

собственный народ будет смятен и потря

сен кончиной правителя. Поэтому внутри

страны о кончине оповестили только через

месяц, 16-го августа.

Во «Фрегате "Паллада"» Гончаров

неоднократно возвращается к образу «спя

щих» Японии И японцев. Обращает на себя

внимание то, как часто употребляются

слова сон, COHHblU, спатъ и т. п. Вместе с

тем Гончаров метко улавливает и редкое

«пробуждение» Японии. Это именно

Кавадзи и· такие молодые переводчики,

владеЮIЦИе голландским языком, как

Нарабайоси,Эйноскеи Сьоза.

«Из разговоров, из обнаруживаемойпо

временамзависти, с какою глядят на нас и

на все европейское Эйноске, Сьоза, Нара

байоси 2-й, видно, что они чувствуюти соз

нают свое положение, грустят и представ

ляют немую, покорную оппозицию: это

jeune Japon.» [1, с. 294].
Это сопоставление «сна» И «пробужде

ния» постоянно встречается в произведе

ниях Гончарова.

5

Первым представителем «jeune Japon»
является Эйноске, то есть старший пере

водчик (oppertolk) Морияма Эйносукэ

(1820-187Ч. Японские переводчики, влэ,

деющие голландским языком, появились в

начале XVII века. В этих семьях сыновья

наследовали профессию отца и таких

семей было около 30. Переводчики подчи

нялись нагасакскому губернатору и в

последние годы сёгуната их было уже чело

век 140. Переводчики, состоявшие в долж

ностях «старшего» И «младшего» (onder
tolk) переводчика, занимали центральное

положение, но на эти две должностиназна

чалось только по четыре человека, а

остальные занимали должности «канди

дата в переводчики» (leer ling) и «перевод

чика со свободной практикой» (particuliere

tolk). Эйносукэ владел кроме голландского

английским языком и бьm одним из веду_

~ переводчиков в переговорах с ино

странными государствами: он изучал анг

лийский язык у американца Макдональда,

который, притворясь потерпевшим круше

ние, приехал в Японию.

Во время переговоров слова Цуцуя:

переводил Кичибе, а слова Кавадзи, фак

тически главного. лица японской делега

ЦИИ, - ЭЙНосукэ. Кавадзи высоко оцени

вал способности своего переводчика. .
«Эйносукэ - очень способный человек,

отлично переводит, он переводит голланд_

ские книги так, как будто пишет письмо»

[2, с. 50]. .
'Во время посещения русского корабля

Эйносукэ увидел в одной каюте карту,

изданную в Англии, на которой линия госу

дарственной границы между двумя стра':

нами на Сахалине проходила по 50-й

параллели. Об этом он сообщил Кавадзи.'

На этом основании Кавадзи и предложил!

Путятину провести пограничную JIИНИIQ:

именно по 500 с. ш. "
Гончаров неоднократно упоминает об'

Эйносукэ, но он в своей оценке ЭйносуКЭ
расходится с Кавадзи. Писатель, призна

вая талант Эйносукэ, ОТНОСитСЯ к нему с

антипатией.

«Противнее всех вел себя ЭЙНоске. Он

бьm переводчиком при Кавадзи и потому

переводил важнейшую часть переговоров.

Он зазнался, едва слушал других полно

мочных: когда Кавадзи не бьmо, он сидел

на стуле 'развалившись. Вообще не скры

вал, что он вырос, и под конец переговоров

вел себя гораздо хуже, нежели в начале. Он

непрочь и покутить: часто просил шампан

ского и один раз, при Накамуре <японский

чиновник - К. С.>, так напился с четьrpех

бокалов, что вздумал бьmо рассуждать

сам, не переводить того, что ему говорили;

но ему сказали, что возьмут другого пере

водчика» [1, с. 375].
Резкий контраст Эйносукэ представляет

Кичибэй, то есть также старший перевод

чик Ниси Кичибэй (1812-1855), которого

Гончаров назьmаетКичибе. Кичибэйпред

ставлял 11-е поколение переводчиков с

голландского языка из дома Ниси. Он

работал переводчиком при прибытии гол

ландского, французского, американскогои
русского кораблей в Японию. В «Нагасак

ском дневнике» Кавадзи есть интересное

описание:

«Кичибэй умом уступает Эйносукэ, но

говорят, что в последнее время редко

встретишь такого способногопереводчика.'

Эйносукэ - ученик Кичибэя. Кичибэй,
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Приносим благодарность преподава

телю "Университета Сайтама Алле Викто

ровне Хамано.

пример сопоставления «ума» И «сердца»,

которое Гончаров представил уже в

«Обыкновеннойистории» и затем исполь

зовал в дальнейшихпроизведениях.

добрый, не любит ссориться. Он больше

всех оказьmает внимания Эйносукэ и ста

рается остаться в тени, уступая тому все

засЛУГИ. Кичибэй очень радуется, когда

эйНосукэ пользуется благоволением. Он

говорит, что близок с Эйносукэ, но никогда

Jie назьmает его своим учеником. Эйносукэ

qaCTO говорит, что в 8 лет поступил в уче

JDiКИ к Кичибэю. Все это мелочи, но так

вести себя крайне трудно» [8, с. 96-97].
Кичибэй тоже нередко упоминается во

«Фрегате "Паллада"». В описании Гонча

рова нет ни слова о способном чиновнике.

напротив, этот'японец, ровесникписателя,

в противоположностьЭйносукэ олицетво

ряет «сон». Кичибэйпризнается:

«Я люблю 'Нuчеzо 'Не делат'Ь, лежат'Ь 'На

бокУ» (курсиворигинала- К. С.) [1, с. 303].
Можно назвать его «японским Обломо

БЫМ». Да и пишет о нем Гончаров с неиз

м:eнным юмором, а подтрунивание лишено

язвительности.

«Кичибе не забьmался: он показьmал

зубы, сидел в уголку и хихикал на все сто

роны. "Хи!" - откликался он, быстро обо

рачиваясь то к тому, то к другому ЯПOlщу,

когда кликали "Кичибе!". "Кичибе!" 
кликнул я однажды в шутку. "Хи!" 
отозвался он на мою сторону и пополз ко

мне, увидев ошибку, добродушно засме

ялся и пополз назад» [1, с. 375].
Это «добродушие» как раз и совпадает с

характеристикой в дневнике Кавадзи.

Итак, можно сказать, что образы Эйно

сукэ и Кичибэя являют собой еще один
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Кадзуxu"о Са8ада

Творчество ИА Говчарова в Японии

В 1853-54 годах Иван Александрович Гончаров посетил

Японию в качестве секретаря миссии адмирала Е.В.Путя

. тина.
В 188О годы произведения Гончарова оказали большое

влияние на писателя Фтабатэя Симэя1, а немного позднее. .
многие из них:. стали известны японским читателям в

переводах. И вероятно, можно сказать, что из русских

,писателей Гончаров наиболее глубоко связан с Японией и

ее литературой; В японской печати имя Гончарова впервые'

-б~о упомянуто, насколько мне известно, ,в 1889 гoдy~ В

статье «Цензура И развитие литературы», опубликованной

во влиятельном в то время журнале «Кокумин но томо»'
(<<Дрyr народа»), Гончаров, вместе с Толстым и Тургене

вым, оценива.ется как «чудесный романист»2. '.
В этой статье я хочу в хронологическойпоследоватеJiь

ности проследитьисторию восnpиятия"творчестваГонча

рова в нашей стране.

-1

В 1881 годуХасзгава Тацуносукз (1864-1909), известный
под псевдон~мом Фгаба-ГЭй СимэйЗ, поcтynилна отделение.

" , русского языка Токийского. института иностранных язы

ков4• Русско-японский договор 1875 года, предус,матриваю

щий обмен' Сахалина на КурилЬские оСтрова, возмутил

юного Фгабатзя, и он решил изучать русский язык, чтобы

в будущем принять решительные меры против «вражеской

страны России». но случилось так, что ЯЗЫК ввел его в

сложно-противоречивый мир русской литератуРы. Исто

рию русской литературы в институте читал эмигрировав

ший из России Николай ГреЙ5• Он не только глубоко знад

предмет, но и был блестящим чтецом. Его студенты не

только слушали произведения русских классиков в мастер

ском исполнении, но и обсуждали услышанное, давали
. "\... '.

характеристики литературным персонажам: на русском

языке. Не исключено, что именно этот метод помог Фгаба-
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'ГэlO глубже понять и почувствовать РУССI-СУЮ дитер·атуру.

кроме того, долгие часы он проводил в институтской

библиотеке, без устали читая собранные там художествен

ные произведения и критические статьи по русской лите

ратуре. Это было увлекательное путешествие в мир Пуш

кина, Гоголя и Лермонтова, Белинского и До.бролюбова,

Тургенева и Гончарова, Достоевского и Толстого.

Во второй половине 80-х годов Фтабатэй дебютирует как

писатель и переводчик. Прежде всего, следует назвать

написанный в 1887-89 годах его роман «Плывущее облако»,

который считается одним из первых японских реалисти

ческих романов. В 1888 году Фтабатэй публикует переводы

рассказов «Свидание» (из «Записок охотника») и «Случай

ные встречи» (<<Три встречи») И.С.Тургенева. Картины

природыв «Свидании», передающие очарование русского

леса, произвели глубокое впечатление особенно на япон

ских молодых, жадно впитывающих новое читателей. Это

были важные уроки для писателей следующего поколения,

создавших в японской литературе натураль'Ную школу. И

можно сказать, что в начальный. период проникновения

русской литературы в нашу страну произведения Тургене

ва были известны гораздо лучше, чем произведения других

писателей. .
В это же время состоялось и знакомство Фтабатэя с

Гончаровым. Фтабатэй заслушивался превосходным чте

нием «Обломова» на занятиях Грея, а в библиотеке зачиты

вался «Обрывом», который впоследствии назвал своим

любимым романом. В позднем интервью «Прочитанные

любимые книги» (1906) Фтабатэй заметил, что он любит'

прозу Гончарова за мелодичность звучания, и именно

поэтому произведения этого писателя интереснее читать

вслух. Безусловно, подобная точка зрения родилась под

влиянием уроков преподавателя Грея. А в интервью «Бе

седа о русской литературе» (1906), имеющем подзаголовок

«Романы Гончарова», есть такие строки:

«...Что касается Гончарова, его последовательная манера

повествования рисует, в какой среде вырос герой, какой он

прошел путь, в результате которого у него сформировался

такой-то характер, и так как у него такой-то характер, то

он, в таком-то случае, не мог не поступить так-то ... »6
Мы, признаться, не встречали столь простого и точного

определения своеобразия писательской манеры Гончарова.

По мнению Фтабатэя, одна из стилистических особеннос-
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тей Гончарова состояла и в частом употреблении философ

ских и научных терминов, которые, однако, все без исклю

чения поэтически осмыслены. Далее, рассуждая о слОЖнос

тях идущего от реформ Петра Великого спора между

славянофилами и западниками, Фтабатэй говорит, что

роман «Обрыв» написан под влиянием этого спора. МОЖНО

только восхищаться, насколько глубоко Фтабатэй понял

Гончарова.

Во второй половине 1880-х годов, кроме Тургенева,

Фтабатэй переводит и два произведения Гончарова. одним

из них был отрывок из «Сна Обломова» - «Детство».

Сохранившийся черновик перевода, сделанный приблизи
тельно в июле-августе 1888 года, можно считать первым..
переводом Гончарова на японский язьiк. И если вспомнить,

что в 1888 году автор «Обломова» был еще жив, 10 вряд ЛИ

можно переоценить роль Фтабатэя в деле знакомства

Японии с русской литературой. Вероятно, этот перевод

сделан с книги А.Филонова «Русская хрестоматия с приме

чаниями дл~ высших классов средних учебных заведений.

Ч.1. Эпическая поэзия»7, которая была в библиотеке Токий

ского института иностранных языков и использовалась как

учебное пособи~ для четвертого и пятого курсов на заняти

ях по грамматике, риторике и истории литературы. И хотя

мы имеем возможность говорить только о черновике,.пере

веденныи отрьток, в основном, ~epeH ОРl1гиналу и пред

ставляет точный перевод, в ttOTOPOM преобладаютобороты

разговорнойречи.Последнеепредставляетсяособеннозна~

чимым.Ведьоднойиз Ba~HbIXи одновременносложнейших

задач, стоящих перед японскимиписателямив последнее

20-летиеXIX и первое десятилетиеХХ века, было созда

ние национальной литературы на народном разговорном

языке." И, безусловн~ одним из достижений Фгабатэя

следует считать то, что в романе, «Плывущее облако»

достигнутоединстволитературногои разговорногоязыков.

Фтабатэй полагал, что зарождениеновой литературыне

посредственносвязз:нос усвоениемопоэтизированныхвуль

гаризмов, которые он использует в переводе наряду со

специфическияпонской'лексикой. Кроме того, впереводе

«Детство» можно наблюдатьи речевые повторы. В интер

вью 1906 г. «Мои принципы художественного перевода»

Фтабатэй отмечал, что он стремился путем повторения

одних и тех же словосочетаний передать ритмическое

своеобразие европейского литературного текста, по срав-
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ненИЮ с которым японский текст звучит мон:ото,нно. А

система речевых повторов как раз и позволяла в монотон

I1У1О японскую фразу внести мелодическое разнообразие

оригинала. .
Другим переводом из Гончарова, сделанным вслед за

i<Детством» В августе-сентябре того же 1888 года, был

«Перевод первой части второго тома "Обрыва;) в записной

книжке «Кутиба (сухие листья). Книга первая». Это пере

воД начала первоЙ главы третьей части «Обрыва», выпол

l1енный в сугубо книжном стиле. Там излагается мировоз

зрение Райского, как умеренного либерала. В записной

книжке «Кутиба» есть еще 4 отрывка из «Обрыва», кото

рые, строго говоря, являются наполовину пер~водами, а

наполовину собственными сочинениями Фгабатэя. В той же

записной книжке Фтабатэй признается, что «очень трудно

описать психологию или страсть»8. И можно предположить,

что эти полупереводы есть своего рода модель, образец

«описания психологии или страсти». Но если учесть время

этих переводов-опытов, то очевидно, что они тесно связаны

с романом этого писателя - «Плывущее облако».

Его действие происходит в Токио приблизительно в 1886
году. Уцуми Бундзо, сын давно у:мершего мелкого провин

циального самурая, - двадцатитрехлетний талантливый

юноша, не сумевший приспособиться к практичеСКQЙ жиз

ни чиновника. Он живет на иждивении своего дяди Сонода

Магобэя. В доме отсутствующего хозяина живет и его жена
o-Mjica.- мелкая и корыстная женщина, и дочь о-Сэй

легкомысленная и поверхностно европеизированная де

вушка. После того, как Бундзо уволилисо службы, о-Маса

тотчас круто меняет свое отношение к неудачнику,о-Сэй

тоже постепенно переноситсвое внимание· с Бундзо на

Хонда Нобору, его бывшего сослуживца и ловкого карье

риста. Бундзо презирает филистера Набору и пробует

предостеречьо-Сэй от опасности встреч с ним, но безре

зультатно. Беспомощный, не знающий, что предпринять,

Бундзо целыми днями сидит один в своей комнате, терза.J

емый сомнениями и душевными .страданиями. На этом

«Плывущее облако» обрывается.В записной книжке «Ку

тиба» есть набросок задуманной, но не осуществленной·

автором концовки романа: Нобору обольстит и бросит 0

Сэй, а Бундзо из-за разочарования и личного несчастья

сойдет с ума. \
Вернемся к переводам Фтабатэя. Перевод первой части
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второго тома «Обрыва», видимо, способствовал созданию

образа Бундзо. Что касается остальных переводов, то образ

Райского, тревожащегося за Веру, соответствует образу

Бундзо,. беспокоящегося об о-Сэй, а сцена, в которой

Райский страдает над обрывом после того; как помог Вере

пойти на свидание с ThaapKoM, соответствует эпизоДу в

предполагаемой третьей части «Плывущего облака», когда

«Бундзо идет следом за о-Сэй и удостоверяется в том, что

она входиТ В частный пансион Хонда» или «в тайной

встрече Хонда с о-сэй. Despair»9.
Связь «Обрыва» с «Плывущим облаком» этим не исчер

пывается. Как признается сам Фтабатэй в «Беседе о рус

ской литературе», в «Плывущем облаке» он попытался

повторить стиль «Обрыва», и это стилистическое сходство

очевидно. В интервью «Слово О муках творчества» (1897)
Фтабатэй подробно анализирует столкновение сюжетных

.циниt1 своего романа и соотносит их с романом Гончарова:

в противопостqвлении 0-Масас Бундзои о-Сэйавторвидит

столкновениеновыхи старыхидеаловяпонскогообщества,

то есть,расположениеипротивопоставлениедействующих

лиц в обоих романах по существу совпадает: Райский. и

Бундзо, бабушка и o-Thaaca, Марк и Нобору, Вера и,о-Сэй.

Главная героиня каждого из романов по-свое'му ищет себя~

словно «плывущее облако», меЖду тремя другими героями.

Так Вера «бросается с обрыва» между новым и старым

поколениями; любя Марка, она вскоре отступает от своей

любви, а о-Сэй переносит свое внимание с Бундзо на'

.Нобору, который бросает ее.

В «ПЛывущем облаке» также показано, что детство

Бундзо и о-Сэй наложило; каждое по-своему, определен

ный отпечаток на их характер. Такой взгляд на развитие..-- .

личности, разумеется, свойствен русской натуральной школе

.. первой половины XIX века, но вместе с тем, думается,что

он сложился по преимуществупод влиянием Гo~aрова,

.если' судить в особенности по вышеприведенному высказы

'ванию Фrабатэя в «Беседе о русской литературе».
Несомненно, что персонажи «Пльmущего облака» по

своему содержанию гораздо ограниченнее и зауряднее

. своих «прототипов» из «Обрыва»: Бундзо «больше к лицу,

когда он извиняется перед кем-то: он не решится упрек

нуть кого-:-либо», а о-Сэй «по натуре легкомысленная бол

тушка»lО, и «образованность» ее поверхностна. Но и: в этом

тоже проявляется проницательно-бесстрастный реализм
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Фтабатэя, пристально всматривающегося в ЯПОНСI<ое об

щество 1880-х годов, только что вступившее на путь совре

менного развития. Тем более, что Фтабатэй не видел в

обществе такой личности, как Тушин, которого Гончаров

очень ценил. Возможно, отчасти и поэтому задуманная

концовка «Плывущего облака», О которой я писал выше, так

и: не была осуществлена, роман остался незаконченным.

Однако незавершенность романа, вынужденное изменение

сюжета образца (имею в виду роман «Обрыв») как резуль

тат неустойчивости, неопределенности самого японского

общества составляют, без сомнения, не только оригиналь

ность «Плывущего облака», но и предопределяют то значе

ние, которое имел роман для дальнейшего разви~ия нашей

литературы.

2

Говоря о переводчиках произведений Гончарова на

японский язык, вслед за Фтабатэем следует назвать

Ядзаки Синсиро (1863-1947), известного под псевдонимом

Саганоя Омуро. Саганоя поступил на отделение русского

языка Токийского института иностранных языков на пять

лет paHЬЦle, чем Фтабатэй, и в 1887 году дебютировал как

писатель. Он много переводил из Тургенева и других 
русских классиков и вместе с Фтабатэем способствовал,

знакомству японских Ч;итателей с русской литературой в

самый начальный период ее проникновения в Японию.,

В,1894 году Саганоя опубликовал под 'заглавием «Дет

ство Обло;мова» перевод отрывка из «Сна Обломова», кото

рый можно считать первым по времени публикации пере

водом из Гончарова, поскольку перевод Фтабатэя - «Дет

ство» увидел свет лишь в 1913 году. Оригиналом для обоих

переводов послужила, по вс;ей вероятности, хрестоматия,

составленна~ Филоновым. И Фтабатэй, и Саганоя выбрали

один ,и тот же отрывок из «Сна Обломова» , однако перевод

Саганоя почти вдвое короче. Внимательное сравнение поз-

воляет заключить, что Фтабатэй гораздо более верен ори

гиналу, чем Саганоя, в переводе которого находим немало

произвольно сокращенных мест, то есть Фтабатэй относил

ся к работе. над художественным переводом с большей

строгостью, чем Саганоя. Но несмотря. на это, «Детство

Обломова» (перевод Саганоя) пользовалось популярностью,

причем современному читателю даже импонировала эта
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«авторизированность» перевода. В одной рецензии 1894 г.

на перевод читаем: «...это больше не «Обломов» Гончарова,

а несомненно «Обломов» Саганоя ...»11.

В 1897 году в другом журнале появился роман Саганоя
«Жизнь обыкновенного человека», который представляет

собой перенос на японскую почву сюжета «Обыкновенной

истории». Фабула романа Саганоя коротко сводится It

следующему:

Тамура Ёсиаки, единственныйсын богатого крестьяни

на, избалованный прислугой и любящей матерью, вырос

барчонком. Он увлекся «литературой» И С самозабвением

посылал свои стихи в местную газету. В возрасте 24 лет

Ёсиаки решил поехать в Токио, чтобы учиться и стать'

великим поэтом. Там жил его дядя Тамура Будзаэмон. ОН

в молодости покинул родные места и, нажив состояние,

теперь управлял заводом. В противоположность Ёсиаки,

он, человек прозаичный, убеждал племянника в пользе'

наживы, предлагая тому «живые дела». Затем повторяется

мотив столкновения племянника и дяди с последующим

разоча рованием первого. Вскоре Ёсиаки оставляет надеж..',

'ду стать по~том и поступает на службу в фирму дяди. Он

увлекается гейшей Косин, но спустя какое-то время заме

чает, что та обмаНула его. Чувствуя острое отвращение к

столице, Ёсиаки возвращается на родину. Там продолжает~
ся холостая жизнь"молодого человека. Она заставляет егО

gодственников обеспокоиться, в итоге _они решают еro

женить. Роман заканчивается cцeHO~, происходящей СnYС""

тя несколько лет, тогда ttиаки вместе со своей семьей

приезжает в Токио и там снова. встречается 'Со старым
дядей и тетей.' "

Сходство с «Обыкновенной историей» очевидно, но,
разумеется, есть и различия. Например, Ёсиаки, в отличие
от Александра Адуева, не вступил окончательно на путь

своего дяди; образ Наденьки, возлюбленной Александра,

общественно остро полемичен, а Косин же - просто гейша,
искушающая .неопытного героя. И здесь можно заметить

различное отношение к литературе Саганоя и Фгабатзя:

первый, «пересаживая» В Японию действующих -лиц и

ситуации русских романов, создавал одну за друтой их

вариации, а второй не смог закончить «Плывущее облако»

как «переделку»' «Обрыва».
• I

Еще следует заметить, что в первой главе «Жизни

С?быкновенного чел<?века» Саганоя подробно рассказано о
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«семье И воспитанию> героя. И эта глава, несомненно, есть

»е что иное, как реминисценции из аналогичного отрывка

}13 «Сна Обломова», в том числе и переведенного самим

Саганоя. То есть, строго говоря, роман является своего рода

японским 'вариантом «Обыкновенной ИСТОРJ1И» и «Сна Об

ломова». Однако, в отличие от более раннего перевода,

роман «~изнь обыкновенного человека» не пользовался

популярностью.

После русско-японской войны в 1904-05 годах число

художественныхпереводов и обзорно-критическихстатей

о русской литературе резко увеличилось, они были бук

вально нарасхват.Кроме того, японцы могли читать произ

ведения русских писателей и в английских переводах

КонстансГарнет, которыепродавалисьв магазине «Маруд

зэн», старейшем магазине европейскихкниг12• В это время

переводилисьи современныерусские писатели, но главное

место занимал Л.н.толстой.

3

В 1917 году Яманоути Хосукэ1З . полностью перевел

«Обломова».Яманоути - воспитанник Православной духов
ной семинарии, основанной в Токио архимандритом Нико

лаем Японским14 в 1875 году. Отделение русского языка'

Токийского института иностранных языков и Православ

ная духовная семинария были двумя центрами изучения

русского языка и русской культуры в Японии в l~онце XIX.
и начале ХХ века. В 1918 году Яманоути отпра~ился во

Бладивостqк и там работал главным-редактором ежеднев

ной газеты «Урадзио ниппо» («Владивостокский вес'l'НИК» ),
издаваемой на японском языке. В начале литературной

деятельности Яманоути занимался главным образом твор

чеством Л.Н.Толстого. В 1924 году он издал очень полную-'

для того времени биографию «Ленин». Судя по воспомина

ниям, «Обломов» в переводе Яманоут~ пользовался боль

шой популярностью, а «обломовщина» вызвала интерес.И

сочувствие у тогдашних японских читателей. Это объясня

ется, вероятно, тем, что после Русско-~понской войны

общий интерес к России и К,русскойлитературе значитель

но вырос, а, с другой стороны, японцы увидели в Обломове

типичный русский национальный характер. Можно ска

зать, что в этот период интерес к творчествуГончарова был

велик, как никогда> .
В монографии «История русской JIитературы» (1927)
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Яманоути называет такие отличные черты писательской

манеры Гончарова: «глубина объективности, точность наб

людений и стремление изобразить типические образы во

всем многообразии обстоятельств»lj. А в книге «Лекция ПО

мировой литературе. Русская литература» (1930) Яманоути
также замечает, что изображение типических образов есть

отличительная черта Гончарова, свидетельство его боль

шого «таланта синтеза». Со столь емкой и точной характе

ристикой творчества Гончарова нельзя не согласиться и

сегодня.

В 30-е годы в списке наиболее читаемых русских писа

телей Толстого сменил Достоевский.

В 1940-50-е годы Иноуэ Мицуруlб (1900-1959) перевел

почти все крупные произведения Гончарова. В 1924 году

Иноуэ окончил Институт Японо-русского общества17 , осно

ванныIй в 1920 ГОДУ в Харбине Ида Кохэ~м, любимым

учеником Фтабатэя. Одним из первых переводов Иноуэ

были «3аписки флота капитана Головнина о приключениях

его в плену у японцев в 1811, 1812 и 1813 rI2, с приобщением
замечаний его о японском государстве и народе» (1943-46).
Издание сопровождено прекрасно составленн-ыIии подроб-

,ными комментариями переводчика. После Второй мировой

войны Иноуэ стал одним из основателей Общества иссле

дователей Советского Союза и первого Общества Советско

японской дружбы. Кроме того, он много переводил из

русской и советской литературы. .'
Иноуэ, как русист, впервые опубликовал «3аписки о

плавании в Японию» (1941) - переводотрывка из «Фрегата

«Паллада»:В дальнеЙшем он перевел «Литературно-кри

тические статьи» (1948) (то есть «Мильон терзаний», «3а-

.. метки· о личности Белинского» и «Лучше поздно, чем

. никогда»), «Обрыв» (1949-52), «Обыкновенную историю»

l' (195-2-53}, и в 1959 году закончил перевод «Обломова». В

середине работы над своими примечаниями к последнему

'переводу .'Иноу~ сКончался. Примечания, составленные

переводчиком к «Обрыву» и «Обыкновенной. истории»,

основываются на монографии А.Г.ЦеЙтлина «И.А:Гонча-

. ров» (1950). Следовательно, еще одной заслугой Иноуэ было

и: знакомство японского читателя с новейшим в то время

исследованием творчества Гончарова в СССР. Иноуэ хотел

издать собрание сочинений Гончарова на японском языке,

'но не успел. Необходимо сказать,. что переводы Иноуэ и

примечания к ним исключительно важны для понимания в
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Японии творчества Гончарова, и я сам в своих исследовани

ях во многом опираюсь на них. К сожалению, в последнее

время переводы Иноуэ не переиздаются.

4

с конца XIX века главы о Японии из «Фрегата «Палла

да» несколько раз переводились на японский язык и

послужили ценным источником для изучения истории

русско-японских отношений.

ПриведемосновныепереводыочерковпутешествияГон'

чарова. Первыми по времени были «Записки о плавании

Путятинав Японию»И «ЗапискиО плавании.русскогопосла

в Японию».Эти сокращенныепереводы,сделанныеТакасу

Дзисукэ в 1894 году, частично были опубликованы в 1939
40-х годах. Такасу, оставивший отделение русского языка

ТокийскогоинститутаиностранныхязыIовB приблизитель

но в 1880 году, известен тем, что в 1883 году опубликовал

сокращенный перевод повести А.С.Пушкина «Капитанская

дочка» I под названием «Неслыханная история В России.

Записки о том, как влюбилась бабочка в пестик цветка»l8.

Это первый перевод русской беллетристики в Японии.

В 1930 году Хираока Масахидэ впервые перевел полнос

тью главы о Японии из «Фрегата «Паллада» и опубликовал

их под названием «Записки О путешествии в Японию». Это

очень точный перевод, включающий, помимо глав о Япо

нии, и впервые переведенную заключительную главу книги

«Через двадцать лет». Хираока окончил отделение русской

литературы университета Васэда, основанное в 1920 году.

Впереводе Такано Акира и Симада Ё «Записки о

плавании в Японию» (1969) представлено гораздо большее,

по сравнению с предыдущими переводами, число глав из

очерков, а в комментариях, привлекаябольшое количество

японских и I?УССКИХ источников, Такано. восстанавливает

весь процесс РУССКО-ЯПОНСКИХ переговоров, которые невоз

можно проследить по одному лишь описанию Гончарова.

Кроме того, ка.к приложение в книгу включен перевод

биографической статьи C-Д.МуравеЙского «И.А.ГоНчаров и

его плавание на фрегате «ПалЛада»19. Не будет преувели'

чением сказать, что совместный перевод Такано и Симада 
наиболее верный оригиналу, обширный и полно проком

ментированный перевод глав из «Фрегата «Паллада».

5

Кроме того на японский язык переведены несколько
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литературно-критических статей о Гончарове. Среди них

«Взгляд на русскую литературу 1847 года» В.Г.Белинского

(1848), «Что такое обломовщина?» Н.А.Добролюбова (1859),
«Вечные спутники» Д.С.Мережковского (1897), «Идеал и

действительность в русской литературе» П.А.Кропоткина

(1905) и др. Возможно, вам будет любопытно узнать, что

статья Добролюбава «Что такое обломовщина?» до сих пор

занимает главное место в нашем понимании Гончарова.

Впервые частичный перевод этой статьи был сделан

Баба Котё2О в 1909 году под названием «Обломовщина».

Однако с ее содержанием японский читатель был знаком

еще раньше. Например, Фгабатэй в предисловии к своему

переводУ «Детство» называет имя Добролюбава·, а в «Бесе

де о русской литературе» подробно пересказывает содер
жаЩ1е этой статьи. В 1943 году Канэко Юкихико перевел ее

полlщстью.

6

. :JЗ заключецие заметим, что знакомство японских чита~

т~лей С произ~дениями Гончарова, хотя и не столь широ

кое и Maccon6e, как знакомство с творчеством Толстого или

Достоевского, началось в конце 80-х годов прошлого века.

Цqсле Русско-:-японской' ВОЙНЫ интерес к произведениям

• Щ1сателft crraJ.!. расти, и можно сказать, что 10-е годы нашего
века - Bpe~ наибольшей популярности Гончарова в ЯЦQ

1Щ~, что в целом характерно для процесса проникновения

" в Япщщю произведений и друпiх русских классиков. Одна

!to особеННQСТЬ знакомства flПОНСКОГО читателя с Гончар 0

:tЗым мы видим В том, что с самого начала читатель позна:

ко~~лсяс ним не по nepeuoдaMс языков-цосредников,как

это Былo с другими РУССКИМf1писателями,а в основномпо

переводам;'сделанны~С оригиналовФтабатэеми Саганоя,
воспитан~икамиТщtИЙСК;ОГQинститутаиностранныхязы~

КОВ. QченьВ;lЖI:ЮЙqсоб~щщстьюявляетсяи то, что впервые

японскоеобществопознакомиласьс таким исключительно

PYCCKf1M xapaKT~pOM, как Обломов. '.
Цриносим благодарностьпреподавателюуниверситета

Сайтама Алле ВикторовнеХамано.

ПР·l1МЕЧАНИЯ

1 ~настоящей статье принят японСкий порядок написа

ния: на пеРВQМ месте - сЬамилия, на втором - имя.
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2 «Кокумин ПО тома» (<<Друг народа»), Токио, 1889, N 4
48, с. 4. Автор неизвестен.

:1 Созвучно «кутабаттэ симаэ», Т.е. «чтоб тебя черт поб

рал», выражение, которое он часто повторял в свой адрес.

4 Основан в 1873 году. '
:> По мнению японоведа Г.д.ИвановоЙ, это известный

философ-народник Николай Васильевич Чайковский. См.:

Иванова г.д. Русские учителя. - В КН.: 100 лет русской

литературы в Японии. М., «Наука», 1989, с. 14-16.
б Фтабатэй Симэй. Полн. собр. соч., т. IV, Токио, «ТИRума

сёбо», 1985, с. 190.' ,
7 Изд. 5-е, знач. испр. СПб., 1875. Qохраняем орфографию

оригинала.

8 Фтабатэй Симэй. Полн. собр. соч., т. V, 1986, с. 25.
9 Там же, с. 40.
10 Фтабатэй Симэй. Полн. собр. соЧ., т. I, 1984, с. 140, 17.
11 КМ. Последние события у Саганоя. - Ж. «Уранисики»

(<<Скромность»), Токио, 1894, N 19, с. 59.
12 Основан в 1868 году.

13 Годы рождения и смерти неизвестны. В «Библиогра

фии и.А.Гончарова» А.д.Алексеева (Л:, «Наука», 1968) его

ошибо~но на странице 64 называют «Нмаути Фусукэ».

н· Иоан Дмитриевич Касаткин (1836-1912).
15 Яманоути Хосукэ. История русской литературы. То

RИО, «I\инсэйдо», 1927, с. 126.
15 Б «Библиографии Японии» (М., Издательство восточ",:,

ной литературы, 1960) его ошибочно на странице 264
называют «I1ноуэ Мицу». . ,

17 Цозднее Институт Харбин-гаRУИН.

,18 В 1886 году переиздан под названием «Русская любов
ная история, или Повесть о Смите и Марии».

19Б КН.: Гончаров И.А. фрегат «Паллада». М., Географиз

дат, 1949, (:. 3-60.
20 Настоящее имя - Бабq. Кацуя.
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第2章 二葉亭四迷
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二 葉 亭 四 迷 の 日 本 最 初 の ′J一説 『浮 雲 』

(1886-89) ここ お らナ る tj シ ア の 投 書LJ

ジャネット･A･ウォーカー

よく知られていることだが､ヨーロッパのいくつかの国々､とりわけフランス､イギリ

ス､ドイツ､ロシアの文化は､日本文化の中で1870年代に始まる形態上の革新をもたらし

たが､その革新は多様な形式をとり､重要性の度合いにおいて異なるものだった｡∫･

トーマス･ライマ-はその著書 『巡礼の旋』の中で､この革新の主な源泉だったフランス

文化の役割を評価して､ ｢芸術が文化に対して中心的位置をしめる｣ (ライマ一､23ペー

ジ)という感覚をフランスが独自に提供したと論じている｡興味深いことにライマーは､

フランスへおもむき､芸術に一身をささげる貫囲気を吸収するに足りるだけの期間そこに

滞在した日本の作家や芸術家をとおして､日本文化に対するフランスの影響がどの程度も

たらされたかを明らかにしている｡西欧の主な文化的影響が日本で暮らし日本で働く個々

の西洋人によってもたらされることは､おそらく異例のことだろうが､しかし日本文化に

対するロシアの影響は､一部このような基盤の上に生じた｡五十殿 (おむか)利治の詮稿

は､1922年から1958年まで日本に住んだロシアのアヴァンギャルド版画家ワルワ-ラ･ブ

ブノウが同時代の日本の美術界に与えた影響を描き出している｡また長縄光男は､1861年

に来日し1912年に日本で亡くなったロシア正教の宣教師ニコライ･カサートキン (神父ニ

コライ)が､日本の宗教と文化において果たした重要な役割について述べている｡ロシア

から日本へやって来た多少とも著明な旅行者で､近代日本のフィクションの発達において

間接的に重要な役割を果たしたのが､ニコライ･グレーという人物だった｡彼はアメリカ

疑由で1884年に来日し､東京外国語学校魯語科の教員となった｡この学校は1873年東京に

創設された官立学校で､未来の外交官や実業家などにさまざまな外国語を教えた くライア

ン､26-29ページ)｡

日本文化の革新のためにグレーがなした重大な貢献は､この学校でひとりの才能豊かな

学生､二葉亭四迷 (1864-1909)にロシア文学を教えたことである｡その結果二葉亭はロ

シアのフィクションの封訣家となり､その鄭訳は正確さと美しきの点で当時の他のいかな

るヨーロッパ語からの却訳をも凌駕していた｡彼はついには1880年代後半､マーレイ･グ

レヤー･ライアンが ｢日本最初の近代小説｣(分と名づけた作品を発表した｡二葉亭は1884

年6月グレーの日本到着から1886年1月の彼自身の外国語学校退学までの斯間､グレーの

薫陶を受けた｡この学校の慣例として､二葉亭はロシア語の上級クラスでロシア文学の最

良の作品によってロシア語を教わった｡その教授法は､グレーや他の教師がゴンチャロー
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フやドストエフスキイの作品を身ぶりを交えながら朗読するというやり方だった｡③

二葉亭は疑いもなくグレーによるロシア文学の名作の音読と､グレーに刺激を受けて自

分で読んだ他のロシアのフィクションや､べリンスキィ､チェルヌイシェフスキィ､ドプ

ロリュ-ボブの文学批評から､19世紀ロシア･リアリズムの伝統の意味と､フィクション

が当時の日本で果たしうる社会批評の役割の意味を学んだ｡二葉亭は､ ｢小説改良｣が事

実上ひとつの潮流となった (コルニッキ､25ページ)10年間にフィクションを書き始め

た｡マ-レイ･グレヤー･ライアンは､二葉亭がフィクションを書くにあたって文学上の

師である坪内造違 (1859-1935)から多くを学んだことを明らかにした｡だが二葉亭が18

86年6月に 『浮雲』を書き始めた時､ロシアのフィクション作品を自分のモデルとしたこ

ともまた明白である｡日本および西洋の批評家たちは多様な観点から二葉亭に対するロシ

ア文学の影響を研究してきた｡③筆者がこれから展開する議論は､4人の19世紀ロシア作

家､すなわちゴーゴリ､ツルゲ-ネフ､ゴンチャローフ､ドストエフスキイが､二葉亭が

小説という､日本文化にとって新しい形式で彼自身の実験を始めることを文字どおり可能

にした､というものである｡筆者は 『浮雲』の冒頭に着目し､これら4人の著者が､19世

紀リアリズム風の社会批評小説を書こうという二葉亭の意図にいかに影響を及ぼしたかを

示そうと思う｡

エドワード･W ･サイ-ドは､文学作品の発端はある意味で ｢作家が他のあらゆる言葉

から離れる地点｣ くサイ-ド､3ページ)だと書いている｡同時に ｢発端｣という用語

は､ ｢革新､新奇き､独創性､改革､変化...｣ (サイ-ド､5ページ)といった用語

も導いてくる｡だが r発端｣という用語は第三の意味において､ r必然的な蓋国の設定｣

(サイ-ド､5ページ)を意味する｡意志と行為を強調するのは観念である｡そしてサ

イ-ドはさらにこう説いている｡

意匠という言葉によって私が意味するものは､何かを特徴的な方法で一一意識的であ

れ無意識的であれー-､とにかくいっも (あるいはほとんどいつも)なんらかの形で最

初の意図を合図し､常に目的をもって意味の創造に従事する言語で､知的に何かをなし

たいという最初の欲求である くすイード､12ページ)｡

｢発端｣という用語に関するサイ-ドの言葉は､二葉亭と19世紀ロシア･リアリズムの

作家たちとのつながりに光をあてる一助となる｡まず第-に､二葉亭に対する彼らの影響

はきわめて大きかったので､彼は以前の日本の長大なフィクションとは異なる作品を書き

始め､小説というものがそうであるように､それまでのすべての小説とは違う小説を書く

ことができた｡第二にーロシアの作家の手本は日本のフィクションに改革をもたらした｡

あるいは筆者の以前の用語を用いれば､日本のフィクションを革新する作品を書くよすが
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となったのである｡第三に､より具体的なレベルで言えば､19世紀ロシアの作家たちは､

二葉亭が大いに称揚した彼らの作品に代表されるような作品､すなわちリアリズム小説を

書くという彼の意図を､とりわけ 『浮雲』の冒頭で宣言し､実現すべく出発する助けと

なった｡

『浮雲』の冒頭を見てみよう｡㊨

千早振る神無月も最早跡二日の徐波となッた廿八日の午後三時境に､神田見附の内よ

り､塗渡る蟻､散る蜘蜂の子とうよ/一＼ぞよ〈 沸出で 来ゝるのは､執れも頚を気にし

給ふ方々｡しかし熱々見て篤と点検すると､是れにも種々種類のあるもので､まづ髭か

ら書立てれば､口髭､積算､頚の蒙､墓に興起した享破富髭に､沖の口めいた比斯鳥克

髭､そのほか捷集髭､絡髭､ありやなしやの幻の髭と､濃くも淡くもいろ〈 に生分る

｡髭に続いて差ひのあるのは服飾｡白木屋仕込みの景物づくめには悌南西皮の牝の配偶

はありうち､之を召す方様の鼻毛ハ延びて蟻蜂をも釣るべLといふ｡是れより降っては

､背離よると枕詞の付く ｢スコッチ｣の背広にゴtJ〈 するほどの牛の毛皮靴､そこで

桂にお飾を絶きぬ所から泥に尾を曳く亀甲洋袴､いづれも釣しんぽうの苦恵を今に脱せ

ぬ貌付､デも持主は得意なもので､髭あり服あり我また葵をか寛めんと済した顔色で､

火をくれた木頭と反身ツてお帰り遊ばす､イヤお羨しいことだ｡其後より続いて出てお

出でなきるは執れも胡麻塩頭､弓と曲げても張の弱い腰に無残や空弁当を振垂げてヨタ

〈 ものでお帰りなさる｡さては老朽しても涜石はまだ職に堪へるものか､しかし日本

版でも勤められるお手軽なお身の上､さりとはまたお気の毒な｡

途上人影の稀れに成った頃､同じ見附の内より両人の少年が話しながら出て参った｡

一人は年齢二十二三の男､顔色は蒼味七分に土気三分､どうも宜敷ないが､秀た眉に債

券とした限付で､ズーと押徹った鼻筋､唯借哉口元が些と尋常でないばかり｡しかし蹄

はよきさうゆゑ､絵草紙屋の前に立っても､パックリ開くなどゝいふ気遣ひは有るまい

か｡兎に角頚が尖って頬骨が産れ､非道く慮れてゐる故か顔の造作がとげ- してゐて

､愛嬉気といったら微塵もなし｡能くはないが何虚ともなくケンがある｡背はスラリと

してゐるばかりで左而巳高いといふ程でもないが､疲肉ゆゑ､半鐘なんとやらといふ人

間の悪い津名に縁が有りきうで､年敷物ながら摺畳寮の存じた霜降 rスコッチ｣の服を

身に纏ツて､組紐を盤帯にした帽椿広な黒轟抄の帽子を戴いてゐ､今一人は､前の男よ

りニッ三ツ兄らしく､中肉中背で色白の丸顔､口元の尋常な所から限付のバッテリとし

た所は仲々の好男子ながら､顔立がひねてこせ- してゐるので､何となく品格のない

男｡黒薙抄の半 ｢フロックコート｣に同じ色の ｢チョッキ｣､洋袴ハ何か乙な縞轟抄で

､リウとした衣裳附､縁の巻上ツた釜底形の黒の帽子を眉漢に冠り､左の手を隠袋へ差

入れ､右の手で細々とした杖を玩物にしながら､高い男に向ひ､
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[中略]

｢フヽ ンヽ､馬鹿を言給ふな｡｣

ト高い男は顔に似気なく微笑を含み､きて失敬の挨拶も手軽るく､別れて掲り小川町の

方へ参る｡顔の微笑が-かは〈 消ゑ往くにつれ､足取も次第 〈 に援かになって､終

には轟の這ふ様になり､偶然と頭をうな垂れて二三町程も参ツた頃､不図立止りて四辺

を回顧はし､骸然として二足三足立戻ツて､トある横町へ曲り込んで､角から三軒日の

格子戸作りの二階屋へ這入る｡一所に這人ツて見やう｡

高い男は玄関を通り抜けて縁側へ立出ると､傍の坐鎌の障子がスラリ開いて､年頃十

八九の婦人の首､チヨンポリとした摘ツ鼻と､日の丸の紋を染抜いたムツクリとした頬

とで､その持主の身分が知れるといふ奴が､ヌツト出る｡

｢お帰なきいまし｡｣

トいって､何故か口故ずりをする｡

｢叔母さんは｡｣

｢先程お焼きまと何虚らへか｡｣

｢さう｡｣

ト言捨てゝ高い男は縁側を侍って参り､突苦りの段梯子を登ツて二階へ上る｡苑 虚は六

畳の小坐舗､一間の床に三尺の押入れ付､三方は壁で唯南ばかりが障子になツている｡

床に掛けた軸は隅々も最食んで､床花瓶に投入れた二本三本の蝦夷菊は､うら枯れて枯

葉がち｡坐舗の一隅を顧みると古びた机が-脚据え付けてあツて､筆､ペン､楊枝など

を掴描Lにした筆立一個に､歯麿の面と肩を比べた赤間の現が一面載せてある｡机の側

に押立たは二本立の書面､是にハ小形の僻缶が載せてある｡机の下に差入れたは縁の牧

けた火人､是れには摺附木の死鷲が横ツてゐる｡其外坐舗一杯に敷詰めた毛囲､衣紋竹

に釣るした拾衣､柱の釘に懸けた手拭､いづれを見ても皆年数物､その護操には手擦れ

てゐて古色蒼然たり､だが自ら秩隼と取努付てゐる｡

『浮雲』の ｢筋｣は次のように始まる｡すなわち､主人公文三は田舎にいる寡婦の母か

ら､上京して彼と一緒に暮らしたいと繰り返し言ってよこす手紙を受け取る｡皮肉なこと

に､母を呼び寄せて一緒に住むという文三の計画は､彼が失職したために､以前にもまし

て今は実現しがたく思われる｡そしてその先の同心も挫折する｡すなわち､本文中で ｢お

嬢さま｣と言及きれるひとつ屋根の下に暮らす従妹のお勢と結婚したいという､文三の口

には出さぬ願いが破綻の危横に瀕するのである｡この二本の糸､そして作者が文三ともう

ひとりの男昇を冒頭で対立する人物と設定したことによってプロットの糸が紡ぎ出される

が､これらが文三と昇をお勢を争うライバルの対立する社会 ･歴史的タイプとして示すプ

ロットを生み出す｡ここで作者は第一篇を終える｡
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世界中のフィクションには､いかにして作品を書きおこすかについて実に多種多様なし

きたりがあるが､おそらくすべてのフィクションの冒頭はその作品を言語と時空間のコン

テクスト上に設定しようと努めるだろう｡19世紀前半の戯作､二葉亭が一番よく知ってい

たこの日本の過去のフィクションは､ ｢『狂文』と呼ばれるユーモラスな､こっけいな散

文スタイル｣ (ルートナー､37ページ)による､いくつかのパラグラフからなる長い形式

的なプロローグから始まるのを常としていた｡そしてこのスタイルは古典語や古典劇への

言及､地口や奇想に満ち､語り手の語る能力を本質的に証明してみせるものであった｡ほ

とんど偶然であるかのように､そのようなプロローグの終わりあるいはその途中で､語り

手は作品の背景を示してみせる｡二葉亭が 『浮雲』のなかで言及する二つの重要な戯作の

作品､式亭三馬 (1776-1822)の 『浮世風呂』 (1809)と為永春水 (1790-1843)の 『春

色梅児誉美』 (1832)㊧のいずれでも､特別な時間設定は示されていなかった｡ 『浮世風

呂』には実際導入部が二つある｡ひとつは形式的に凝りに凝った ｢狂文｣スタイルのなか

で､これは地口や引喰とともに公衆浴場の形而上学的な意義に対する教訓的コメントを織

り上げる (ルートナー､137-139ページ)｡いまひとつは作品の前編を男湯から始め､

これは教訓と地口が続くが､最後の一対の文章で来るべき見取り図､すなわち月の中頃の

夜明け時を時間上に設定する (ルートナー､141-143ページ)｡形式的なテクストは最

初にさらに時 (夜明け)を示し､客の身なりと彼が風呂に来たことをリアリスティックに

描いて､そのあとで客と三助の会話へと進む (ルートナー､144ページ)｡

為永春水の導入部分は､ ｢背景と雰囲気を決めるために星占いの暦の特殊な言葉｣ (

ルートナー､39ペ-ジ)を用いる勇壮なレトリックの開陳 (ウッドウルは訳さず)によっ

て機能し始め､その後さらに進んで叙情的な文休の言葉で綴られた､場面を一層特定する

くだりとなる｡ここでは語り手は場面を初春の朝に設定する｡この設定は少なくとも ｢

春｣という言葉を含む表題からも明らかだ｡場所は当時の江戸 (東京)郊外にある向島地

区の中の姉｡語り手は初春の詩的な風景を描き出し､その後憂いに沈む主人公丹次郎とそ

の r俺住居 (わびずまゐ)｣を留介して､一時的な不運､貧困､苦しみといった彼の立場

を示す (ウッドウル､198ページ)｡正式のテクストの初編は､語り手が会話の行間にそ

の身なりと容貌のリアリスティックな描写をちりばめるヒロインのひとりと､彼女がちょ

うどその朝訪問した丹次郎との長々しい会話から始まる (ウッドゥル､199ページ)｡

二葉亭の導入部を三馬のそれと比べてみると､二人の著者ともに教訓を垂れる､雄弁な

一節があることは明らかだが､より顕著なのは違いの方だ｡二葉亭同様､三馬はひとりの

人間を哲介し､その身なりをリアリスティックに詳細にわたって描写するが､この人物は

登場人物とはならないし､三馬の作品にはプロットがない｡公衆浴場のこの永遠の形而上

学的世界において､時間は特定きれないし､場所も特定されない｡そして人物と場のその

鋭いtJアリズムにおいて､会話がもっとも重要となる｡二葉亭の一節と春水のプロローグ
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の類似はそれ以上である｡双方の作品とも教訓を垂れる､雄弁なくだりがある｡双方とも

にストーリーを (ともにストーリーがある)時間と場所上に位置づける｡ともに登場人物

の少なくともひとりを､彼/彼女の身なりと容貌の観点から留介する｡そしてともにプ

ロットを導き出す会話がある｡春水の作品に見られないのは､二葉亭による主人公の家の

細心な地理の引用と主人公の部屋の描写であり､また二葉亭の歴史上の時間の具休的な感

覚である｡だが真に二葉亭の導入部を三馬と春水のそれと区別するものは､ ｢場面を特定

するテクストの力を読者に信じ込ませるような一連の話法の戦略を用いる｣ (スティー

ル､5ページ)点で､19世紀ヨーロッパのリアリズムのフィクションの実際に倣おうとす

る二葉亭の明確な意図である｡なぜなら二葉亭は 『浮雲』のなかで､歴史上の時間と現実

の場に存在し､確かな感情を有し､まことしやかな言葉を話し､生身の肉体をもつ登場人

物たちの住むフィクションの世界を創造しようとするからだ｡プロットと構成のレベルに

おいて､二葉亭はプロットをとおしてまことしやかな行為を創造し､二人の人物の対立の

プロットをとおして自分の時代と場にかかわるテーマを表現しようとする｡

二葉亭が冒頭部分でロシアのモデル､すなわちゴーゴリの短編小説 『ネブスキイ大通

り』 (1832)に依拠したことは明らかのようだ｡◎ゴーゴリの書きおこし方は､式亭三馬

の戯作を読んでいた二葉亭にとってごく自然に思われたことであろう｡なぜなら三馬が日

本の都会の読者を公衆浴場､すなわち江戸末期の都会を背景としたくつろいだ､民主的

な､裸のつきあいのこの大衆的な中心へと案内するのに対し､ゴーゴリはロシアの都会の

読者を19世紀サンクト･ペテルブルグの流行の最先端をいく通り､あらゆる階級､職業の

人々の集まる地点へと案内するからだ｡三馬､ゴ-ゴtJともに自分の言葉の軽やかきと､

世界と人類の本質について思索をめぐらす能力を証明してみせ､無情とから騒ぎで知られ

るその場の一日の生活をとおして､包括的な言葉と視覚の旅へと読者を誘う｡ゴーゴリの

ネブスキイ大通りの族に比べて､二葉亭は神田見附方面の旅を徹底的に短縮してはいるも

のの､教訓めかしたくだりにはゴーゴTJを想起せしめるような通行人数え上げの場面があ

る｡すなわち､さまざまなタイプの髭の描写や､官吏に風刺をきかせた焦点を当てる箇所

である｡

約6ページをネブスキイ大通りの空しいから騒ぎの数え上げに費やした後､ゴーゴリは

二人の若者を哲介し､一方に理想主義者､他方に実利主義者にして現実主義者の特徴を付

与する｡ゴーゴリは彼らに会話を始めさせ､この会話は二人の間に対立する､相容れない

哲学が存在することを明らかにする｡それからゴーゴリは二人を反対の方向に見送り､ま

ず理想主義者の方に注意を向けて､彼にビスカリヨーフという名を与える (ゴーゴリ､15

6-157ページ)｡ゴーゴリは､二人のそれぞれが自分の好みの女性の後を追うというプ

ロットを設定する｡二人が互いに直接的な闘争関係に入ることはないが､彼らの運命はと

もにネブスキイ大通りによって象徴きれる､気まぐれな､人をまどわす見せかけの世界に
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操られていることが示される｡二葉亭は逆に神田見附周辺の人々と官僚世界の教訓めかし

た数え上げに約1ページを費やし､それから二人の男の官吏を､その身なりと容貌を描写

し､注意深く一方に理想主義者､他方に実利主義者にして現実主義者の特性を付与しなが

ら留介する｡二人の若者は会話を始め､そこで両者それぞれの価値感の相克が明らかにな

る｡その後二人は別れ､めいめいが自分の道をたどる｡プロットはまず理想主義者文三に

焦点を当て､この人物はゴーゴリの物語の理想主義者同様､語り手の共感を得ているよう

にみえる｡

『ネブスキイ大通り』の目的は 『浮雲』のそれとは異なる｡ゴーゴリは都合約35ページ

の物語で､気まぐれな都会の見せかけの世界における理想主義者の敗北を書く｡二葉亭は

結局177ページの長編小説なみの作品を書き､そこでその時代の典型的人物としての二人

の若い官吏の価値感の相克を暴いてみせる｡いずれか一方の人物の敗北が両者の価値観の

並置ほど重要にはみえないが､しかし理想主義者文三の方が恋の競争に敗れるようだ｡だ

がゴーゴtJは二葉亭に 『浮雲』の冒頭部分を構成すべき要素､二葉亭の生まれ育った伝統

にはない要素を提供した｡それは､現代生活の象徴的な中心である特殊な都会の場､つま

り日本のフィクションにとって新しい社会グループたる官僚の活動の中心である場を描く

ことである｡だが二葉亭はさらにこれらの要素を､ゴーゴリの物語の導入部に源をもつ構

成へとまとめ上げる｡そこで語り手は歴史的に位置づけきれた､歴史的に重要な闘争を導

入すべく､二人の正反対の気質の人物を使う｡二葉亭がそれに関してゴンチャローフの小

説 『断崖』(卦に負うところ大であることを表明し､明らかにこの闘争を ｢新旧｣の間の闘

争と規定しようとも､あるいはゴーゴリのように理想主義者と実利主義者の闘争と規定し

ようとも､二葉亭のプロローグの構成はゴーゴリから借用したものである｡

二葉亭の導入部､すなわち､二人の若者が決を分かってそれぞれの道を行く地点までの

くだりに二つの要素が認められるが､これはゴーゴリの作品には見られない｡それは筋の

運びを時間上に正確に設定することと､二人の男の人物を身なりと身休的な外観から十分

に特徴づけることである｡二葉亭は 『浮雲』の冒頭で10月末のある日の3時であることを

示し､10月という言葉の代わりにこの月の古典的な日本語表現 ｢神無月｣を用いる｡彼は

これが何年のことかは示さない｡もっとも最初の段落に､1886年秋に洋服部を開業したば

かりの呉服屋 ｢白木屋｣で購入したスーツを着た群衆中の人物に言及があることからし

て､物語は1886年秋以後のこととなる｡二葉亭が作品の第一篇を1886年夏に書き､物語が

2カ月間のことだとすれば､物語は1886年軟ということになるだろう｡二葉亭のかなり正

確な時間設定は､彼をその伝統上の師たち､三馬と春水から区別することとなる｡三馬は

公衆浴場の描写を特定の日､特定の年のこととはしない｡なぜならこの浴場の恒久的であ

るとともに一時的な性格を描くことが彼の意図だったからだ｡春水も同じく正確な歴史上

の時間枠にあまり関心を払わなかった｡なぜなら彼の意図は､典型的な恋の場面を特定の
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時間とはかかわりのないおきまりのお家騒動という筋のパターンで扱うことだったからだ

(ウッドゥル､21ページ)｡ 『浮雲』冒頭を構成するうえで二葉亭の師となったゴーゴリ

も､正確な日付に頭を悩ますことはなかった｡もっともゴーゴリの物語は､1830年代のロ

シアに根ざした価値観の苦闘､つまりやる気清々で実行力があり権力志向のタイプと問う

ロマンチックな理想主義者の苦闘を描いてはいるけれども｡

二葉亭は自分の小説を特殊な歴史上の現実内に位置づけようとする点で､すべてのロシ

アの師匠たち一一ゴーゴリ､ツルゲ-ネフ､ドストエフスキィ､ゴンチャロ-フ一一に

倣ったが､これら4=人の作家のうちツルゲ-ネフだけが常に自分の小説の歴史上の時間を

示している｡ 『その前夜』 (1859)はこんな風に始まる｡ ｢1853年のある暑い夏の日で

あった...｣｡そして 『父と子』 (1861)の冒頭は次のようにはっきりと時を設定して

いる｡ ｢1859年5月20日のことだった｣｡⑧これが世に出た1861年の時点からみれば､物

語の年が1859年であることを示すことによって､ツルゲ-ネフは読者に ｢農奴制廃止2年

前のことだ｣と思わせ､それによって読者に､ゆるやかな社会的変化を好む旧世代のロマ

ンチックな自由主義者と､急連な荒々しい変化すら好む若いニヒリスト世代との社会 ･歴

史的闘争の描写への心の準備をさせようとした｡この日付はかくして歴史的な契横を､そ

れにともなうあらゆるダイナミズムとともに示しているのである｡

同様に二葉亭も､自分の小説に1886年の日付を与えることによって､読者に社会 ･歴史

的変化の描写に合わすべく歯車の切り替えをさせようとしたのかもしれない｡ただ彼の場

合その描写とは､1861年という一年間にロシアで起こったような劇的な変化を提示するこ

とではなくて､むしろ農業に依拠した封建制度から官僚化し工業化しつつある近代国家へ

の大規模な社会 ･経済的転換､18弧年代末までのフィクションの中でその結果が一定の概

念として形をとりつつある転換のいくつかの局面を描き出すことだった｡二葉亭がロシア

･リアリズムのフィクションを読んで知ることができ､彼自身が 『浮雲』のなかで扱った

重要な同時代の問題点とは､次のようなものである｡すなわち､忠誠心という許によって

結び付いた封建君主のための動労から､官僚制という特定の名と結びつかない大きな制度

のコンテクストのなかで縁もゆかりもない雇い主のための勤労への移行､社会的な幹がゆ

るんだ結果､賢しくて野心ある者が突如として力と社会的な可能性を得ること､女性を尊

敬するという新しい態度と男女のロマンチック･ラブの奨励､そして家中心の価値観が次

第に風化し､それに応じて個人の価値観が増大してくることがそれである｡◎二葉亭は社

会的論点をテーマ化する点で､自分が親しんでいたロシアの小説家の中で明らかに最もツ

ルゲ-ネフに近い｡そして二葉亭は自分の小説の内容が何年のことか､いつの季節のこと

かを正確に示し､また後に作品中で前述の数多くの社会的超勢に触れるのでこのことが分

かる｡

二人の若者が別れる地点までの 『浮雲』の導入部のいまひとつの要素､正確な時間設定
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何様ゴーゴリから得たものではない要素とは､同時代の社会 ･歴史的闘争を描くという､

より大きな構成上のプランの一部として､小説の主要登場人物たちを対立する心理 ･歴史

吋タイプとして肉体的､清神的に十全に特徴づけることである｡実際､ゴーゴリは非常に

多くのタイプの服装に言及しているものの､服装はそれを着ている人々の特徴づけの一部

とはならない点で衣服は肉休から遵敢している｡またゴーゴt)は二人の若者の服装は最小

限しか描写せず､彼らの身体的な外観については何ひとつ語らない｡二葉亭による二人の

若者の顔､身体､服装の描写の濃密さはゴーゴリにはない｡注目すべきことは､二葉亭が

親しんでいた二人の戯作者がともに､登場人物の服装を詳細に描くという何代にもわたる

日本文学の伝統に依拠しながら､登場人物の服装の豊かな描写を行っていることだ｡この

ような服装の描写は､ある程度登場人物の特徴づけに用いられる｡もっとも古典の時代か

ら戯作にいたるまでの日本文学において服装描写の主たる効果は､相対的なエレガンスと

美を示すことであり､さもなければ流行の美の標準に達しえないことを示すという役割を

担っていたことだと思われる｡江戸時代のフィクションで r野暮｣な男が枠な服装をしよ

うとして真の ｢粋｣の清神を有する都会人に敗北した時ですら､この対立は美学上の対立

であって､歴史上の葛藤を表現するために用いられたわけではない｡フィクションのなか

で数世紀にわたって服装描写に注意を払ってきた遺産は､二葉亭による登場人物の服装の

正確な描写に明らかである｡その場合､服装に無頓着な田舎出の人間という意味の ｢野

暮｣ (文三)と､続行の先端をいく当世風で都会のめかし屋という意味の ｢枠｣をそなえ

た人物 (罪)との対立は､多分ここでも同じように認められる｡

西洋のフィクションの伝統の中で､バルザックはたとえば 『幻滅』 (1837-43)の冒預

のダヴィド･セシヤールとリユシアン･シャルドンの対照的な描写において､対立する心

理 ･歴史的タイプとして登場人物を身体の観点から描く方法を一般化した｡だが二葉亭は

この方法をむしろツルゲ-ネブの小説のひとつから学んだようだ｡ 『その前夜』の冒頭に

次のようなくだりがある｡

1853年のある暑い夏の日であった｡クンツオヴォからほど達からぬモスクワ河のほと

りに生えた､高い菩提樹の未蔭に､二人の青年が章を敷いて寄そべっていた｡一人は見

かけたところ､23､4という年頃で､背が高くて色浅黒く､少し尖った鋭い鼻に､秀で

た額をして､横に広い唇の上には控えめな微笑を浮かべていたが､仰向けにひっくり返

って､小さな灰色の日を心持ち細めながら､物思わしげに蓮か彼方を見つめている｡

いま一人は腹ばいになり､薄色の髪のふさふさと渦巻いた頭を両手で支えながら､や

はりどこか遠くの方を眺めていた｡彼は友達より3つ年上だったが､見かけはずっと昔

々しかった｡鼻ひげはやっとのぞきはじめたばかりで､顎には薄いうぶ毛がもやもやし

ていた｡さわやかな色をした円っこい顔のデリケートな輪郭にも､やさしい茶色の日に
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も､美しく反った唇にも､きゃしゃな手にも､何となく､子供子供した愛くるしさと､

人をひきつけるような優美さが感じられた｡全体に彼の体は､健康から来る快活な幸福

感と､若々しさに息づいていたが一一それは若人にのみ見られるのん気さであり､思い

上がった得意さであり､愛すべき我がまま気分である｡人が自分にうっとり見とれてい

ることを心得た子供のように､彼は目を動かしたり､にこにこ笑ったり､頭を両手で支

えたりした｡上っはりのような､だぶだぶした白い外套を着て､水色のボヘミヤン･ネ

クタイを細い頭に巻き､ぐにゃぐにゃになった麦藁帽子を傍らの章の中にはうり出して

いる｡

これに比べると､もう一人の方はまるで老人のような感じがした｡その角張った格好

を見たら､当人がいい気持ちで自然を享楽しているなどとは､恐らく誰も考えつくまい

｡彼は窮屈そうに寝そべっていたが､上が開いて下がせばまった大きな頭は､落ちつき

悪く長い頭の上にのっかっていた｡こうした不器用らしさは､彼の両手や短い黒のフロ

ックにぎゅうっと締めつけられた胴や､まるではったの後脚のように膝頭をおっ立てた

､長い足などの格好にも現れていた｡にもかかわらず､彼が良家の子弟であるというこ

とは､一日でそれと認められた｡上品な教養の徴は､その不格好なからだ全休にうかが

われた｡醜い上にやや滑稽でさえある彼の顔は､思索の習慣と善良性を現していた｡彼

はアンドレイ･ペトローヴィチ ･ベルセ-ネフといい､薄色の毛をした仲間の青年は､

バーヴェル ･ヤ-コヴレヴィチ･シュービンと呼ばれていた｡

このくだりでツルゲ-ネフは､心理竹､精神的特質を提示するために二人の登場人物の

顔､髪の毛､肉体､衣服の描写を利用しながら､グレーム･タイトラーが19世紀リアリズ

ム小説のすぐれた証として論ずるような､二人の人物の人相学的な描写を提示する｡ツル

ゲ-ネフはわがままで無邪気な彫刻家志望のシュービンを､不器用で思慮深い哲学の徒ベ

ルセ-ネフと気質の上で比べてみせる｡普通､著者が特徴の対置によって特徴づけを行う

このようなくだりがあれば､対立するタイプはプロット上の葛藤の表現となるものだが､

ここではツルゲ～ネフはロシアの現代青年の二人の代表を､後に主人公として小説に登場

する激情的なブルガリアの革命家インサーロブと対置するのである｡

多分二葉亭がツルゲ-ネフの一節において重要とみなしたものは､対立する二つのタイ

プを哲介するゴーゴリの似通った一節とは違って､こちらの方が登場人物たちの身体的な

外枕の豊かな描写を含んでいることであろう｡ツルゲ-ネフは歴史上のある期間を提示す

るばかりでなく､人物の特徴を提示するためにそれを用いたのだ｡ 『浮雲』の一節で二葉

亭は登場人物たちの当世風を示すために彼らの洋服を利用する｡官吏として彼らは大部分

の同国人男性の服装､そしてもちろん同時代の田舎者の服装とは異なった様式の服装をす

るものと考えられていたのだ｡したがって､日本を西欧の帝国主義列強と並ぶ世界の一員
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とした歴史的な進歩的運動たる明治維新 (工業革命と呼んでもよかろう)と結び付いたも

のとして､官吏の服装は彼らを特徴づける｡ツルゲ-ネフ同様二葉亭も､登場人物たちの

顔やふるまいにまつわる詳細を､個々人のタイプを示すために用いる｡ツルゲ-ネフ同様

彼も､都合の悪い細部､すなわち背の高い方の男の ｢蒼味七分に土気三分｣の顔色にしり

ごみすることはない｡そしてツルゲ-ネフ (とゴーゴリ)同様彼も､二人の男の一方を好

んでいることを示す｡なぜなら二人の登場人物のシーンの末尾で､ツルゲ-ネフは次のよ

うに書いているからだ｡

...ベルセ-ネフは歩くたびに肩を高く上げ､頭を伸ばしながら､不器用な格好で

進んで行ったが､それでも彼の方がシュービンよりもかえって歴とした人間のように見

えた｡もしあまりに使い古されて俗気を帯びていなかったなら､紳士という言葉を当て

はめてもいいくらいだった｡ (『その前夜』第1章)

前述のように､ゴーゴリは 『ネブスキイ大通り』において二葉亭に､社会 ･歴史的闘争

をテーマ化する手段として対立する人物のタイプを描く方法を提供した｡一方ツルゲ-ネ

フは二葉亭に､この対立を精神世界をまざまざと思いうかべきせるようにくっきりと描き

出した細部をとおして､視覚的に具現する方法を提供した｡

二葉亭は二人の著者が別れる地点まで (｢フヽ ンヽ馬鹿を言ひ給ふな｣で始まる段落ま

で)のストーリー上の葛藤はもちろんのこと､場所と登場人物の留介の手順までゴーゴtJ

をほぼそのまま踏襲した｡二葉亭による留介がゴーゴtJのプロローグと訣を分かつのはこ

の地点である｡なぜならここで二葉亭は､ゴーゴリのプロローグでもその語りでもいかな

る役割も果たさなかった19世記リアリズムの約束ごとを導入しているからだ｡すなわち二

葉亭はもろもろの場所､とりわけ都会の空間のなかの主人公の住まいの地理上の位置を明

らかにしているのである｡日本のフィクションは少なくともさかのぼって西苦くらいまで

(17世紀末)､都会という環境一一西塔の場合は主に江戸､京都､大坂一一に舞台を設定

した｡だが酉官は､たとえば1686年の物語集 『好色五人女』のなかの物語 ｢中段に見る暦

屋物語｣が京都東山近辺の安井でのことだと記しながらも⑳､都市の想像裡の地図の上で

この位置を地理的に他の場所と関連づけて確定してはいない｡二葉亭のフィクション上の

直接の先輩にあたる三馬と春水も､虚桂の地図の上で都会の舞台を互いに関連づけて位置

を示すことはしない｡⑯だが二葉亭は登場人物を哲介した後､神田見附を通り過ぎてか

ら､はっきりと地図の上に記すことのできる道を彼らに横切らせる｡

二葉亭がここで踏襲している手続きは､フランスのリアリズム作家バルザックによって

創始きれたものであり､都市の地図化とでもいうべきものである｡すなわち､もし読者が

その都市に出かけて登場人物と同じ道をたどれば､示された架空の目的地に到達しうるよ
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うな精密さをもって､作家が都市の区域を言葉によってレイアウトするのである｡二葉亭

が知っていたロシア･リアリズム作家のうちドストエフスキイだけが､地理にのっとって

地図化した現実的な都会の設定の中で登場人物を提示する｡二葉亭が 『浮雲』を書きはじ

める時点までに読んでいた 『罪と罰』 (1866)のなかで､登場人物たちの住まいや行き先

は､当時のサンクト･ペテルブルグの地図に正確に記入することができる｡そしてドスト

エフスキイは地図でたどることのできる遺すじで､ラスコーtJニコブが殺人に着手する質

屋の部屋からちょうど730歩のところにある建物の中に彼の部屋を置く｡文三が錦町で道

に迷うのを二葉亭が描く上でモデルになりえたであろう小説中のくだりは以下のようなも

のである｡

警察署へはどこまでも真っすぐに行って､二つ目の曲り角を左へ取らなければならな

かった一一警察はそこから一足だった｡けれど､最初の曲り角まで来ると､彼は立ち止

まってちょっと考えた後､横町へ外れてしまった｡そして､通りを二つ越して､まわり

路をしながら先へ進んだ一一これは何も当てなしだったのかも知れないが､或いはほん

の1分でも先へ延ばして､余裕を作ろうとしたのかも知れない｡ [中略]彼は家の中へ

入って､門の下を通り抜け､それから右手にある最初の入り口をくぐって､なじみの階

段を4階へと上り始めた... (『罪と罰』第2部第6章)㊨

こうしてドストエフスキイは二葉亭に､都市でおこる架空の物語に場面設定の正確な位

置づけを確立する新しい方法を提供したのである｡

マイケル ･ア-ウィンは19世紀西洋のフィクションについて､ ｢フィクションの多くの

登場人物はその居間の叙述によって適切かつ効果的に読者に留介される｣ (ア-ウイン､

110ページ)と述べた｡二葉亭は文三の部屋の描写において19世記西洋のリアリズムの

フィクションのこの約束ごとを踏襲し､新しい創作技法を日本文学に導入した｡三馬は浴

場という普遍的な設定のなかで人物のタイプを扱い､一方春水は結末が登場人物の性格の

必然的結果とはならない決まりきったプロットの中で幾分個性化した登場人物を提示した

が､ともに登場人物の居住空間は描写していない｡初期の戯作者山東京伝 く1761-1816)

は短編 『録之裏』 (1791)において､ rどんちゃん騒ぎの豊朝｣の売春宿の売春婦の住ま

いを､床の上の皿や酒盃､便所に散らばったヘビのちらぼりとともに描く点で､19世記西

洋の写実的な室内描写に近づいた｡⑳ただ特定の人物に関係のない描写が場面設定の一部

にはなっていても､西洋の伝統的な写実主義とは異なり､それが登場人物の性格づけの一

部にはなっていない｡A･∫･マウントはバルザックによる登場人物の部屋の描写にふれ

て､ r部屋の主の日から見ればあらゆる物は人間世界に同化されて生命を与えられ､人間

的性質を付与されている｣ (マウント 42ページ)と述べている｡ 『浮雲』において二葉
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事は､文三の住む都会の一部を地図で示したように主人公の部屋を描いてみせたばかりで

なく､住人の性格の特徴を示すために文三の居間を利用する｡

まず二葉亭は文三の部屋を ｢図面｣に描くように示し､その広さ､面積､そして部屋の

四方の側面の相互関係について情報を与える｡ついで彼はもろもろの品物の相互関係､そ

れから品物の状態に焦点を当てる｡品物の状態はこの人物の経済的､個人的地位を明らか

にし､彼の精神状態をも示してみせる｡この場面で床の間のほったらかしの花と床の間の

かけ軸は､田舎から来た親戚として一家のなかで文三の占める比較的低い地位のしるし､

あるいは審美的な事柄に対する彼自身の無頓着のしるLと解釈できよう｡文三の叔母や下

女によってそこに置かれたかけ軸や花とは逆に､彼の持ち物の配置はきれい好きで整理整

頓好みの気質を明らかにする｡もっとも品物は目的に応じてではなく､形とサイズにした

がって一緒に置かれているのだが (すなわち､歯ブラシと筆とベンが一緒に置かれてい

る)｡バルザックの方法を踏襲しながら､二葉亭はいくつかの品物をとおして設定の時期

を明らかにする｡ ｢帰缶｣ (ランプ)､ ｢措附未｣ (マッチ)､ ｢火人｣ (たばこの火種

を入れる小さい器)はことごとく1870年代以前の日本では見出すことのできなかった西洋

からの輪人品である｡さらに二葉亭は戯作者によってすでに用いられてきた技法､つまり

事物に人間の性質を吹き込むばかりでなく､品物に登場人物の心理のあやを付与する｡こ

の場面で ｢縁の挟けた火人｣は､幾分意欲をなくした､あるいは台無しになった人間を示

す｡これは後に小説の中で主人公が自分の無能さと無力さを思い知らされる危横のさいに

この損なわれた品物が登場する､という事実から得られるところの感想である｡

二葉亭が馴染んで愛したロシアの小説家の中では､登場人物の部屋の描写をとおしてそ

の人物を特徴づける方法のモデルを彼に提供した可能性の最も高いのはドストエフスキイ

である｡ラスコーtjニコフの日をとおして見たソ-ニヤの部屋の描写の一部をここで引用

してみよう｡

それは広いけれど至って天井の低い部屋で [中略]ソーニヤの部屋は何となく物置き

じみていて､恐ろしく不揃いな四辺形をしていたが､それがこの部屋に一種不具的な感

じを与えるのであった｡堀割に面した窓の三つある壁は､部屋を斜めに横切っているの

で一方の隅はひどい鋭角をなし､鈍い灯りではよく見分けられないほど奥深く入り込ん

でいるのに反して､いま一方の隅はみっともないほど鈍角になっている｡この大きな部

屋全休に家具らしいものはほとんどなかった｡右手の隅に寝台があって､その傍には戸

口に近く椅子が一つ置いてあった... (『罪と罰』第4=部第4=章)

この一節はさらに家具を数え上げ､藁色味をおびた壁紙に注目し､最後に湿気と貧しさ

を強調して終わっている｡ドストエフスキイは二葉亭と同じように広さと面積の観点から
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部屋を示し､その後事物に焦点を合わせる｡もっとも､ドストエフスキイが部屋の細密描

写にはるかに多くのスペースをきき､光と湿気の効果に焦点を当てさえするのに対して､

二葉亭の方は室内の特定の事物により注意を集中させる｡ツルゲ-ネフの細部描写の豊富

さと歴史的な方向づけや､同じようなくだりにおけるゴンチャローフの直観的で分析的な

広やかきとユーモアとは対照的に､二人の著者はともに部屋に対して即物的で科学的な関

心をもつことを示している｡二葉亭はドストエフスキイの細密描写の本能と､特定の事物

に焦点を当てることによって個人の特性を示すツルゲ-ネフの力をひとつに結びつけたの

である｡

要するに､ゴーゴリは二葉亭に､二人の登場人物を現代世界の都市環境におくプロロー

グもしくは導入部のモデルを提供した｡その世界は新しい経済的､社会的､精神吋秩序の

到来によってもたらされた不安定性に支配されている｡二人の人物を留介するうえでゴー

ゴリが目標としたものは､同時代の情景に根ざした社会的かつ倫理的な闘争の相対立する

側面を彼らに体現させることだった｡この目標を二葉亭は受け継いで､社会批評の小説を

善くという目的に適うものとした｡彼はツルゲーネフによって鼓吹きれたより正確な時間

設定と､人物の人相学的な描写を添えて､ゴーゴリのプロローグを肉づけした｡ゴーゴリ

のプロローグに二葉亭は､ドストエフスキイによって提示されたような都会の場と主人公

の部屋の細密描写を付け加えた｡これらの部分はそののち話の筋を時空間内に位置づげ､

主人公を特徴づけることとなった｡二葉亭がロシアの師匠たちから諸要素を借用したその

根底にあったものは､同時代の社会 ･歴史的閤争を描き出し､それにコメントを加えるよ

うなすぐれてロシア的なリアリズム小説を書こうという意図だった｡だが二葉亭が自分の

作品を社会批評小説として書き上げたかどうかは疑問である｡なぜならツルゲ-ネフとゴ

ンチャローフがその小説のなかで行なったのとほぼ同じ程度に､二人の男の登場人物の間

の裏藤を構築し､ひとりの女性をめぐる彼らの敵対関係の観点からこの喜藤を組み立てた

あとで､作者二葉亭は小説の最終篇になるとこの敵対関係から離れて､まず主人公の頭の

中の思案､次いでその女性の思案の詳細な吟味へと向かうからである｡これらの思案はと

もに､三角関係をいかに解消するかを決めようとするものである｡では我々は二葉亭が述

べたように､彼の小説がその師ツルゲ-ネフととりわけゴンチャローフの完成の高みに達

していないという点で､失敗作だと結論づけるべきだろうか｡そしてもし二葉亭が実際に

自分の小説を､ロシアのリアリズム作家たちの写実主義的な､社会批評の様式で終わらせ

なかったとすれば､二葉亭による小説形式の日本最初の作品の創造におけるこれら著者た

ちの役割をどのように解釈し得ようか｡

筆者は､小説形式の日本最初の試みの発展におけるロシアの役割を次のように見たい｡

日本のフィクションを革新しようとする二葉亭の努力に対するロシアの刺激が生じたの
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は､ 『浮雲』の冒頭､彼がこの作品を ｢創造する｣さいの拠りどころとしてロシアの作家

たちを必要とした時だった｡だが二葉亭は書き続けていくうちに､自分自身の独創性を発

展させていったばかりでなく､､自国の伝統の美学上の考え方とパターンにますます多くの

ものを結びつけていき､とどのつまり自分の尊敬するロシアのモデルの作品とはまったく

異なった種類の作品を書き上げたのだ｡当時の文学上の植民地たる非西洋の作家にとって

ありがちな西洋に対する令等感にとらわれた二葉亭は､この西洋のモデルからの逸脱を失

敗と見なした｡しかしながら､彼は r新旧の園争｣を豊かな陰影に富んだ方法で一一もっ

とも､ゴンチャローフが三つの小説で提示したような正確な方法ではないにしろ一一提示

しているのだから､二葉亭はより日本的な貫囲気の社会批評小説を書いたと考えるべきだ

ろう｡

したがって､二葉亭四迷は 『浮雲』において確かに日本的形式の小説の発達にむけて第

一歩を踏み出した｡その小説は意図としては西洋の小説をモデルとしていたが､同時に二

葉亭自身の伝統の継続であり副産物と見なすべきものでもあった｡アフリカの小説評論家

チディ･アムタが論じたように､西洋を小説の覇者たらしめているヨーロッパの伝統の中

にすら普遍的な小説なるものは存在しないので､日本もしくはアフリカのようなより新し

い小説の伝統を､確固とした規範を固守していないといって批判すべき点は何ひとつな

い｡アムタは､それぞれの小説の伝統のユニークさは､それが提示する ｢特殊な現実｣

にあるとする (アムタ､127ページ)｡もっとも､アール ･マイナーが言うように､文学

的伝統のユニークさを生み出すうえで極めて重要なものとして､美学上の考え方とパター

ンに注意を促す人もあろう｡したがってこういう考えを念頭に置くと､ 『浮雲』の創作

におけるロシアの役割は､二葉亭が文化の交錯したフィクションという新しい伝統を自分

自身の言葉で創始するきいの補助物のようなものと見なすことができよう｡彼の場合､

明らかにロシアの伝統に助けをかりてはいたが､それはそれとして近代日本のフィクショ

ン形式の発展に貢献したのである｡
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注

㊨ 1967年にマ-レイ･グレヤー ･ライアンによる 『浮雲』の研究と却訳が世に出て以莱

､とりわけ1980年代初頭以来､西洋の 《novel》とは全く異なる起源と特徴をもつフィ

クションである日本語の ｢小説｣について 《novet》という用語を用いることに研究者

たちは異論を唱えてきた｡マサオ･ミヨシは AccomplicesofSilence:TheModernJa-

pane紀 Novel.Berkeley:UniversityofCaliforniaPress,1974と､近代日本の 《no-

vel》の本質を探った最近の二つのエッセイ''The'GreatDivide'onceAgain:Proble-

maticsoftheNovel"(ともにMasaoMiyoshi,OffCenter:PotJerandCultureRela一

七ionsbetweenJapanandtheUnitedStates.Cambridge:HarvardUniversityPress,

1991,pp.9I36andpp.37-61,respectively.の中で､ ｢小説｣を西洋の 《noveI

》と比較､対照して論じた｡また筆者の捻論的なエッセイ"ontheApplicabilityof

theterm'Novel'toModernNon-WesternLongFiction",YearbookofC州Parative

andGeneralLiterature,37(1988):47-68.も参照のこと｡二葉亭が実際に 《novel

》を書こうと意図していたとすれば､このエッセイで 『浮雲』に関してこの語を用いる

のが妥当だと思われる｡

② Ryan,Japan'sFirstModernNovel,pp.26-29.ライアンはグレーの教育の実践に

関する記述を大田黒重五郎と内田魯庵の記述に負っている｡

③ ライアンの 『浮雲』研究､二葉亭とロシアの作家たちのかかわりを英語でもっとも徹

底的に論究したこの著作の他に､この点について西洋の言語で書かれた次のような学術

的研究がある｡BrunoLewin,FutabateiShimeiinseinenBeziehunRenZurrUSSi-

schenLl'teratur.HahburS:MitteHungenderGeseHschaftftirNatur-urKJV61ker-

kundeOstasierys38,1955･またP.r.Rapn拡Ea.TBOPqeC王はe CB5I3Ⅱ Ⅹacara-

Ba ◎yTla6aTDSIC PyCLCRCh宜 JutTePaTypO息. B 王相 .;兄ⅡQ琵CKaE,,&且史学pa-

Typa.HccJle刀.OBaHE見 E MaTePHa皿Ⅱ .M_,H即 十BO,BOCTOqnO畳

JIm epaTyptJ, 1959, C_26-55.とEeJIHHCm 立 E JIrIORCRa5IJIE空･ePa-

町 pa･B R凱 LJrHTePaTypHQe HaCJleA-C℡BOこB･r･f;eJIm CR技法･56ゎ

T.2,195C,C_50ト 5i2_(日本語版は 『文学』22-1､1953年10月､992-1005

ページ)も参照のこと｡日本の研究者の論文としては次のようなものがある｡北岡誠司

｢二葉亭とロシア文学一小説観を中心に-｣､ 『近代文学鑑賞講座』第1巻､東京､角

川書店､1967年､292-307ページ｡重桧泰雄 ｢『浮雲』におけるロシア文学の問題｣

､ 『文学論輯』7-1､1960年3月､33-46ページ｡大谷深 ｢『浮雲』とロシア文学｣

､ 『天理大学学報』32､1960年｡ (ツルゲ-ネフとのかかわりについては)柳富子 ｢二

葉亭の初期の訳業一部訳散文論-｣､ 『講座比較文学2 日本文学における近代』､棄
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京､東京大学出版会､1973年､83-117ページ｡柳富子 rツルゲ-ネフと二葉亭｣､吉

田清一編 『日本近代文学の比較文学的研究』､東京､清水弘文堂､1971年､43-71ペー

ジ｡小森陽一 ｢二葉亭四迷の文学理論｣ (べリンスキイとの関わりについて)､ 『国語

国文研究』65､北海道大学国語国文学会､1981年､18-31ページ｡秦野一宏 ｢二葉亭と

ゴーゴリ- 『浮雲』の文体をめぐって-｣､ 『比較文学年誌』18､1982年､34-51ペー

ジ｡清水茂 r二葉亭 『新編浮雲』の冒頭及びゴーゴリ､ドストエフスキ-との関聯につ

いて｣､ 『比較文学年誌』23､1987年､34-51ページ｡清水茂 ｢二葉亭とゴンチャロブ

｣､ 『国文学』6､1961年5月､75-81ページ｡杉山康彦 ｢二葉亭四迷とゴンチャロブ

J､ 『現代詩手帖』19-7､1976年6月､76-85ページ｡沢田和彦 ｢ゴンチャローフと

二葉亭｣､ 『比較文学年誌』17､1981年､30-53ページ (参考文献日録付き)｡重松泰

雄 ｢『浮雲』とゴンチャロブの諸作品｣､ 『文学論輯』5､1958年3月､14-28ページ

｡十川信介 r『浮雲』の世界｣､ 『文学』33-11､1965年､24135ページ (本作品とゴ

ンチャローフの 『断崖』との関連について)｡尾形国治 ｢『浮雲』とゴンチャロブの 『

断崖』一呼称表現上の類似をめぐって-｣､ 『比較文学年誌』17､1981年､16-29ペー

ジ｡

㊧ 『浮雲』､ 『二葉亭四迷集 日本近代文学大系4』､肺 三 ･安井亮平注釈､東京､

角川書店､1983年､40-44ページ｡

⑳ これらの作品の日本語テクストは､式亭三馬 『浮世風呂』､ 『日本古典文学大系』63

､中村通夫校注､東京､岩波書店､1975年｡ r浮世風呂大意｣､47-50ページ｡ ｢男湯

之巻｣の序文､53-55ページ｡為永春水 『春色梅児誉美』､ 『日本古典文学大系』64､

中村幸彦校注､東京､岩波書店､1973年｡ ｢梅ご与美の序｣､42-43ページ｡物語の開

始は47ページ｡

◎ 打旺ROJIa貴 roroJIh.ffeBCXE丑 rIPOCHeR℡ .noJIHOe CO6paH姓e COqE-

HeH町立,Tl_ラ, pe刀.ーB.Jr.fCoMaPOB耶 a,汁.,H3A-BO AEaAe班塔旺 HayR,

19う8,C.9ト 116- 英語訳は､NikolaiGogoI:ArabESqLJeS,tranS･Alexander

TulIoch,introd.Car一R.Proffer(ArmArbor.'Ardis,1982),pp.151-157.筆者は二

葉亭によるこのくだりの借用を1982年秋に発見し､1983年春に日本比較文学会東京支部

､次いで1985年春にプリンストン大学で行った報告でこの間題を提起した｡清水茂は注

の◎で引用した1987年発表の論文のなかでこれと似た結論に到達している｡

⑦ 1897年の談話筆記のなかで､ 『浮雲』の中心となる論点は何かと尋ねられて､二葉亭

はいかなる考えで第一篇を書き姶めたか思い出せないが､作品の中心点となる思想は､

官僚制を風刺もしくは批判するロシア文学の読書によってかき立てられた､日本の官僚

制に対する倍悪の念であると答えた｡後の談話筆記中で彼は､ゴンチャローフの最後の

長編小説 『断崖』 (1869)のなかでなされている ｢新旧の対立｣の描写を第三篇あたり
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から取り上げてみようとした､と述べている｡ ｢作家苦心談｣､ 『二葉亭四迷集 日本

近代文学大系4=』､410-411ページ｡

⑧ これらのテクストのロシア語原文は､H.C.TypreHeB.flaRaHy且e.OT叩 E

AeTE.rrOJIHOe CO6paH甘e CO-tIEHeHE立 正 rIHCeM.Tl,8rM.-JIM

打和 一BQ 什fTayRa打,1964,C.7,195. を参,Qgのこと｡

㊨ 16世記後半以降の日本とロシアの歴史､経済､社会的変化の詳細な比較については､

CyrilE.Blacket.a1.,TheModernizationofJapanandRussia:AC恥 rative

地 .NeuYork:TheFreePress,1975.を参鰐のこと｡明治期の文学におけるロマン

チック ･ラブについては､村上孝之 ｢ロマンティック ･ラヴの成立と崩壊一二葉亭四迷

の場合-｣､ 『比較文学研究』46､1984年､36-59ページを参照のこと｡

⑳ 日本語の原文は､井原西塔 r中段に見る暦屋物語｣､ 『日本古典文学大系47 西塔集

上』､麻生健次 ･板坂元 ･堤清二校注､東京､岩波書店､1974年､261ページ｡英語訳

は､TheLifeofAMOrOLJSWomanandOtrverUritin又S,ed.arKltrams.IvanMorris.

Norfolk.'NewDirex:tions,1963.に所収｡

⑯ 春水は自分の語り手か登場人物に､町のさまざまな地域や､彼らが参話しようとする

寺院のような場所の名前を言わせる｡そして登場人物がそのことに触れるので､東京の

二つの場所一一中の郷地区と吉原進藤一一の間の道路地域を確定することができる｡ウ

ッドウルの説明によれば､1830年代初頭にこの道路沿いには多くの武家屋敷があった

(353ページ)｡だがこの街は 『梅児誉美』のなかで語り手もしくは登場人物によって

地図上に位置づけきれてはいない｡

⑳ 原文のテクストは､垂.M.EocTOeB･CR旺A.rlpecTyrIJIeHEe 旺 HaRa3aEEe.

JI.,f'JreHm Aaが ,†970,C_167. を参照のこと｡

⑬ 翻訳と注釈は､PeterF.Kornicki,mishiki_rK)Ura":Anlnstarm ofCensorship

andtheStructureofaSharebon'',MorMnentaNipponica32,NQ2.Summer1977:

pp.170I188.事物が居住者の精神を反映するという意味で登場人物とその部屋の描写

の顕著な古典的実例としては､紫式部 『源氏物語』の ｢末摘花｣の帖の描写がある｡
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Кадзухико Савада (Сайтама)

И. С. Тургенев в Японии

Имя И. С. Тургенева, насколько мне известно, японские чита

тели впервые встретили в статье О партии нигилистов в России,

опубликованной в известной своими оппозиционными взглядами

газете Пя (Вся нация) 28-го октября 1879 года l , где говорилось,

что слово "нигилист" впервые употребил Тургенев в романе Отцы и

дети. В последней четверти XIX века всю Японию охватило "дви

жение за свободу и народные права", и внимание японской об

щественности было приковано к русскому революционному дви

жению, получившему название "нигилизм".

А 28 декабря 1883 г., видимо как дань памяти, в той же газете

Тёя появился первый японский перевод произведения писателя.

Это был Порог (из Стихотворений в nрозе) под заголовком Разговор

Тургенева. Перевод был сделан, по всей вероятности, с французско

го языка, переводчик, к сожалению, неизвестен. Тогда же, т. е. 27
и 28 декабря 1883 г., газета Юбин хоти (Почтовые известия)

сообщала подробности о похоронах Тургенева.

Однако в истории новой японской литературы имя И. С.

Тургенева навсегда связано с переводом Свидания (из Записок

охотника), который был опубликован в 1888 году и кроме всего

прочего развеял легенду о Тургеневе как вожде русских нигили

стов. Думаю, что в истории мировой литературы мы не так часто

можем наблюдать столь большое влияние маленького рассказа, тем

более перевода произведения зарубежной литературы, на развитие

литературы национальной. В предлагаемой статье я хочу расска

зать главным образом об этом переводе рассказа Свидание и о

дальнейшем знакомстве японцев с творчеством Тургенева.

1

в 1881 году Хасэгава Тацуносукэ 2 (1864-1909), известный под

псевдонимом Фтабатэй Симэйз, поступил на отделение русского

языка Токийского института иностранных языков4 . Русско-

1 Все даты приводятся по новому стилю.

2 В настоящей статье принят японский порядок написания: на первом месте

- фамилия, на втором - ИМЯ. .

Созвучно "кутабаттэ симаэ", т. е. "чтоб тебя черт побрал", выражение,

которое он часто повторял в свой адрес.

4 Основан в 1873 году.
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японский договор о дружбе 1855 года предусматривал, что граница

между обеими странами будет проходить между островами Итуруп

и Уруп, а Сахалин будет неразделенным между ними. Однако по

договору 1875 года Япония, уступив России весь остров Сахалин,

получила Курильские острова. Второй, т. е. 1875 г., договор воз

мутил японцев: это показалось им "обменом своего на свое" и

породило уверенность, что Россия представляет для Японии

большую угрозу. Фтабатэй разделял это страстное возмущение и

решил изучать русский язык, чтобы в будущем принять решитель

ные меры против "вражеской страны России".

Из 250 абитуриентов, собравшихся со всей страны, было ото

брано 40. В течение 2-З-х недель в Токийском институте ино

странных языков они изучали русское произношение, а затем

лишь 25 человек из них, хорошо усвоивших русскую фонетику,

были приняты в институт в качестве студентов. Уровень пре

подавания был очень высок, к тому же почти все занятия про

водились на русском языке по русским учебникам. Как будто в

центре Токио внезапно появилась русская гимназия.

Русский преподаватель Андрей Коленко, народник-эмигрант,

питая доверие к умственным способностям и духовной самосто

ятельности студентов, на лекциях по русской литературе углуб

лялея в иногда слишком трудные для подростков социально

нравственные и художественные проблемы русской литературы.

После Коленко историю русской литературы читал эмигрировав

ший из России Николай Грей. По мнению японоведа Г. Д. Ива

новой это известный философ-народник Николай Васильевич

ЧаЙковскиЙ 5 . Он не только глубоко знал предмет, но и был бле

стящим чтецом. На занятиях студенты слушали произведения

русских классиков в мастерском исполнении преподавателя, а

обсуждая услышанное, давали характеристики литературным

персонажам на русском языке. Не исключено, что именно этот

метод помог Фтабатэю глубже понять и почувствовать русскую

литературу. В позднем интервью Мои nринциnы художественного

перевода (1906) Фтабатэй говорит, что европейский литературный

"текст имеет своеобразный ритм и, если читать его вслух, то

вырабатываются правильные интонации", однако трудность

состоит в том, чтобы "передать в японском переводе его ритм, его

мелодику"6. Это был на редкость мудрый взгляд в то время, когда

большинство литераторов читало про себя произведения зарубеж
ной литературы в тиши кабинета, чтобы использовать сюжет в

5 Г. Д. Иванова, Русские учителя, в КН.: 100 лет русской культуры в Японии,
Москва 1989, с. 14-16.

6 Фтабатэй Симэй, Полн. собр. соч., т. IV, Токио 1985, с. 166; пер. Р.
Карлиной. - Восточный альманах, вьm. 1, Москва 1957, с. 384.
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своем творчестве. Среди японских преподавателей следует назвать

Итикава Бункити. В 1865 году он был выбран одним из студентов,

отправленных сёгунатом в Россию, и поехал в Петербург, где его

взял на попечение Е. В. Путятин, бывший посол в Японии, а

русскому языку он учился у И. А. Гончарова. После падения

сёгуната Итикава один остался в России еще лет на 9, был принят

в свете, женился на русской женщине, у них был ребенок. После

закрытия Токийского института иностранных языков в 1885 году

он решительно отказался от карьеры и до конца дней своих, лет 40
провел в уединении вдали от столицы. Для Итикавы, видевшего

петербургский свет второй половины XIX века, должно быть,

жизнь не стоила карьеры в обществе новой Японии.

Долгие часы Фтабатэй проводил в институтской библиотеке,

читая собранные там художественные произведения и критические

статьи по русской литературе. Это было увлекательное путешествие

в мир Пушкина, Гоголя и Лермонтова, Белинского и Добролюбо

ва, Тургенева и Гончарова, Достоевского и Толстого. Таким обра

зом на формирование мировоззрения молодого Фтабатэя глубокое

влияние оказали китайская культура и конфуцианская мысль,

изучение которых было обязательным в школе, а с другой стороны

философско-этические и эстетические принципы русской литера

турьс Из этого же сплава родилась его художническая концепция,

что литература не объяснением или наставлением, а описанием,

обращенным к чувствам, может выразить заповеди бытия, содер

жащиеся в конфуцианских Четверокнижии и Пятикнижии, Би

блии или будийских сутрах. И это был принципиально новый

взгляд на возможности литературы, поскольку в Японии литера

тура до тех пор называлась "гэсаку" (легкая, развлекательная ли

тература) и считалась бульварной. Фтабатэй же отводил литературе

совершенно иное место в системе общественного сознания: она

"наблюдает, рассматривает и предвидит общественные явления"?

Во второй половине 80-х годов Фтабатэй дебютирует как писатель

и переводчик. Прежде всего следУет назвать написанный в 1887-89
годах роман Плывущее облако, который считается одним из первых

японских реалистических романов. В 1888 году он публикует

переводы рассказов Свидание и Три встречи.

? Фrабатэй Симэй, Исповедь в середине жизни. Полн. собр. соч., т. IV, с. 289.
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п

Знакомство Фтабатэя с творчеством Тургенева произошло, как

выше сказано, в студенческие годы. Фтабатэй заслушивался пре

восходным чтением тургеневских произведений на занятиях Грея.

А в библиотеке были Сочинения И. С. Тургенева (1844-1874) в 7-ми

томах (1874). В 1884 году Фтабатэй на третьем курсе прочитал один

за другим по крайней мере 2, 3, 4, 5 и 6 тома Сочинений. В 1886
году Фтабатэй начал переводить роман Отцы и дети под заглавием

Нравы партии нигилистов. Однако этот перевод, несмотря на ре

кламу, не был закончен.

Как понимал Фтабатэй творчество Тургенева? В интервью Мои

nринцunы художественногоперевода Фтабатэй говорит:

"Возьмем для примера Тургенева: его поэтическая идея не

напоминает ни зиму, ни осень. Это весна. Но не ранняя

весна и не ее середина. Это - конец весны, когда вишни в

полном цвету и уже чуть-чуть начинают осыпаться. Как

будто идешь лунным вечером по узкой тропинке среди

вишен, и призрачная, прекрасная весенняя луна сияет в

далеком, подернутом туманной дымкой небе. Иначе го

воря, та неуловимая грусть, что сквозит в этой красоте, и

есть поэтическая идея Тургенева"8.

Одним словом, Фтабатэ:ii считал Тургенева лирическим писа

телем, а его "поэтическая идея" совпала с романтизмом, лиризмом

и идеализмом молодого Фтабатэя.

m

Перевод Свидания был опубликован в 25 и 27 номерах жур

нала Кокумин но томо (Друг народа) за июль и август 1888 года.

Это был пятый год после смерти Тургенева. Кокумин но томо

толстый журнал, один из влиятельнейших и читаемых, особенно

интеллигенцией. Редактором журнала был Токутоми Сохо. В 1896
году Токутоми посетил Толстого в Ясной Поляне, и даже известно,

что он попробовал для классика распеть китайские стихи·("си

гин").

По всей вероятности, Свидание было переведено с текста пер

вого тома Сочинений И. С. Тургенева (1844-1864) (Карлсруэ, Изд. бр.

Фтабатэй Симэй, Полн. собр. соч., т. IV, с. 168; Восточный альманах, вып. 1,
С.386-387.
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Салаевых, 1865)9. Тщательное сличение перевода с оригиналом

показывает:

1. Это точный и в основном верный оригиналу перевод. В

интервью Мои nринциnы художественного перевода Фтабатэй отме

чает:

"Таким образом, если при переводе иностранного произ

ведения учитывать только смысл и на него делать весь

упор, то возникает опасность нарушить подлинник. По

моему убеждению, необходимо понять и ощутить ритм:

подлинника и передать его в пере воде. Поэтому я счит"л,

что нельзя самовольно отбросить ни одной запятой, !,: ,'1

одной точки; если в оригинале три запятых и одна точка,

то и в переводе должна быть одна точка и три запятых.

Тогда будет сохранен ритм подлинника"!О.

Разумеется, нельзя прямо применить эти слова к Свиданию, но

если учесть, что в то время в Японии перевод понимался как изло

жение, то это был верный оригиналу перевод и в передаче пунк

туации.

2. В переводе можно наблюдать фонетико-семантические по

вторы, которыми так богат оригинал. Например:

"аваавасии СИ,lli!.кумо га СОlШ" ("Небо то все заволакивалось

рыхлыми белыми облаками"), "дзаситэ, сико~, соситэ" ("Я си

дел и глядел кругом, и слушал"), "омосирос6на, варауёна" ("ве

селый, смеющийся трепет")! 1.

Безусловно, это была попытка в монотонную японскую фразу

внести мелодическую живость оригинала, о которой Фтабатэй го

ворил в упомянутом выше интервью, и которую впервые УСЛЫIiIал

на занятиях преподавателя Грея. Однако современники вообще не

оценили этой попытки, не осознали ее эстетической верности

оригиналу. Консервативный критик Исибаси Сиан с иронией отме

чал, что "и украдкой, лукаво, начинал сеяться и шептать по лесу

мельчайший дождь" - слишком напыщенно-сложное описание

дождя, и упрекал перевод за назойливость художественных

9 Арая Кэйдэабуро, 'Свидание' вnереводе Фтабатэя - проблемы интерпре

тации, в: Хикаку бунгаку нэнси (Ежегодник сравнительного литеРG:ТУРО

ведения), Токио 1967, N!! 4, С. 67.
10 Фгабатэй Симэй, Полн. собр. соч., т. 1У, с. 167; Восточный альманах, вып. 1,

с. 385.
11 Фгабатэй Симэй, Полн. собр. соч., т. 11, 1985, с. 5; И. С. Тургенев, По,;·,.

собр. соч. и писем в 30-ти томах, иэд. 2-е, испр. и доп., т. 111, Москва 1979,
С.240.
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средствl2. Однако, так как одна из отличительных черт стиля Тур

генева состоит в богатстве эпитетов, в их семантическом нанизыва

нии во фразе для передачи нюансов чувства или состояния, то

Исибаси надо было упрекать самого автора.

3. Перевод Свидания был написан языком, основанным на

единстве литературного и разговорного стилей. Описание березо

вой рощи в первой половине и в самом конце рассказа Фтабатэй

переводит дословно, а разговор Виктора с Акулиной ВО второй

половине - достаточно свободно. Одной из важнейших и одно

временно сложнейших задач, стоявших в то время перед япон

скими писателями, было создание национальной литературы на

народном разговорном языке. У Фтабатэя была модель построения

диалогов в произведениях "гэсаку", сохраняющих старую литера

турную традицию, но не было соответствующей модели повество

вания, поэтому он сосредоточился на выработке повествователь

ного стиля, отстраненно-равнодушно наблюдающего ход вещей.

Свидание было переведено между публикациями второй и третьей

частей романа Плывущее облако. Думается, что Фтабатэй особенно

тщательно работал над описанием березовой рощи еще и потому,

что хотел найти в третьей части своего романа ту манеру повест

вования, в к'оторой бы сплавились воедино язык литературный и

разговорный. Возможно поэтому он выбрал простой по структуре

рассказ из Записок охотника и затратил на перевод первой поло

вины особенно много сил.

4. При переводе названий растений, оттенков цветов и пр.

Фтабатэй использует научную лексику, записывая эти названия

"катаканой" (один из двух вариантов японской слоговой азбуки),

по-английски или прибегает к примечаниям в скобках, что говорит

о больших трудностях художественного перевода, поскольку запас

собственно японской лексики для обозначения реалий западного

мира был крайне мал.

IV

Какие отклики вызвала публикация Свидания? Большинству

читающей публики оно показалось только странным. Исибаси

Сиан, как выше упомянуто, считал его "сухим и скучным" и

отмечал с иронией, что "фабула очень проста, а описание очень

назойливо [... ] надо выбрать рассказ посодержательнее"13. Можно

сказать, что это своего рода выпад старой литературной школы

12 Сиан Гайси [псевдоним Исибаси Сиана - К. С.], Читая 'Свидание', в:
Кокумин НО томо (Друг народа), Токио 1888, N!! зо, с. 39.

13 Там же, с. 39.
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против новой.

Напротив, на новое, пока еще немногочисленное поколение

молодых читателей Свидание, в частности картины природы, про

извели глубокое впечатление. Хотелось бы остановиться на некото

рых особенностях восприятия "тургеневской" природы. В описании

завораживающей красоты русского леса японский читатель в

переводе Фтабатэя почувствовал лес Японии. Например, молодой

поэт Канбара Ариакэ позднее заметит:

"Как я уже говорил, и то, что пейзаж в Свидании показал

ся мне схож с теми картинами, которые я видел вчера,

гуляя за городом, в конечном счете во многом обязано

прекрасному перу господина переводчика. Деревенский

пейзаж средней полосы России был перенесен на равнину

Мусаси [равнина, к которой примыкает город Токио - К.

C.]"14.

в самом начале рассказа есть фраза: "Внутренность рощи,

влажной от дождя, беспрестанно изменялась, смотря по тому, све

тило ли солнце или закрывалось облаком"15 - эти попытки наблю

дать движение света и воздуха, передать все новые и новые

нюансы в состоянии природы, в чем критик Исибаси увидел лишь

рой эпитетов, вызвали восхищение.

Кроме того, в рассказе Тургенева читатели увидели совершен

но иную традицию понимания природы, ее взаимоотношений с

человеком. В Японии издавна сложились уходящие в синтоизм

традиционные приемы любования красотами природы: ее олице

творение, погружение в нее. Эта же традиция питала и японскую

литературу. Но читатели Свидания впервые осознали, что природа

есть нечто независимое, отдельное от человека, имеющее свое тело,

душу, жизнь. "Ворон", "большое стадо голубей", "признак осени!",

стук "пустой телеги"16 - все существует в независимом от "меня"

временном течении, перемены внешнего мира самостоятельны, как

и перемены, колебания "моего я", и лишь их совпадение, синхрон

ность может родить гармонию бытия. Таким образом перевод

Фтабатэя был важным уроком сенсуалистического и импрессио

нистического понимания природы, который приблизил следующее

поколение писателей к созданию в японской литературе натураль

ной школы. Поэтому не будет преувеличением сказать, что Сви-

14 Каибара Ариакэ, По поводу 'Свидания', в кн.: Фтабатэй Симэй в

ВОСпоминаниях современников, Токио 1909, с. 82.
15 И. С. Тургенев, Полн. собр. соч. и писем в 30-ти томах, изд. 2-е, испр. и доп.,

т. I1I, с. 240.
16 Там же, с. 248.
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дание представляет собой первый художественный перевод произ

ведения новой европейской литературы и новая японская литера

тура началась этим переводом.

Как относился Фтабатэй к упомянутым выше откликам на

свой перевод? В интервью Мои nринциnы художественного перевода

читаем:

"Если меня и хвалили, то это не имело отношения к

моему переводческому методу, так что одобрение не до

ставляло мне радости, а когда порицали, то это опять

таки не относилось к моим переводческим принципам и

не затрагивало меня, потому что в этих критических

замечаниях не бьmо ничего для меня поучительного"17.

Отсюда ясно, что Фтабатэй совсем не был доволен откликами.

Под словом "порицали" он, должно быть, имел в виду, например,

вышеуказанную критику Исибаси Сиана. В позднем незакон

ченном интервью Влияние русской литературы на японскую Фтаба

тэй отмечает:

"Говорят, что одно небольшое произведение Тургенева

[Записки охотника - К. С.], пропитанное кровью и сле

зами, много способствовало освобождению крепостных"18.

Однако японские читатели того времени были совсем не зна

комы с теми общественными противоречиями крепостнической

России, которые отражены в рассказе, в частности в образе кресть

янской девушки, посвятившей все барскому лакею и им брошен

ной.

v

в дальнейшем Фтабатэй перевел 8 произведений Тургенева:

Три встречи, Ася, Сон (рассказ), Рудин, Жид, Петушков, Дымl9 и

Завтрак у nредводителя20 . Эти переводы пользовались большой

популярностью у молодых писателей и сильно повлияли на их

творчество.

Они довольствовались не только переводами на японский

17 Фтабатэй Симэй, Полн. собр. соч., т. IV, с. 167-168; Восточный альманах,
BЫn. 1, с. 386.

18 Фтабатэй Симэй, Полн. собр. соч., т. IV, С. 305.
19 Незаконченный и неопубликованный перевод.

20 Адаптацияк японскимусловиям.
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язык, но и читали другие тургеневские произведения в английских

переводах, сначала The Astor Prose Series, а потом The Novels о! lvan
Turgenev в 15-ти томах (1894-1899), выполненные английской

переводчицей Констанс Гарнет. Приблизительно с 1900 года по

1910-е годы все японские литераторы пережили увлечение Турге

невым впереводах Гарнет. Их покупали в старейшем в Японии

токийском книжном магазине "Марудзэн"21.

Приблизительно с 1903 года в течение десяти лет постепенно

увеличивается число переводов тургеневских произведений в жур

налах. В 1914 году вышла в свет первая биографическая моно

графия Побори Сёму Тургенев. К этому времени японские читатели

располагали уже почти всеми основными произведениями пи

сателя. Однако все переводчики, за исключением Фтабатэя, поль

зовались английскими переводами Гарнет. Па новую японскую

литературу оказали влияние, в частности Записки охотника и

Рудин. Приблизительно в 1910 году популярность Тургенева в

Японии достигла своего апогея. В одном из ведущих университетов

на отделении английской филологии студенты писали дипломные

работы, посвященные творчеству Тургенева. В 1915 году роман

Накануне был поставлен на сцене, а Песня гондольера, спетая

героиней в спектакле, пользуется и сейчас большой популяр

ностью. В 1917-18 годах вышло первое Собрание сочинений Турге

нева в 10-ти томах на японском языке.

Со временем интерес к произведениям Тургенева постепенно

гаснет и в дальнейшем главное место будет занимать Л. Толстой,

потом Достоевский. Однако по числу переводов тургеневских про

изведений Япония, по всей вероятности, занимает первое место во

всем мире. В заключение приведу статистические данные. С 1888
по 1900 год на японский язык были переведены 14 произведений

Тургенева, а с 1901 по 1912 год - 6622. С 1922 по 1955 год число

переводов, опубликованных в отдельных книгах, - 340, число со

браний сочинений - 13, а по числу переводов на первом месте 
Первая любовь (28 раз в 11-ти различных переводах), на втором

Рудин (23 раза в 9-ти различных переводах), затем - Отцы и дети

(20 раз в 9-ти различных переводах) и Новь (20 раз в 8-ми

различных переводах)23.

21 Основан в 1868 году.
22 Отани Фухаси, Переводы произведений русской литературы и японская

литература, в: Коку6унгаку (Отечественная [Японская] литература), Токио

1959, N114-5, с. 43.
23 МэЙдзи. ТаЙсё. Сёва хонъяку6унгаку мокуроку (Библиография переводов

нностранных литературных произведеннй на японский язык). По мате

риалам Государственной библиотеки Парламента, Токио 1959, с. 281- 288.
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佐 藤 幸吉 部 署 『二 葉 亭 四 迷 研 究 』

く有 精 堂 出 版 ー 1995年 )

佐藤清邸氏の長年にわたる二葉亭四迷研究の成果が一本にまとめられた｡その日次は次

のとおりである｡

Ⅰ 二葉亭四迷の生涯

はじめに

1 前斯

2 中期

3 後期

終章 ｢正直 (チェースノスチ)｣の人一一揺れ動く心一一

Ⅱ ｢人生に対する態度｣

1 r正直｣と《tlecTHOCTb》一一二葉亭四迷における ｢正直.J--

2 二葉亭四迷のヴィッテ観

3 二葉亭四迷と<社会主義>

Ⅲ 1 二葉亭四迷とベリンスキーー一文字理論における継承性--

2 二葉亭四迷と嵯峨の屋お圭一-ベリンスキー受容の相違点--

3 二葉亭四迷とドプロtJユーボブ

4 『浮雲』とロシア文学一一新しい文休の摸索一一

5 二葉亭四迷とゴンチャローフ一一<yMeHMe XHTb> (処世術)をめ

ぐって一一

【補論】 二葉亭四迷と 『断崖』 (ゴンチャローフ)

6 二葉亭四迷とトルストイ

7 二葉亭四迷とチェーホフーー接点としてのスペンサ-受容の相違--

Ⅳ 二葉亭四迷の翻訳について

0 同伴者としてのロシア文学

1 ゴーゴリ

2 ツルゲ-ネフ

3 日レストイ

4=ガルシン

5 ゴーリキー

6 アンドレ-エフ
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年譜

あとがき

初出一覧

本書は､二葉亭四迷の愛弟子 ･井田孝平が初代校長となり､同じく教え子の清水三三

(きんぞう)が教鞭を執ったハルビン学院でロシア語を学んだ著者が､ ｢まがりなりにも

二葉亭と一本の糸でつながる後進｣ (479貢)として ｢先達におくる遅まきながらのレク

イエム｣ (lo衷)である｡二葉亭の著作を深く読みこんだ著者にとってキーワードとなる

のは､ ｢決闘限 (はたしまなこ)｣であり､ ｢人生は気合だね｣､ ｢維新の志士肌｣､

｢いやッといふ声｣であって､著者は彼の生涯を集い思いで追休験している｡

本書の最大の特徴は､チェーホフ､ゴーリキー､ツルゲ-ネフ､ブーニン､ドストエフ

スキーなどに取り組んできたロシア文学者が書き上げた､最初のまとまった二葉亭研究書

という点にある｡二葉亭とチェーホフの比較 (97､log-109責)や､二葉亭の読んでい

たロシアの新聞が反動紙や保守系紙だったこと (186貢)､二葉亭が有訳の対象として選

んだゴーゴリの 『肖像画』は､芸術はどうあるべきかを真剣に問いかける､政友社文学批

判の書であり (332貢)､アンドレ-エフの 『血笑記』は､自然主義隆盛期を迎えようと

していた日本の文壇に､その次にくる傾向､即ちモダニズム文学の見本を留介しようとし

たものである (464-465貢)という指摘は興味深い｡

だが何といっても重要なのは､二葉亭によるべリンスキーの文学理論と､ツルゲ-辛

フ､ゴンチャローフ文学の哲介に関わる箇所である｡例えば二葉亭が読んだベ tJンスキー

の論文はこの批評家の思想上の転横以前､即ちヘーゲル涼の ｢現実との和解｣時のもので

あり､それ故二葉亭の理解したべリンスキーに社会批判性があわいこと (206-207､23

1貢)､ 『美術の本義』中の術語 r神的､毛対的理念｣は r神的｣であって r神の｣の意

ではなく､二葉亭はそれを理解した上でこの形容辞を省略したこと (208-209､237

貢)､逆に彼の ｢理念 (イデー)｣の理解には混乱があったこと (210貢)等の指摘はロ

シア文学者ならではのものである｡ 『あひゞき』の改訳では初訳の誤訳が直されているの

に対して､ 『めぐりあひ』の改訳では文法的な誤りが増えているという指摘 (381貢)ち

おもしろい｡とりわけ貴重なのはゴンチャローフに関する記述である｡二葉亭自身がゴン

チャローフの自らの創作への影響を操り返し語っているにもかかわらず､このロシア作家

の本格的な研究を踏まえた二葉亭論が従来皆無に等しかったからである｡二葉亭が明治21

年の日記 『くち葉集 ひとかごめ』に訳出した 『断崖』の断片訳が､主人公ラーイスキー

の自由主義漸進論者としての立場を端的に表すという意味で重要であること (305責)､

明治39年の談話筆記 『露西亜文学談』では二葉亭は祖母､ヴェ-ラ､マルクの三人に的を

しぼって､ラーイスキーには触れていないこと (310貢)は､重要な指摘である｡
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本書の第二の特徴は､二葉亭の生涯と創作活動がしばしば嵯峨の屋お室のそれとの対比

掛こ検討されることである｡嵯峨の屋が宗教に傾斜して安心立命を得たのに対し､二葉亭

は r私は懐疑派だ｣と宣言して苦悩のうちに人生を送ったこと (22､55貢)､二人は同時

期にべリンスキーの文学理論の翻訳を試みているが､それらを比較すると､ ｢二葉亭が独

立した熟語によって原語にそのまま迫ろうとしたのにたいして､矢崎 [止劇鹿の屋一沢田]

は説明的な表現で済まそうとしている｣ (230貢)こと､前者が真理を探ろうとしたのに

反して､後者にあっては儒教と仏教の教えが真理として既に存在し､その視点からべリン

スキーの理論を修正したこと (234貢)を論証するくだりは読みごたえがある｡

本書の第三の特徴は､先行および同時代の二葉亭研究への明確な批判がふんだんに盛り

込まれている点にある｡中村光夫氏の代表的な二葉亭研究はもとより､日本文学研究者､

ロシア文学研究者､そして比較文学研究者の一連の研究の､著者から見た問題点が遡上に

載せられる｡意見の相違点は明瞭で､むしろ評者はこのような批判の仕方に一種のすがす

がしさすら感じる｡ともすれば直接的な批判を避けようとするわが国の学界にあって､こ

のような研究態度はもっとあってもいいのではないだろうか｡

逆に評者が気になった点もなくもない｡例えば 『浮雲』の梗概を述べた箇所で､ ｢その

うちお勢もそれ [昇が自分とは結婚する気はないこと一沢田]に気づいてか本田昇に少し

ずつよそよそしくなる｡そして文三に笑顔を見せるようになる｡｣ (43貢)というまとめ

方には異論がありうるだろう｡また 『小説捻論』の ｢張三も人なり､李四も亦人なり.

..｣の箇所の解釈が2箇所で矛盾している (214､229貢)｡さらに二葉亭がロシア文

字の ｢余計者｣発生の原因として ｢ピョ-トル大帝の大改革｣を挙げている点を指摘し

て､ ｢余計者を生み出す直接の原因として挙げるにはあまりにも時代が達すぎはしない

か｡｣ (406真)と著者は述べているが､果たしてそうだろうか｡二葉亭の言うとおり

r余計者｣の発生は､もとをただせば18世記初頭のピョ-トル大帝による急激な西欧文明

の導入によって近代化した貴族階級の知識人と､文化的鎖国政策をとったモスクワ公国時

代の中世農民文化にとどまった民衆の隔絶に起因するものと評者は考える｡その他､書き

下ろし部分以外はかつて別個に発表した論文をそのまま収錬したために､記述の重複が少

なからず見受けられること くとりわけ第 Ⅰ章と第Ⅱ章に)､本来第 Ⅰ章に付けるべき注が

第Ⅱ章以降で出てくること､ ｢参考文献｣は巻末にひとまとめにしてはしかったこと､ロ

シア語部分の誤植が数多く見られること (評者が気づいたのは33箇所)は残念である｡

以上の点は､しかしながら､本書の価値を決して損なうものではなく､逆に本書の刊行

によって二葉亭研究に新たな一石が投じられたことは間違いない｡最近は学会の場で著者

の資を拝見することが少なくなった｡今後とも後進に対して率直な批判を賜りたいもので

ある｡
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第3章 B･ピウスッキと日本
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プ ～ロ ニ ス ワ フ ー ピ ウ ス ッ キ と 日 本

Ⅰ

ポーランドの革命家にして民族学者プロニスワフ･オーシポヴィチ ･ピウスッキは､18

66年11月2日(》ロシア領tJトワのズーウフという町に生まれた｡(診1887年､彼のペテルブ

ルグ大学法学部在学中に､レーニンの兄アレクサンドル･ウリヤーノブらがアレクサンド

ル三世暗殺を計画したが､事前に発覚し､首謀者5名は絞首刑､他の10名は要塞監獄に幽

閉､もしくはシベリアへ徒刑となった｡この事件にピウスッキも連座し､サハリン島に15

年 (後に恩赦で10年に減刑)の涜刑となった｡◎

この牢獄の島で彼はギリヤーク､次いで樺太アイヌの言語を習得し､その民族学帽 査

を行った｡刑期を終え ｢流刑移民｣となったピウスッキは､ウラヂヴォストークのアムー

ル地方研究協会の博物館勤務となった｡やがてペテルブルグのロシア科学アカデミーから

サハリン原住民の資料収集を委嘱きれ､エジソン発明 (1877年)の寄書横､壇管 (錬音､

再生に用いる蟻製の円筒)､カメラを携えて再度サハリンに向かった｡その折りの貴重な

記鐘をとどめる蟻管の一部が1930年にポーランドはザコバネの彼の元の下宿の屋根裏で発

見され､1983年に日本の北海道大学に送られて再生作業にかけられたことは､周知の事実

である｡ピウスッキはサハリン原住民とその文化の擁護者となり､原住民の子弟のための

学校を開設して､ロシア語の読み書きと算数を教えた｡彼はアイヌの酋長の姪チュフサン

マとの間に一男一女をもうけた｡

1905年6月24日､日露戦争による日本軍のサハリン占拠の直前にピウスッキは妻子を残

して島を脱出し､極東ロシア､日本､アメtJカを経て豊年10月オーストリア領ポーランド

(ガリツイア)に帰国した｡ここで幼なじみのマリア･ジャルノブスカと事実上の夫婦と

なった｡だがアイヌ研究はヨーロッパで正当に評価きれず､学位をもたぬ彼は定職を得る

ことができないで､困窮生活を余儀なくきれた｡おまけにマリアが癌で亡くなる｡㊧しか

しこのような苦境にあってもどウスッキは民族学研究への情熟を捨てず､失意と貧困のな

かで30数篇もの著述を書き上げた｡

191畔 ､ピウスッキは第一次世界大戦必至の気配を察してウィ-ンへ逃れる｡ロシア国

籍の ｢流刑移民｣である彼は現在 ｢逃亡農民｣であり､ロシア軍のガリツイア進駐を恐れ

たものと思われる｡豊年にさらに中立国スイスへ避菱し､1917年末にはJt'リに涜れついた

模様である｡そして1918年5月21日､セーヌ河のミラボー橋のたもとで､彼は水死体と

なって発見された｡失意と菰独と亡命生活に疲れた末の自殺とされているが､死の真相は

今なお明らかでない｡それは､同年11月に実弟ユゼフ･ピウスッキの指揮下にポーランド
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が悲願の独立を達成する､わずか半年前のことであった｡樺太アイヌの血を引くピウスッ

キの孫たちは､日本で健在である｡

本論文ではピウスッキの日本滞在について､日露 ･日ポ関係史の械点から論じてみた

い｡

Ⅱ

サハリン時代の1903年7-9月にピウスッキはロシア地理学協会の依頼で､ポーランド

の作家で民族学者W ･シェロシェフスキと共に北海道白老 (しらおい)町を訪れ､北海道

アイヌの調査に従事した｡調査地が白老町になったのは偶然である｡即ち､ピウスッキは

函館で白老に住むアイヌ人と出会った｡このアイヌ人は一日本人から金儲けの話をもちか

けられ､大阪の第5回内国勧業博覧会でアイヌの蕪祭りを実演してみせるという契約で妻

や隣人と出かけたところ､雇い主は一文も払わずに逃げてしまい､持ち物をすべて売り

払って着の身着のまま､食べ物もなしに函館までたどりついたという｡立ち往生している

ところをピウスッキに巡り合ったわけで､ピウスッキは彼らに弁当や汽車の切符､そのほ

かを買い与えた｡そして彼らと親しくなった横会に､白老へ行くことになったのである｡

二人が現地アイヌ人の歓待を受けたことは言うまでもない｡かくしてピウスッキとシェロ

シェフスキはアイヌ資料を大量に集めたが､日露の仲が険悪になったので､函館駐在のロ

シア領事の命により訴査は打ち切りのやむなき一に至った｡この時二人に会ったイギリス人

宣教師でアイヌ研究家バチェラーは､後に自叙伝 『我が記憶をたどりて』のなかで彼らの

ことを､ ｢多分露西亜の間者ではなかったかと思ひます｣と書いている｡これは信じがた

いが､二人の調査活動がスパイの嫌疑をかけられたことをよく物語っている｡㊨

Ⅲ

ロシア人革命家ニコライ･ラッセル､本名スジローフスキイ (1850-1930)はーアメリ

カに亡命し､その後ハワイに帰化した｡彼は､日本に送られたロシア停虜兵士に革命思想

を鼓吹する任務をもって1905年5月に来日し､神戸で日本人正教徒によって発行されてい

たロシア人停虜向けの週刊露文新聞 『日本とロシア』の記者になった｡これを革命宣伝紙

に変えていくかたわら､慰問を口実にして日本の7箇所の停虜収容所を巡回し､ロシア兵

と直接話し合った｡

ピウスッキは1905年10月初旬に再度来日し神戸に来た｡これは､9月5日ポーツマスで

日露講和条約が締結された直後の時期にあたる｡彼はここでラッセルの事務所を手伝っ

た｡サハリンでまず第一にピウスッキを探すようラッセルに忠告を与えたのは､ジェイム
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ズ･ダグラスである｡このポーランド生まれのイギリス人は､日本軍に投降したポーラン

ド兵を国外に送り出すべく､ポーランド社会党によって日本に送りこまれたものの､後に

は自分の使命をラッセルにおしつけて姿をくらました人物である｡ラッセルはサハリンに

政治囚がいることを知っており､いち早くその解放と身柄の引き受けを日本の陸軍省に陳

情した｡彼らのなかに自分の協力者を得たいという気持ちもあり､第一にピウスッキに白

羽の矢が立ったということだろう｡

その後ピウスッキは南サハリンに向かい､11月にヴラヂヴォストークへ戻った｡そして

同月末にヴラヂヴォストークを出発し､翌1906年1月上旬にN･マトヴェ-エフと共に函

掛こ来た｡函館ロシア領事館生まれのマトヴェ-エフは､日本で生まれた最初のロシア人

といわれ､新聞､雑誌の編集発行人兼詩人として知られる人物である｡

ピウスッキは上京して､1月下旬には東京都心の ｢函館屋｣という商店の二階に居をす

えた｡◎この商店は面鏡の天然水や牛乳を商い､後にはアイスクリームや洋酒類も置い

て､バーの元祖として銀座の名物のひとつとなった｡ヴラヂヴォストーク方面のT3シア人

と取り引きがあり､亡命外国人や旧幕臣が常にたむろしていたという｡

一方ラッセルの方はー惇虜工作の目的を半ば達成したものの､停虜を武装させてシベ リ

アへ送り込むことはできなかった｡彼は1月末に長崎へ移った｡かの地に続 亡々命してく

るロシア革命党員の救済のためである｡この地にラッセルは居を構えて同志を糾合した｡

3月中旬から9月まで彼は一時ハワイへ帰ったがーこの間他のロシア人たちが4月27日か

らロシア語の新聞 『ヴォ-リヤ』を発行し始めた｡この新聞は沿海州やシベt)アの各都市

に広がって､争って読まれたという｡ピウスッキは東京でこの新聞の協力者をつとめた｡

そして7月には長崎へ移り､直接彼らの活動を支援した｡但し､革命運動に対しては少な

からず懐疑的になっていたふしがある｡

ピウスッキは在日中国人革命家とも交わりを持った｡1906年3月10日､彼は東京都心で

乗数仁と会見した｡栗は1904年に来日し､雑誌 『二十世記之支那』を発行していたが､豊

年8月東京で孫文を捻理として中国革命同盟会が結成きれると､その幹事として会務を担

当した｡当時24歳の留学生である｡宋の当日の日記には次のように記されている｡ ｢また

革命の事は一つの方面より手をつけてはならないと [ピウスッキは一沢田].いう｡政治的

革命だけをやっていたのでは､真の自由はかならず獲得できない､社会的革命だけをやっ

ていても､またかならず真の自由は獲得できない｡かならず二者を一緒にやって､はじめ

て自由の権利は得ることができ､目的を達することができると｡｣ピウスッキは宋に当時

計画中の 『ヴォ-リャ』のことも話した｡もちろん孫文とも会っている｡同盟会の横同誌

F民報』第4=号に 『ヴォーtJヤ』刊行の留介文が掲載されたが､その材料を伝えたのはピ

ウスッキである｡(争
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Ⅳ

1906年初頭､ピウスッキは二葉亭四迷､本名 ･長谷川辰之助 (1864-1909)のもとを訪

れた｡二葉亭は数多くのロシア文学の作品の優れた有訳を行い､またロシア文学の強い影

響のもとにEl本写実主義小説の噂矢ときれる長篇 『浮雲』を書き上げた｡二葉亭は対露政

策に関心をもちつづげ､ロシア革命派への関心を強めつつあった折りにピウスッキに出

会ったわけで､彼に物心両面で惜しみなく援助を与え､さまざまな人々に引き合わせた｡

二葉亭はピウスッキについて次のように述べている｡ ｢▲規に自分の知って居る露人中に

斯様の人物が一人居る｡西比利亜で苦役に服し､今は四十才位でもあらうか､夫だ家をな

さない｡両もアイヌ救済を一生の大責任と心得て､東京まで出て来た｡所が世間が像りに

冷淡なので大に憤慨して居たやうだ｡▲さらば御普人はと言へは､嚢中屡は空しと言ふ有

様で､衣服などは粗末で､食物などは何をも選ばぬ､生命さえ継げば､夫れで充分だ､ド

ゥしてもアイヌの如き慎むべき人種を保護しなければならぬと考えて居る｡▲局外から見

れば､実に馬鹿げて居るやうだが､其のあどけない真面目の態度が､吾々の同情を惹く所

である｡｣◎

まもなくピウスッキは二葉亭を見込んで､革命党の資金づくりのために､ラッセルがハ

ワイに持つ100エーカーの邸宅農園の売印に協力してほしいと頼んだ｡二葉亭は張り切っ

てピウスッキと共に政界､言論界､教育界の要人を訪ねた｡この要人訪問はいずれも不成

功に終わったかに見えたが､しかしそれがラッセルの土地売却のためだったというのは名

目上のことで､実は日本政府が亡命ロシア革命家をロシア政府に引き渡すつもりかどうか

を打診するためのものだったのである｡この一事が 『ヴォ-tJヤ』の人々の心配の種だっ

た｡きて打診の結果はどうだったか｡ 『ヴォ-リャ』第6号に次のような編集部の発表が

掲載された｡ r東京その他の日本の地域にいる編集部員が日本の文化界の代表的人物､若

干の議員や政治家と行なった多くの話し合いから､日本が政治犯の引き渡しを許さないば

かりか､ロシア政府の意を汲んで政治犯を圧迫することもしないという点について､まっ

たく疑いはないことが明らかとなった｡｣日本の支配層のロシアに対する警戒心はなお強

烈で､露国革命党は依然としてひそかな同盟者たる資格を失っていなかったのである｡

まもなく二葉亭は革命派の運動に冷淡になっていったが､ピウスッキとの交際は変わり

なく続いた｡二葉亭は彼の ｢年を取った小児｣のような人柄を愛したのである｡ピウスッ

キに文学の素養があったことも､両者の交連を途切れさせなかった一国だろう｡二人は日

本 ･ポーランド協会を設立し､両国の交涜をすすめるために､まず文学の有訳､留介を取

り上げることにした｡ピウスッキは帰国後クラクフでポーランドの代表的作家､批評家に

自作の推薦やその露 ･独 ･仏 ･英訳の寄賢を求め､それらを二葉亭に送ってきた｡そのう

ち二葉亭によって訳出きれたのは､革命家ポt)ワーノブの短編小説 『志士の末期』､ネモ
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エフスキの散文詩 『愛』､そして自然主義作家プルスの 『椋のミハイロ』である｡一方二

葉亭もピウスッキにこっの日本の小説のそれぞれ英語版を送ったが､そのうち木下尚江の

長篇小説 『良人の自白』のみがポーランド語に有訳された｡㊨

Ⅴ

二葉亭がピウスッキを引き合わせた人物のひとりに横山源之助 (1870-1915)がいる｡

横山は二葉亭らの影響をうけて社会問題に興味をもち､新聞社に入社｡以後ジャーナtJス

トとしての生活を続けた｡18鮒年に二冊の名著､ 『日本の下層社会』と 『内地雑居後之日

本』を出版した｡

1906年の早春､二葉亭とピウスッキが横山の下宿にやって来た｡ピウスッキは横山にー

｢日本の学者は何故日本の苦民族である此のアイヌを閑却してゐるのであらう｣と言っ

た｡ ｢学者的態度を以て研究するばかりでなく､正義博愛の概念強く､社会的同情を以て

アイヌの現状を見てゐたのが日本の学者と異なる所｣だった､と横山は書き残している｡

二葉亭がピウスッキを宕介したのは､ピウスッキのアイヌ研究と横山の下層社会研究に相

通ずるものがあると考えたためだろう｡さらに横山は続ける｡ rで､ピ氏自身は革命運動

に怖気を立て､革命は好物だが､運動が嫌ひだといってゐたが､永年西比利亜に漂ひ､革

命者に知己が多かった所から此の無邪気の人も､日本に在留してゐた露国革命党の捲き添

となり､日本に在留して長崎と東京との連絡と為って､革命党の為に民間に運動してゐ

た｣｡⑩横山が被差別部落民のことを話すと､ピウスッキは強い関心を示し､すぐに自分

で訪ねていった｡

横山はピウスッキからの聞き書きで､二つの文章を著した｡一つは ｢富国革命婦人｣と

題するもので､ナロードニキ､L･ヴォルケンシチェインの一代記である｡ヴォルケンシ

チェインはハリコフ県知事の暗殺に加わったかどで逮捕きれ､ペテルブルグのシユリツセ

ルブルグ要塞監獄､次いでサハリンへ徒刑となった｡刑期を終えてヴラヂヴォストークに

移住､そして1906年 1月23日､かの地に起こった争乱でヴォルケンシチェインは殺裁され

たのである｡ピウスッキは彼女とサハリンで同囚だったので､その死を深く感じて横山に

話したのだろう｡

いま一つの文章は ｢来港中の布畦 (ハワイ)砂糖王 (露国革命党の金主)｣と題する

ラッセルの一代記である｡横山は停虜工作の終わりまでのラッセルの経歴をかなり正確に

物語っているが､その前書きと後書きから､ピウスッキがラッセル自身から聞いた談話を

横山に伝えたこと､その際二葉亭が両者の通訳をつとめたことが分かる｡本論文は､当時

の日本の読者に露国革命派の-タイプを提示している｡
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Ⅵ

ピウスッキは日本の社会主義者とも接触をもった｡1906年2月6日､アメリカから帰国

した社会運動家 ･片山潜の歓迎会が開かれたが､その時ピウスッキはこれに出席し､通訳

つきでロシア語で演説した｡前年に社会主義者の団体 ｢平民社｣が解散し､ 『新紀元』と

『光』の二派に分裂してそれぞれ新聞を出すことになったが､後者の集まりにピウスッキ

は出席したわけである｡ピウスッキは帰ってきて､社会主義者の集まりといっても労働者

がいないと不思議がったのに対し､二葉亭は ｢『日本の社会主義は学生の社会主義だ』と

説明した｣⑳という｡ピウスッキはまた二葉亭の宕介で 『新た元』社の面々とも交際し､

2月25日に開かれた晩きん会に出席して､一同と写真撮影を行った｡

当時､女性の苦しんでいる様々な問題の根本的な解決は社会主義以外にはありえないこ

とを訴え､婦人層を結集しようとする運動が展開されていた｡そのスローガンは ｢婦人解

放｣であり､特に婦人の政治上の自由の獲得と恋愛の自由 (家族制度からの解放)に力点

を置いていた｡ビウスッキはこのような若い婦人運動家たちとも交際を持った｡ピウスッ

キは帰国後市民大学で日本婦人について公開講演を行った｡

Ⅶ

ピウスッキの第二の､そしてアイヌ関係では最初の学術論文が､日本語で日本の雑誌に

発表されたことは特筆に値する｡即ち､月刊誌 『世界』の19鵬年7､8月号に､ r樺太ア

イヌの状態｣という表題で彼自身の撮影による樺太アイヌの写真5葉とともに掲載きれた

のである｡論文の訳者は上田将｡ニコライ神学校でロシア語を学び､数多くの正教会の教

書等を訳出した人物である｡当時は新聞記者をしながら､東京での 『ヴォ-リヤ』の予約

購読と広告の受け付けをしていた｡ ｢樺太アイヌの状態｣は､ポーツマス集約で南サハリ

ンを獲得した日本当局の問い合わせに対する回答という側面をもっていたが､同時にピウ

スッキとしては､本論文によって日本社会にアイヌ人の悲惨な状態を知らせたかったのだ

ろう｡

ピウスッキは日本の民族学者やアイヌ研究家とも梅島的に交際を求めた｡彼は東京帝国

大学理科大学人類学教室で坪井正五郎博士の研究談を傍聴した｡ピウスッキの論文 r樺太

島に於ける先住民｣には､坪井博士の説が引用されている｡また同大学講師の鳥居龍蔵夫

妻とも､ピウスッキは交わりを結んだ｡鳥居は彼を東京の貝塚に案内し､また1911年には

｢樺太島に於ける先住民｣をドイツ語版から訳出した｡この論文には鳥居の著書 『千島ア

イヌ』 (1903)からの引用も見られる｡
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Ⅶ

ピウスッキは長崎から汽船 rダコタ号｣に乗り込み､1906年8月3日に横浜を出港して

アメリカのシアトルへと向かった｡ピウスッキが結果的に8カ月も日本に滞在したという

事実は､彼の日本での居心地の良きを物語るものだろう｡恐らく彼は少なからざる物質

的､精神的援助を受けていたのであり､その点で二葉亭と上田が果たした役割は大だった

ろう｡それを暗に示すような証言を最後に引用して本報告の締めくくりとしたい｡

上述のように､191畔 ピウスッキはクラクフからウィーンへと逃れたが､多分その途次

であろう､同年6月末に彼はブt)ユツセルで 『新紀元』派の社会主義者･石川三四郎と再

会した｡石川はピウスッキの離日後社会主義活動のかどで数度にわたって投獄きれ､1913

年に日本を脱出して､8年にわたるヨーロッパ放浪の族に出た｡ブリュッセルで､フラン

スの地理学者ルクリュ家に落ち着いたのは､191畔 晩春のことである｡このルクリュ家

を､糊口の資を得るためであろう､ピウスッキが訪ねてきたのである｡石川の回想は次の

とおり｡ ｢『わたしはヨーロッパに帰って来てアイヌ学者として世に立つことになった｡

もう革命家はやめた｡よい優しい婦人と結婚したのだが､最近その家内に死なれた｡』こ

こまで話して彼 [ピウスッキー沢田]は如何にも淋しきうになり､眼には-ばい涙を湛え

た｡そして 『再婚してもよいが､私の仕事に理解のある､金持の婦人と結培したい』と如

何にも真じめに､淋しきうに語るのであった｡彼の現在が余り幸福でないことは直に読め

た｡日本にゐた時は､限も頬も若さと柔和さとに輝やいてゐたのに､今はその紅潮を湛へ

た頬の艶も消え失せて､陸さへ曇りがちに鬼へる｡｣⑳ピウスッキがパリで亡くなるの

は､この4年後のことである｡
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注

(9 日付は新暦で統一した｡

② ピウスッキの家系については､井上紘一 ｢プロニスワフ･ピウスッキ (二)｣ (『え

うゐ』12､1983年)､幼少年時代については､井上紘一 ｢プロニスワフ･ピウスッキの

不本意な旅括｣ (『国立民族学博物館研究報告別冊』5､1987年)を参照のこと｡

◎ アレクサンドル三世暗殺未遂事件については､佐々木質央 rアレクサンドル ･ウリヤ

ーノブと 『人民の意志』党テロフラクション｣ (『埼玉大学紀要 外国語学文学篇』ll

､埼玉大学教養部､1977年)を参照のこと｡

㊥ この時点で既にマリアはピウスッキに失望して､彼と合意のもとに別れ､前夫と復縁

していた､とする説もある｡

⑤ ピウスッキらの北海道調査旅行については､吉上昭三 ｢プロニスワフ･ピウスッキ､

北海道以後｣ (『国立民族学博物館研究報告別冊』5)､ yTH月a I).且e5ITeJI姐 OCTL

f;.口許JICyACKO,FO a C耳paCi丑(2ECCJIeAOBaHH5I rIO 3arIT.‡C5IM E.TIit皿CyA-

CⅠくOr〇 才 paCCRa3aM,yCJI-dⅢaHEHM a CHPaO立).B R且_:ち.0_TIH皿-

cyACR耳立 - HCCJIeACLBaTeJI瓦 HapOROB CaxaJIⅡHa(MaTePHa皿H Me耶 y-

HaPOAHO立 HayqHQ立 KOH尊epeHI叩 E.うl o.RTj=6p且-2 HO5I6p兄 1991T.

E3xHCl-CaxanHHCR).T.1,I)RHO-CaxaJIm CE,1992_ を参照のこと｡

◎ 現在の中央区銀座6丁目の婦人服店 r銀座マギー｣のある所｡

⑦ ラッセルについては､和田春樹 『ニコライ･ラッセル 国境を越えるナロードニキ』

上 ･下 (中央公論社､1973年)を参照のこと｡

㊨ .r露国文学談片｣ (『二葉亭四迷全集』4=､筑摩書房､1985年)｡

◎ ピウスッキと二葉亭の交連については､安井亮平 ｢二葉亭四迷のロシャ人 ･ポーラン

ド人との交渉｣ (『文学』34-8､1966年8月)､安井亮平軒刻 ･訳 ｢二葉亭四迷宛ピ

ウスッキ書簡｣ (『二葉亭四迷全集』別巻､1993年)を参照のこと｡

⑩ 横山源之助 ｢真人長谷川辰之助｣ (『二葉亭四迷 各方面より見たる長谷川辰之助君

及其追懐』易風社､1909年)｡なお旧漢字は新漢字に改め､ルビは省いた｡以下同様｡

⑯ ⑩に同じ｡

⑳ 石川三四郎 ｢ピルスヅスキイの想ひ出｣ (『石川三四郎著作集』6､青土社､1978年

)｡
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БРОНИСЛАВ ПИЛСУДСКИЙ И ЯПОНИЯ НАЧАЛА ХХ ВЕКА

ПОJl(,скии fJC1ЮЛЮl\IЮНСр И этнО!'раф БрОНИСJlав ОСИIIОВИ" ПI1JIСУ)(СКИИ РО}(ИJICя 2-1'0

ноя(iря 1Хб() "ода1 в местсчкс Зулово в Литвс, ВХО)(ИВIIIСИ В состав Российской

ИМIIСРИИ. Как ювсстно. в 1887 п))(у нар(Jj(ОIЮЛЫ(Ы во I'лавс с АJIl:кса)(ром УJI(,ЯНОВЫМ

готовили покушснис на импсратора Алсксандра 111, О)(нако заговор ()ыл раСКрl,П"

ПЯ'IЪ его организаторов IЮВСШСНЫ, а }(ССЯТI, У'lастников 'JaTO'ICHbl IJ КРСIЮС'IЪ или

сосланы на каторжные работы, Студент юридичсского фаКУJIJ,тста Пстср()ургского

университета, Бронислав Пилсудский был срс}(и этих десяти - 15 лет каторги на

острове Сахалин ( вrюслс}(ствии по амнистии срок наказания УМСНЫIIИЛСЯ }(О десяти

лст ),

На Сахалинс Пилсу}(скийовла)(сл языками KOfJCHHr,lx наро)(ностси острова, гиляков и

аИнов. и IIРОВОДИЛ ЭТНOI'рафИ'IССКИС на()лю}(снии. ПО ИСТС'IСНИИ 1О-летнего срока, став

ССЫJIJ,НОПОССЛСНЦСМ, он начал работа'l1, во I3ла,J(ИВОСТОКС в музсс О()щсства И3У'IСНИЯ

Амурского края, Его ИССJIС}(ОI!аНИЯ стали И3ВССТНI,I в ПстсрГJУРI"С И вскоре

Императорская Акадсмия наук коман)(ируст CI'O на Сахалин ,J(ЛЯ сбора

ЭТНОI'рафи'!сской коллскции аборигснов, И в 1902 ]'O,J(у Пилсу}(ский BHOIJI,

ОТllравлястся на остров, взяв с со()ой фОНOI'раф Э)(исона2, ВОСКОВЫС I(ИЛИНДРЫ И

фотоаllllарат, 13 1930 П1ДУ в ПОЛЫIlС В Закопанс на чер)(акс (iЫВIIIСЙ квартиры

Пилсу)(скогонашли '1aC'lЪ восковыхI(ИЛИНДрОВс записями IIСССН И СКа30К айнов, в 1983

году эти восковые I(ИЛИН)(рЫ персвезли н ЯIIОНИЮ в Унивсрситст Хоккайдо,

рсставрировали, звуковыс заllИСИ были воспроизведены, На Сахалине помимо сбора

ЭТНОJ'рафичсско!'о матерИaJlа. ПИЛСУ,J(скийбыл занят и IIРОСВСТИТСЛhСТJЮМСРС,J(И

насслсния: открывал }(ЛЯ дстей школы и сам ПfJCrюдавал РУССКУЮ грамоту и

арифмстику. Он женился на айнской ДСВУIlIКС Чухсамс. рОJ(СТВСННИI(С айнско!'о

стаРОС'П,I. у них родилисr,сын и до'r!>.

Во время Русско-яrюнской войны, персд захпатом Сахалина японской армией

ПИЛСУДСКИЙ, оставив сеМI,Ю, 24-го июня 1905 го}(а уехал с острова. В октябре

СЛС}(УЮII(СI'О ,'ода 'ICpC'] ДаJl(,ний Восток. Японию и Амсрику он всрнулся В ГаЛИI(ИЮ,

ВХО}(ИI!lIlУЮ в состав AIKTpO-l3снп:рской ИМIIСРИИ. Там он ВСТУIlИЛ В1гаж)щнекий (ipaK

с подругой свосго }(стства Марисй Жарновской, О)(нако в Европс сго аинскис

исследования нс оценили. Без учсной стспени Пилсу}(ский НС ~!oг найти постоянную
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pa(ioTy и ЖИЛ в крайнсй НУЖl\С. К тому ЖС CI'O жсна Мария умсрла от рака. Но

нссмотря на нищсту и личное горе, он нс терял страсти к этнографичсским

исслеl\ованиям и написал более 30 работ,

П 1914 гО)(у, в IIредl(верии Первой мировой войны, всроятно ОllасаЯСI, оккупш\ии

ГаЛИI\ИИ русской армией, он lIересзжаст из Краковн в Вену. в СЛСl\УЮЩСМ ['опу - в

нейтращ,ную Швейr\арию, а в KOНl\e 1917 гопа - в Париж, 21-1'0 ман 191~ гопа тело

ПИЛСУll.ского нашли 13 рекс Сена IIO!~ мостом Мирабо, Это самоу(iийство объисннют

раЗО'Iарованием, Оl\ИНОЧССТВОМ и усталостыо от эмигрантской жизни, OJ\нако

полностыо за['аl\ка его траl'И'lССКОЙ КОН'IИНЫ СЩС нс разпщнна, Самоубийсттю

произошло всего ЛИIIII, за IIОЛГОll.а !\о того, как в ноябрс ЭТОI'О же 191 ~ гопа Полыпа

стала незнвисимым ГОСУl\аРС11ЮМ во главе с Юзефом Пилсу!~ским, млндшим (ipaToM

Бронислава, П настоящее времи потомки Бронислава и нйнской женщины Чухсамы

живут в ЯIЮНИИ,

П llредлагасмой С'Гd'lъе я хочу рассказатт, о llребывннии ПИЛСУl\СКОГО В ЯIIОНИИ С

ТО'IКИ зрения истории российско-ююнских И IIOJII,СКО-НIIОНСКИХ ОТНОII[СНИЙ,

11

П 1903 пщу Российскос I'сографическос о(iщссmо ТЮРУ'IИЛО ЖИВlIIСМУ на Сахнлинс

(1902-1905 тт,) БрониславуПилсу!\скомувместе с IЮЩ,СКИМ этнографоми писателсм

П. Ссрошсвским IЮССТИ'IЪ )~ля сбора этногрнфИ'JССКОГО матсриала Iюсслсние

хоккай!\ских айнов, Случнйно их выбор пал на !\еревню Сираой. где они пробыли с

июлн 110 сснтибрь 1903 ГОl\а. Дело в том, что ПИЛСУl\СКИЙ В ГОрОI\С ХаКОl\атэ на

ХоккаЙl\ОlIознакомилсяс Ol~ним айном из Сираой по имсни НомураСибаран. Сибаран

ЗНКЛЮ'IИЛ )~ОI'OIЮР с неким ЯIIОНСКИМ ИМllрссарио о том. '1'1'0 БУl\ет IIреl\ставлять "

мсдвсжий праздник" на 5-0Й ПССЯIIОНСКОЙ выставке в Осаке, привез с собой жсну и

СОССl\ей, оннако был обмануг ИМllресарио и с трудом )~о(iралсн НО ХаКОl\атэ. ПрОl\ав все

свои вещи. Пилсудский встретился с этими попаВIIIИМИ в (ielIy айнами, накормил их,

купил (iилсты на IЮС'Щ и проч. Таким образом они IIОI\РУЖИЛИСI, и Пилсудский решил

I10exaTI, в Сираой. Нечеl'О и "ОIЮрИТЬ, что они С СерОlТ!евским встретили раl\УШНЫЙ

прием и смогли co(ipaTI, зна'lИТСЛЬНУЮ этнографlf'lескую коллекцию хоккай)~ских

аЙнов. Ol\HaKo на!(ВИlClЛаСI, PYCCKO-ЯlIонская война и 110 приказу российского консула 13

ХаКОl\атэ им "РИШJIOСI, IIреКРНТИ'lЪ PH(iOTY. Анr'лийский миссионер и иссле!~оватеJlJ,

айнов Дж. Бэчслор, в то время ВИl\еВIIIИЙ их, I10з!~нее записывает п своей

апто(iиографии "Сле!~уя за ВОСlIоминаниями":

"Должно бьm" они были шпионами Российской империи"3 - т.е. несомненно, 'ITO их

lТопозревали в IIIlIионаже.4
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ПOJп,ско-русский rcволкщионср Николай РУСССJII, (настоящсс имя - СУJI,Зиловский,

lX50-19ЗО) В IХХ7 "О}\У ЗМИl'рировал в США. а IIO'ЩНСС II0ЛУ'IИ}\ ,'раж!\аНСТIЮ Гавайсв,

В ~Iae 1905 пща он приехал в Японию С I\СJII,Ю раСlIростrанения револкщионных идей

срсди военнонленных РУССКО-ЯIIОНСКОЙ войны, PYCCCJII, CTaJI сотrУi\НИКОН

еЖСНС}\СЛI,НОЙ русской газеты "Янония и Россия". из}\ававшсйся ЯIIОНСКИМИ

IlraJюславными в горопс Кобэ !\ШI русских воснноплснных. Прсвращая "Японию и

Россию", по сути дсла, в газету пропаганды революционных идей, Руссет, под

предлогом визита соболезнования lIобывал в 11-ти лагслях i\ЛЯ русских

военноплснных в Янонии.

I3 на'JaЛС октября 1905 года, НСlIосредственно IIОСЛС '1'01'0. как 5-го сснтябrя в

Портсмуте был заключен мирный !\ОJ'OIЮР между Россией и Японией. Пилсудский

снова приехал в Японию в Кобэ и lIомогал Руссслю, Найти на Сахалинс IIj1CЖ!\С BCCI'O

Пилсудскш'о Руссслю lIосовстовал Джсймс ДУJ'лас, Этот англичанин, урожеНСI\

ПОЛЫIIИ. 6ыл послан в Японию ПОЛl,ской с<щиалистическ()й lIаrтией для возвращения

на родину II<JJlI,СКИХ JЮСННО(JЛСННЫХ, восвавших на сторонс России. Опнако O'ICHI,

CKOrO он свалил это IIОРУЧСНИС на Русссля и скrылся. Русссль '3нал. '1'1'0 на Сахалинс

живут IIОЛИТИ'lсские ССЫJII,НЫС и нсмс!\лснно оfiратился в ЯIIOНСКОС военнос

министеrств() с пrОС1,бой 06 их освоБОЖi\СНИИ и ('()TOBH()C'll1 ВЗЯ'IЪ на СВОС IЮПС'IСНИС.

Полагаю, '1'1'0 он стремился наЙ111 среди них соратников. и Bblfiop пал IIреждс вссго на

ПИЛСУi\СКОГ().

Некоторос время снустя Пилсудский 0111равился на Южный Сахалин, а в ноябре

всрнулся во Пладивосток. По вссй всrоятности. эта lюеЗi\ка fiыла СВЯ'3ана со свобо!\ой,

дарованной манифестом Николая 11 от З()-('() октяfiря. Известно, 'ITO уже 18-го

нояfiря ПИЛСУi\СКИЙ IIринимаст участис в "ор<))(ском со(iрании жителсй Хабаровска,

вырабатывает IIроект С()'3дания "рабочего бюро" и с зтой I\елыо вносит личное

ножертвование в суммс 10() рублсй5, а 26-1'0 ноября встрсчается во I3ладивостокс с

встсраном lIартии "Нар<щная воля" ТрИI'они.6 СсрошевскийоfiъясняетдсятеJII,НОС'JЪ

ПилсудскOI'Ов этот IIСРИОi\слс!\ующимоfiразом:

"Пилсудский IIрисхал во I3ладивосток с J\еJII,Ю вернуп,ся на ро){ину '!срез Сиfiирlt.

О}\нако рсволюция 1905 года сго ужаснула. Чсловек высокой культуры, он не мог

СоглаСИ'IЪСЯс fiСССМЫСЛСННЫI\IКРОВОIJРОЛИТИСМИ ста.рался IЮВЛИЯТJ, на. J1JШС'/11 и на

РСВОЛl<щионеров. 'Iтоб", удержаТI, обе CTOrOH'" от насилин и у6иЙств. Однако всс

оказаЛОСJ, напрасным, КРОВОIJРОЛИТИС IIродолжаЛОСI,. а Пилсу){ский, lIотеряв

автоrитет. в отчаянии бежал в ЯJlонию".7
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ТаКИ~1 образом. он в IЮСJfедний раз откаЗ3JfСН от IЮ'3МОЖНОСТИ вернуться на РОJ\lfНУ

через европейскую чаС'IЪ Российской империи. В KOНl[e топ) же меСЯI[а ОН выехал из

IЗJfадивостока и в началс января следующс['о. Т.е, 1901') ГОД(\ приехал в Хакодатэ 13месте

с Н.П.МатвееВЫМ.8 Матвеев, РОДИВJJlИЙСЯ в Хакодатэ в сем',е ФСJlJ,lJJJlера при

российск(ш консульстве. известен как IIерв",й русский уроженеr\ Я'IOНИИ. ре)[актор

('азет и журналов. поэт ПОД JJсеlЩОНИМОМ Амурский.

В KOНl[e января ПИЛСУ1\СКИЙ устроился в l(eHTpe ТОКИО на втором этажс магазина"

Хакодатэя". Там lI(юдавали JJрИр<ЩНЫЙ леl\ из Хакодатэ И молоко. а IIOЗЖС мороженос и

иностранные вина. I3I10СJfе)\ствии магазин превраТИJfСН н I1ервый в Японии бар и стал

одной И'j достопримечаТСJJl,НОСТСЙ I\ен'гра Токио. Хозяин мага:шна как самурай

сёгунского I1раВИТСJII,С'ПJa JJрИНЯЛ У'Jaстие в ВОЗНИКlнсм В ХаКОl\атэ сражении С новым

праВИТСЛl,СllЮМ МэЙдзи. Магазин имел торговыс ОТНОJJlения С русскими по

I3ладивостоке. I3 нем всег)[а собирались ЭМИI'РаН'IЫ и ()ЫВlние нассалы сёгуната.9

МеЖJ!у тем РуссеЛl,. наполовину }[ос'тгнув свосй цсли ОТНОСИТСЛf,но

воеННОIlленных. не Mol' вооружит" их И ОТIIравит" в Сибир'" В конце ннваря он

I10СХал в город Ha"acaКlf с тем, 'IТобы 'JOМО'IJ, русским ре(ЮЛЮI\ионсрам,котор"'с один

за другим эмигrиронали туда. Обосновавшис" там, PYCCCJI!, О()ЪСJ\lfНИЛ вокруг себя

сдиномышленников. Но в середине Maprd до сснтяGря он на время вернулся на

Гавайские ОС"'Рoва. и РУКОJ!(щителем русской коммун", в Нагасаки на этот I1СрИО}[

становится Ва}(с,(кий, который с 27-1'0 аJJреля начинает выпускаТI, ,'азету на русском

языке ПО/( названием "Волн", "I30ЛЯ" распrостранялаСI,в городах ПРИМОРЫIи Сибиrи

и была HaracXBaT. ПИJlСУДСКИЙ из Токио оказывал ,'азетс JJо}щержку. I3 ИЮЛС он

I1ерее'3жаст в НаП:lсаки. "де 'lOссляется в доме I1ереНО)('lика русскоп) Я'3ыка но имени

Сю-а Тикатомо1 П, и HeIlocpe/(cTBeHHO I10МOI-ал rусским rе'ЮЛЮI\ионсрам. Ol~HaKo

думается. '!то в то время он уже ДО130Лl,НО скеJJТИЧССКИ взирал на революционное

движение. Продолжая переписываll,СЯ с Русселем, Пилсудскии подробно рассказьшает

ему о положснии дел в "Нщ-асакскои коммуне". Начиная с l1-го номера газеты,

редактором • Воли" становится Оржих и в рсдколлегии ,юявляются разногласия. И

РусссЛl, Rсвоем пис"мс к Пилсудскому ДОIЮJII,НО резко О'пынается о "Воле" .11

/V

в ЯIIOНИИ Пилсудский познакомился и с КИТаЙСКИМИ рСВШ'Юl[ионерами, живущими

здес". 10-го марта 1906 ,'ода в Токио он встре1lfЛСЯ с Сун Цзяо-жэНJ,. Сун JJриехал в

ЯПОНИЮ н 1904 году из Хунан!> и начал выпускаТJ, журнал "Китай 20-1'0 века". I3

ёШ'-УСТС следующего года. когда в Токио была СОЗJ\ана китайская реВОЛЮI~lюнная

ор,'анизаI[ИЯ "Тунмэнхой" (" Сою'3 китайских революционеров")во ,'лаве с Сую, Ят

сеном, Сун как cCKreTap', управлял делами организаl\ИИ. В то вrемя Суну было 24
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пща. Он учился в ЯlЮНСКОl\1 Университстс ВаСЭJ\а. Суна свсл с ПИЛСУJ\СКИМ Миядзаки

ТаМИJ\ЗО. второй из браТl,СВ МИЯJ\заки, извсстных своей помощыо китайским

реВОЛЮl\ионерам. В пень встречи с ПИЛСУI\СКИМ Сун заНИСI,JВает в своем J\нсвнике:

·По СЛOlшм ПИЛСУI\СКО("() неJlf,ЗЯ принима'lЪСЯ за (1СВОJlfOl\ИОННОС I\СЛО только с о}\ной

стороны. О}\на rЮЛИТИ'lеская реВОЛКЩЮI никак не I1РИIIСС(;Т IlаСТОЯII\(;Й своб<щы. Но и

о}(на с<щиаЛЫlая (1СВ(}]П<ЩИЯ тожс НС нринссет настоящсй своБОI\Ы. ТОJlf,КО СОВСРlllИВ И

то и J\pyr'oc, можно IЮЛУ'IИ'П, свободу и достигнуп, свосй I\СЛИ." 12

ПИЛСУI\СКИЙ рассказал Суну о П(JCдстоящемв то В(1Сl\IЯ выпуске"Воли". Разумеется,

Пилсудский встретился и с Сунь Ят-ссном. 2R-I"0 аrrреля 190() 1"()l\а в 4-м номсре

печатного органа •Тунмэнхоя· •Мин бао· (" НарОI\НЫЙ в(;стник")было опубликовано

IIсрс}\анносПИЛСУJ\СКИМсообщениео начале издания"Воли".

Познакомился Пилсудский и с У Жо-наНJ,. Она РОl\илаСI, в Шанхае и получила

образование в Женской наТрИОТИ'lеской IIIКОЛС. 1"1\(; внитала революционные III\ell.

Спустя некоторое время вместе со старшей сестрой приехала в Японию, ['l\e

поступила У'III'IЪСЯ на ВЫСlllие женские курсы Аояма на отделение английской

литературы и вступила в ·тунмэнхой". Torol\a ей было 18 лет. В 32-м номе(1С газеlЫ "

Воля" за 5-е IIЮЛЯ было опубликовано НИСI,МО У к рс}\актору IItJI\ заl'лаписм "

Китайская революционерка·. Возможно, Писf,l\Ю было нередa.J-Ю Пилсудским. Вею,

пилсу}\ский. БУДУ'11I IIOЛЯК<Щ. исrrытывал ОI'РОМНЫЙ интерес к (}ОРI,бе китайцсв :.ш

национаЛI,НУЮ нсзаВИСИМОСТI,.

v

В начале 1906 пща Пилсу}\скийпосетил японскогорусиста и 'mамеllИТОI"ОIlисатсля

Хасэгава Таl\УНОСУКЭ (1864-1909), извсстный IlOп ПССВДОНИl\ЮМ Фтабатэй симэй.13

ФтабатэйI\елал множествоН(1Свосх<щныхнерсводовIIроизве}\снийрусской

литературыи ПОI\ СИЛl,ным ВЛИЯНИСМрусскойлитературынаписал псрвый японский

рСaJlIIСТИ'lССКИЙроман "Плывущсеоблако" (lRЮ-1889).Его неизменноинтересовала

японская II0ЛИТИЮ!.в ОТНОIIIСНИИРоссии. Фтабатэйпознакомилсяс ПИЛСУJ\СКИМимснно

тог}\а, KOrl\a первый "роНl3ИЛ 110ПЫlllСННЫЙ интсрсс к f'усским революционерам, и

Фгабатэй ЩСJ\РОЙ рукой оказывал ПИЛСУДСКОМУ матсриаm,ную и духопную ПОМОЩI"

знакомил его С разными ЛЮДI,МИ. Какие цели преСЛСI\ОВал при ЭТОМ Фтабатэй? Ёкояма

Гэнносукэ объясняст их СЛСI\УЮЩИМ образом:

"Как I\ЛЯ Японии НСО(iХ<!J\ИМО IЮЛУ'IИ"'" МаНI,ЧЖУРИЮ 1101\ свос Уllравлсние. так жс

важно J\ЛЯ России. lю}щсржав паfYmю с<щиалистов. J\о(iJПЪСЯ раснrирсния l'раЖl\анских

IIрав Rстранс. "14

Пилсудский и Фтабатэй Rстре'lалИСI, IЮТI'm сжс}~непно и за короткос премя стали
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духовно близки HpYI' дру!'у. Ф-габатэй записывает о Пилсудском:

•Дейстпителr,но среди МОИХ знакомых русских eC'l." такой 'leJJOBeK. Он (jыл на

каторжных работах в Си(jири. ТепеРl, ему. ви)\имо, лет сорок. "О он ещс не IIfJИ:.mан в

споем кругу. ПОМОЩI, айна~f он С'lИтает важнеrfrrrеrf о(jизанностJ,fО своей жизни, за'lем

и присхал в Токио. O!~HaKO НlЮНСКОС общество ОТНССЛОСI, к нему с такой ХОЛО)\НОС'IЪЮ,

'1'1'0 он был. кажетси. СИJlJ,НО позмущен.

О нсм самом можно сказа'IЪ. '1'1'0 'lacTO его карманы пусты, О)\ст он скромно И в е)\с

неrазбор'IИВ, пrивык )\ОВОJII,ствоваТI,СЯ O'lCIII, малым. Но веС~IOТР51 на это думает, что

на)\о о()изаТСJIJ,ВО ПОКРОШfтеJII,ствоваТl, такой (iе)\ной ВеЩИИ, как аЙ"ы.

Со CTOrOHbl это кажстси крайней глупоеn,ю, но его наивные и ССРI,езные намерения

вызываl<JТ СО'lупствие. "15

Вскоре Пилсудский J\оверитеJII,НО попросил У Фтаfiатэи помощи в про)\аже 10()

акровой flJrантаl\ИИ Руссели на Гавайских островах )\ля со'щании )\енсжного фонда

rусских реlюлюционеров. Фтабатэй вместе с Пилсудским с УJ\ОВОJII,ствием посещал

'Jна'IИТСJII,НЫХ лиц в IЮЛИТИ'IССКОМ.журналистском и пеJ\Щ'ОГИ'IССКОМ KpYl'ax Японии.

Но визиты ОКОН'IИЛИСI, безреЗУJII,татно. ВПрО'lсм "РОl\ажа плантаl\ИИ Русселя - это

()ыл отчасти предлог поссщениЙ. а наС'l'ояп\аи l\еJII, состояла в том. 'Iтобы y:maTr"

пыдаст ЛИ ипонское праПИТСЛI>СТВО русских реlЮЛЮЦИОIIНЫХ ЭМШ'РaIГЮI3 русскому

правительству. Именно этот вопрос rюлновал ЛЮJ\ей группы "Воля". Что же они

выяснили? В б-м номере "Воли" (jыло опубликовано зающение В. Горвица "От

rеl(аКЦИИ" :

·Из МНОГО'IИСЛСННЫХ (jeccJI, которые приrrrЛОСl, вссти 'lJIенам нашей редакr\ии в

Токио и J\РУПIХ местах Японии с лучшими преl~стаВИТСJlНМИ ЯIЮНСКОГО

интсллш'ентного общества, некоторыми дспутатами и госу)\арственными деятслями,

)\JlИ нас ВПОЛне ВЫЯСНИЛОСI" что нс можст БЫТI, ни малейrrrСI'(J сомнении в том, ,(то

Япония не !\опустила бы не ТОJII,КО пыдачу rrОЛИПlческих эмигрантов. но и какис б", то

ни 6ыло стсснения их в угоду русскому праВИТСJII,СТВУ, "1 (i

Настороженносп,японского господствующегокласса в отношснии России была все

еfl\С вслика и русскаи реllОЛЮI\ионная ('РУПllа оставалаСI, С['О тайным союзником.

Кроме того, 1I0ЗИЦИЯ кабинеТа министров во главс с Сайондзи в отношении

)\СИТСJII,НОСТИсоциалистовбыла l\OCTaTO'IНO гибкой. Так. напримср, в фсврале того же

года ка(jинет оФиr\иалl,на признал образованис Японской СОI\ИaJIИСТИ'lсскай партии.

Вот в таких IЮЛИ'ПРIССКИХусловиях сущсствовалаи )\сйствоваJlа l'rУШlа "Воля".

Через некоторос время flОСТСflСННО Фтаvатэй стал охладсваТI, к революционному

ЮНfжению. но его 06щсние с Пилсудским не прекраТИЛОСI,. Фта6атэй Вlщел 13 нем "

старОС дитя· If'Ш это люVил. KOI'J\a Пилсудский решил всrНУТJ,СЯ 11 Европу, "011 сразу

же пришел к Фта6атэю и. БРОСИВШИСl, внезапно к нему. этот взрослый мужчина в 8()

кг весом залился долгожданными слсзами радости" .17 Кроме того. не стоит заvыва'п,
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и () mпературной ПОl\готовке ПИЛСУ!\СКОI'О. Они организовали Польско-яrrонское

общсС"пю и решили IJrcЖl\С вссго познаКОl\Ш1Ъ l\PYI' друга с литературой Сlшей cтraHЫ,

'ПО СIJосоБСТlювало бы развитию 011ЮlllСНИЙ между о()сими странами. I3ерНУВШИСI, в

ГаЛИI\ИIO в Краков, ПИЛСУI\СКИЙ IН)IIРОСИЛ всдущих IJОJ(l,СКИХ писателей и критиков

со(irап, I\ля него русские, немеl\кие, ФраНI\У'JСl<ие И английские перевО)\ы их

произведений, которые затем послал Фта6атэю. Три из них тот персвсл с русского

языка на японский: это рассказ П. С. Поливанова" КОН'IИJ!СЯ", стихотворение в прозе

А. Немоспскогu "Лю6лю" и рассказ Б. Пруса "Михалко",IR l3 рассказе "КОН'lИлся"

)\ано ~lpa'IHoe описанис !\УШСВНОI'О состояния JаКЛЮ'lеННОl'О в IIстерGурr'скую ТЮРI,МУ

человека, OTI\aBJJlel'O всего сеuя реВОЛI<ЩИОННОЙ 60рь6е, юноши, Ol\ержимого тягой к

подлинной справеДЛИIЮСТИ. "Люблю" IJренставляет соfiой воспевание в СИМВОЛИ'lеской

манере l\УХОВНОГО мира революционера. Рассказ "Михалко" занимает среди "еревоДов

Фтаfiатэя место IJроизведения, ОIJисывающего ЖИЗНI, отверженных. низов oGII\eCTBa 

6еЗl\ОI\fНЫХ и ГОЛОl\НЫХ ЛЮJ(еЙ. IЗсе три названных IJроизве)\ения Фта6атэй онубликоваJI

в журнале активистки женского )\вижения ФУКУl\а ХIfJ\ЭКО "Сэкай Фу)\зин" ("

Женщины мира"). Этот журнал уже стал чем-то вроде оФиниаJII,НOI'О органа

ПОЛf.,СКО-ЯIЮНСКО['(JоGщества.Поз)\нее ФУКУJ(ав своем неКРШЮI'СФтаGатэяписала:

"Посколькуон с пониманиеми сочynСТВИСI\fотносилсяК тrУl\НОСТЯМмоего журнала,

то продолжалI1уGликова'IЪсвои I1еrcIЮJ(Ы в этом журнале."19

Оннако Фукуде слеl\овало бы IJризнать и кое-'по еще, порой ПРОТИВOIюложного

IJорЯJ(ка. Дело в том. ,(то Оllубликование в журнале сокращеННОl'О пеРСВОl1а второй

IJОЛОВИНЫрассказа "Кончился", 'lepHOBOI'(J (незавершеННОI'О) варианта СllfХОТВОrcния

"ЛюGдю" и отрывка без окончания paCCKaJa "Михалко" позволило ОI\СНИТЬ

IJу6ликаl\ИИ как легковесные, зависимые от IIрихотей пеРСIЮД'lика. А Фта6атэй в св()ю

()'Iерею, Ilослал ПИЛСУJ(СКОМУ нва аНI'ЛИЙСКИХ перево)\а новой Яlюнской "розы, из

КОТОрЫХ тот перевел на ПОJII,СКИЙ язык роман Киносита Наоэ "Рёдзин но l\зихаку" ("

При:Jнанисмужа"). l3 1908 ПJI1Y Фта6атэйпосетил ПстсрGурl'в качестве СllециаЛl,НОГО

коrРССПОНl1снта газсты "Асахи" и встретился там с Марией. О)\нако свиде1ЪСЯ с

ПИJlСУI1СКИМему НС удаJюс!,.20 В следующем1'0I1Y Фтабатэй IЮ "ути !\омой СКОН'Iался.

ПИЛСУl\СКИЙ написал нскролог-статыо о нем, 0Jl:HaKO, вышло ли это в свст.

НСIIЗВССТНО.21

VI

Фта()атэи lIознакомил Пилсудского и с Ёкояма Гэнносукэ (1870-1915), который,

заинтересоваВШИСl, с(щиаJlI,НЫМИ проблсмами ПОI1 влиянием ФтаGатэя, поступил

работать в газетное ИЗJ(ательство. ЗанимаЯСI, жуrналистикоИ. в 1899 году Ёкояма

написал !ще знаМСНИll,lХ книги "Низшие слои японского оfJщсства" и "Япония после
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открытия страны для иностраНl(СВ". I3 СВОИХ IТроизвс)(сниях Ёкояма рассказывал

широкому 'титателю о значснии рестанрат(ии мэй)пи. о формировании н Японии

I1РОМЫIIIЛСННОЙ олигархии и се СОI(иаJII,НО-ЭКОН01\lИ'IССКОЙ ориснтаl(ИИ. о uлиянии на

общсство индустриаш,ной рснолюции. о жизни оGсщолснных, О зарож)(снии и

СОI(ИaJlТ,НОМ I10ЛОЖСНИИ рабо'[сго класса.

Раннсй нссной 190(j го)(а Фтабатэй I1РИВСЛ Пилсудскш'О к Ёкоямс на квартиру. И

KOHC'IНO. ПIIЛСУ)(СКИЙ нс 1\10[' НС С!lРОСИ'П,:

"ПО'lему Я!lОНСКИС у'тсныс ИПЮРИРУf<rг аЙнон. J(реннюю наl(ИЮ Я!lОНИИ?"

Ёкояма заШfCываст:

"Пилсудский отличастся от Я!lОНСКИХ учсных тсм. 'ITO ВИ)(IIТ В айнах НС тоJП,КО

I1рС)(МСТ нау'тноп) исслс)(ования; в CI'O отношснии К COBpCf.ICHHOMY состоянию айноlТ

СИЛl,но 'IУВС11Ю СIlСТ(ИaJlI>НОЙ СIlраВСДЛИВОС'1lf и гуманности."

Фтабатэй I10'знаКОf.IИЛ Пилсу)(ского с Ёкоямой, IЮСКШIТ,КУ. пи)(имо, на[I!СЛ о()щсс

мсж)(у изу'тснисм айнов ПИЛСУJ(СКИМ И изучснием Ёкоямой НИЗl!lИХ слосв японского

о(jЩСС'ПJа. Далсс Ёкояма !lродолжаст за!lИСИ:

"Сам ГОСIlОJlИН Пилсу)(ский стал I10(}аива1ЪСЯ рСВОЛIO/lIIOННОI'О движения и говорит.

'ITO ре[ЮЛЮI(ИЮ лкJ()ит. а дrнтжсние - нет. О)(нако П()СКОJ!l,ку ОН )(ОJ!l'ОС время скитался

по Сибири и знаст многих революционеров, то этот наивный 'ICJIOBCK был всшлс'тен в

группу живущих n Японии. он осущсствляст СВЯЗI> мсж)(у Наl'асаки И Токио. а также

МНОГОС )(слает для по)u(сржки в народс русских револкщионсров. "22

Ко[')щ Ёкояма рассказал ПИЛСУJ(СКОМУ о ")(не" ЯIlОНСКО['О о(jщсства, тот был СИJП,но

J3Зволноnан и сразу жс IЮСС'ПfЛ эти жилиlII,а , Как ПрСJ(ставитеJП, угнстенн()['о

ТЮJП>ского наропа. 011 '[УВСТlювал свою близос'П, к айнам и )IИСКРИМИНИРУСМЫМ

отверженным.

После разговоров с ПИЛСУДСКИМ Ёкояма написал две ста'П,И. Одна из них - краткая

биография народницы Людмилы ВолкеНIIIТСЙН "Русская рсволюционерка" .23

I30ЛКСНIIIТСЙН (}ыла арестонана за У'lастие в у(}ийствс харl>КОВСКОГО губернатора.

заКЛЮ'lсна в ШЛИСССЛI,(}ургскуюкреПОС'П>.а IЮТОМ сослана на KaTopr'y на Сахалин. По

от(jытии срока она перссслилаСl, 130 I3Ла)(ИnОСТОК. гдс и (jыла у(}ита по nремя

ПРОИСХОДИlшrих там волнсний 23-го января 1906 гона. ПОСКОJII,КУ Пилсудский ЖИЛ С

нсй рЯДl)f.1 одно врсмя на Сахалине, а n 1905 го)()' встrС'lался в ЯIIОНИИ. куда та

нснадолго приезжала. то он. ВИJ(ИМО. I'ЛУ(}ОКО потрясснный IПВССТИСМ О СС смерти.

рассказал о I30лкенmтсйн Ёкоямс.

Другая стаТI,Я Ёкоямы - краткая Gиография Русссля, названная "Сахарный король,

ПОССТИВII!ИИ ЯIЮНИЮ (Мсцснат русских рсволюционсров)".24 Ёкояма Becl,Ma точно

описываст жизнснный ПУТI, Русселя ВПJЮ'IЪ l{O CI'O IЮПЫТКИ реВОJlЮ[IИОНИ3ИРОВа1Ъ

русских восннопленных. а прсдислоние и послсслоnис стаТl,И СnИJ(СТСJlЬСТВУЮТ, ,[ТО

ПИЛСуJ(СКИЙ соо(}щил Ёкояме то, что рассказынал сам РУСССJlЬ. в том числе и ТО, ЧТО
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ФтаCiатэй ра(jотал у них в Ka'IeCTBC lIереIЮ)Рlика. Можно сказап" '!то статы(

ПРС/1.ставляла 'IИТ(lТеJlЯ~f ТОI·/1.ашнеЙ Японии тип русского реВОЛl<щионера.

VII

ПИЛСУ/1.скиЙ Iюзнакомился и с ЯIЮIIСКИМИ СtщиалистаШf. п-('О фсвраля 190б пща в

Токио СОСТОНJlСЯ ПрИС~f В 'ICCTI, японского о(,п\ествеННОI'О )iСЯТСJIЯ Катаяма СЭН.

ТОJ!l,КО '!то нсрнушпеl'ОСЯ из Америки. Пилсудский был приглаllIен и выступал с

IIОМОЩI,Ю Н1юнско!"t) IIСРСВОД'IИка. I3 1905 "OI\У O(,II\CCTBO НIЮНСКИХ с(щиалистов "

ХЭЙ~fинша" (" Народное о(iщество") распаJЮСl, на /1.вс I'РУПIIИРОВКИ и каждая и] них

Ila'laJla И"31iава-IЪ СВОЮ I'юеl-У: "Син КИI'эн" ("Нован эра") и "Хикари" ("Свет"), На

собрании второй группы и ПРИСУТСТВ()НaJI Пилсу/1.СКИЙ. По время этой встречи жена

и'3!ЗеСТНОI'О ЯIЮНСКОГО социалиста Котоку СЮСУЙ - Тиёко lI<J)lарила ПИЛСУliСКОМУ

шелковый платок с ее со(,ственным рисунком сливового дсрсва.25 ПИЛСУl\СКИЙ был

УlIинлен тсм. '!то на со(,рании с(щиалистов не было раБО'IСI·О. Фтабатэй объяснил ему: "

Японский с(щиашпм - это студеН'IССКИЙ социализм" .26 А С(ЩШ!JIИСТСакай Тосихико

записывает. '!то ПИЛСУliСКИЙ OIiобрил брак с нредставитеJ[J,юЩсй liРУI'OЙ расы.27

KPOMt: того. ПилеУl\СКИЙ по рскомеН/1.aI\ИИ Фтабатэя общался и с 'Iленами общества"

Новая эра". 25-го февраля 1906 года он был гостем на ИХ (,анкстс И вместе с ними

сфОТOI·рафировался.28 По lюзвраШ,ении в EBPOIlY ПИЛСУl\СКИЙ написал стат",о "

ПСТрС'lа с японекими Сtщиалистами". Пмссте с фОТОlгафинми ста'IЪЯ была отдана в

РС/1.аКI\ИlО I'азеты "Товарищ". (щнако, УIIИlIели ли они свет, неи:звсстпо.29

БлаГОl\аря ПИЛСУ/1.скому Фтабатэй в феврале того же !"tща С(iЛИ'3ИЛСЯ с Фукуна

ХИДЭКО. Дело н том, 'ITO В первые же послевоенные пщы в ЯIIОНИИ фОрМИРУt:ТСЯ

женское ннижснис. Его IIРOl'рамма основана на том. ,(то коренное решение

всевозможных женских вопросов невозможно без с(щиализма. Лозунгом этого

движения было "осво(iожнение женщин", в 'Iастности завоевание женщинами

политических cBO(iolI. и свободы любви (осво(iОЖ/1.ение от пут (ipaKa). Пилсунский

познакомилсяс ~f()ЛОНЫМИактивисткамиженскогонвижения.

VfI'

t\1allJeeB и'щавал во I3ладивостоке еЖСНСl\еЛI,НЫЙ журнал" ПРИРОl\а и ЛI<ЩИ ДаЛI,не!"t)

Постока rПОСТО'lная неl\еля J" с 29-го января по 30-е ИЮЛЯ 1906 пща (110 стаptшу

стилю). n этом журнале (1ыла опубликована серия реllортажей ПИЛСУНСКOI'о пон

общим заГОЛОВКО~f "Из Японии". П CTaТJ,e в 8-м номере журнала сообщается о

неурожае в севсрных префСК'Iурах острова Хонсю и () ТОМ. '1'1'0 для [l()МОЩИ

[юстр;щаВJJlИМбыли устроены сборы пожертвований и ряд благотворительных
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концертов. Далее Пилсудский делится Вlrе'lатленинми o(j о/\ном Н3 этих концертов и

ocoueHHO OTMC'laCT ИЗЯЩНОС исполнение на рОШlе I'-ЖОИ Та'!Н6ана "Балла/\I,I" Шопена

и заме'lатеJII,НОС исполнение г-жой Фу/(жии РОМаНСОВ Баха. Франца и Брэча.30

БлаГОТlюрительНl,'Й KOНl\CPT, о котором IJИlIJет Пилсу/\ский, CiblJl устросн 11-1'0

февраля 1906 I'ода в Токийском МУ'3l,lкаЛЫIO~1 У'IИЛИЩс (нынс Токийском

художсствснном УНИl!срситете) по ИНИI\иативе СТУ/\СIIТОВ Университета I3асэ/\а 

урожснцев IlOстра/ЩAlIIИХ префеК'IУР,

"Г-жа Фуджии", IIохналсннан ПИЛСУ1\СКИМ. - это Фу/\жии Та~lаки (1884-1946),

которая I! то I!рСМЯ У'IИJIaСI, на высших курсах по классу вокала и 0l(HOBPCMCHHO

прсподанала псние н качестве ассистентки.31 Или, может 6ып" лучше сказа'IЪ, что

это 6удущая Миура Тамаки, 2000 раз в ТС'lсние 20-ти лет ИСIюлнявшая партию

героини R OIICPC ПУ'l'lИни "Мадам Баl'герфляй" на CI\eHC МНОПIХ театров мира. 13 то

врсмя Тамаки 6ыл 21 пщ. О ней Пилсу/\ский пишет:

" ... если г,ы она СОJ'JlасилаСI, IJOeXaTl, в Европу, то я уверен. 'ПО она приог,рсла г,ы

там своим пением IlOlJулярноетr, и flссо6щее ПРlпнание. "32

КОНС'!НО. Пилсудский никак не мог знаТI" '1'1'0 'lepcJ 9 лет Тамаки с УСlfехом г,удет

l\е(iютировап, в ЛOfIl\ОНС в Оllерном театре. О/\нако можно сказа·IЪ. '!то CI'O слова

прекрасно IIJ1C)\сказали блестящее г,у/\ущее lJевИI\Ы.

Другой ИСlюлнитеJ1l,НИЦСЙ. "г-жой Та'lи6ана". (iыла Та'lи(iана ИТОЭ (1873-1939),

профессорпо классуфортепианоIJ Токийском MYJblKaJ1l,HoM У'lИлище. Она занималаСI,

IIОД РУКОВО)\СТВОМ PYCCKOI'O немца, философа и MyJblKaHTa Р. Kc6era.33 KrOMC ТOI'О.

Итоэ писала стихи. Ес "танка" (краткос стихотворение раЗ~IСром в 5-7-5-7-7

с!юпm) проникнугыоп\ущснисмКрИJисабытия и саМООТГJlщанием.Итоэ IfГЮЖИJШвсю

своюжизнь незамужнеЙ.

[3 "РУКОIfИСЯХ Б. ПИЛСУ)\СКОI·О". хранящихся в Краковс в 6и(iлиотеке Польской

Академии наук, еС11> два ПИСI,ма Итоэ к Пилсу/\скому. Одно из НИХ (от 20-1'0 фенраля

190fi ,'ода) - ответ Итоэ на благодарственное. полное восхищения се игрой ПИСЫ\Ю

ПИЛСУl\СКОГО - (уП!ст, исполненный СКРОl\fностью.34 Но надо сказаТJ,. что это была се

истинная СКРОМНОСl1,: скромность характера и етрОI'ОС1Ъ во ЮI'ля/\ах на J\lYJlтIKY. В то

время Кебср преподавал философию в Токийском имперском унивсрситете, I!ел класс

фортспиано и теории музыки в ТОКИЙСК(Щ МУJыкалыюм училище, а также русский

язык в ТОКИЙСКОМ институте иностранных языков. Через 7 месяцев после этого

концерта Kc(iep ушсл с ДОЛЖНОСТИ IIРСIIOl\аватсля в институте35 и можно

IlреЮIOJЮЖIfП,.'11'0 ПилсудскомуrrредложилиЗIУ )\ОЛЖНОС'IЪ,но он отказалсяот этого

rrрсдложсния.36

Из другого IJИСhма Итоэ от 27-1'0 февраля 190fi го)\а стаНОflИТСЯ ясно, '/то

ПИЛСУДСКИЙ всле)~ Ja первым послал ей ВТОроС rrисыю с IIРОСI,(iой о фОТОl'рафии.37

Это (jыла. )\олжно быть, нсжелатеJII,ная прос,,6а для Итоэ, не люг,ИВJlJей
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фОТОI"рафироваТI,СЯ. По со)\ержанию этого IIИСhма также ви)\но, ,[то Пилсу)\ский IЮ

первоначальному (!Лану намерен был остаВИ1Ъ ЯIIОНИЮ раНЫllе.

Как [iыло Bbl!lle указано. Пилсу)\ский нео)\нократно встрс'[ался с "НОВЫ~fИ

женщинами" и, СУ)\Н но его вопросам к ним. оценивал их 1\еятеЛЫIOС1Ъ lюложитеJlI,НО

в ОТЛИ'lие от Ke[iepa. l3ероятно. разносторонняя O)\apeHHOCI"!> Итоэ рисовала

Пилсудскому совсем l\РУГУЮ женщину. и IIОТОМУ краЙllе скромное со)\ержание ее

ответного lIисьма было )\ля нее неОЖИ1\анным. ОЩlако заОIJное знакомство с Итоэ

позволило УНИДС1Ъ жеfПl\ИНУ тrаДИI\ИОННОГО склада мысли и консервативного

поведения, даже самоотрицания. В этом смысле переписка с Итоэ послужила

Пилсудскому драгоценным материалом )\ЛЯ понимания ЯllOнских женщин. По

Iюзвращснии в Галицию 011 ПРО'lитал открытую лекцию о [lOложснии женщин в

ЯIIонииЗ8 И написал статыо "Японские женщины". ПИЛСУ1\СКИЙ вместс с

фотографиями lIослал ее в редакцию журнала" I3сстник знания". о)\нако они. видимо.

НС вышли В СВСТ.39

IX

Особо следует отмеТlПI" '!то в ЯIЮНСКОМ еЖСНС1\елыюм журнале "Сэкай" ("Мир")

за ИЮJII, и август 190б П11lа ПИЛСУ1\СКИМ Ul,lла Оllубликована еп) lIервая наУ'lНая ста'lЪЯ

по проuлсмам аинов "Состояние сахалинских айнов" !шсстс с 5-тыо фотографиями,

С,J\еланными автором.40 Стат!,ю IIсревел УЭllа Сусуми (или Сусуму). Он изу'!ал

русский язык в Православной духовной семинарии в Токио41 и lIеревО1\ИЛ множество

документов православной I\СрКВИ. В то время Уэда работал журналистом и принимал n

Токио нодниску на "130ЛЮ" и заявки на размещение в неи рекламы. В ноябре того же

I'Оl\а он персводил бесс)\у CyНl' Ят-сена с Гершуни. (щним из ЛИ1\е!юв Партии

СОI\ИaJlистов-реВОJ!юционсров.42 Пилсудский наПИСaJ! "Состоянис сахалинских аинов"

как о'пзст на запрос янонского нраВИТСJlI,стпа, lIOЛУ'IИВlUеl'О Южныи Сахалин 110

Портсмутскому договору, но вместс с тем своси стат!,ей он. но всси всроятности,

хотсл прИВЛСЧl, внимание ЯIIOНСКOI'О общества к ужасному НOJюжению аИнов.

Пилсудский стремился к активным контактам с ведущими ЯIIОНСКИМИ этнО!"рафа~fИ и

ИССЛС1\ователями ай нов. Он uесс)\овал с l\ОКТОРОМ и "рофессором каФеllРI,1

аНТРОIlОЛОГИИ Токийского имперского унивсрситста Цуuой Сёгоро. В CTaTI,e

А[iОрИI'ены Сахалина" ПИЛСУllСКИЙ ссылается на тсорию Цу[iоя. Кроме того, он

нознакомился с "rcIЮl\авателемтои жс кафедры Тории РЮ1\30. Тории СОПРОВОЖl\aJl

ПИJ1СУllСКОГО К кургану в Токио, а в 1911 го)(у Оllу[iликонал в ЯIЮНСКИХ журналах

псревод ста'!ЫI Пилсудского "Die Urbewohner уоп Sachalin". 13 этой cTa'fltc "РИRС1\СНЫ

цита'П,1 и3 книги Тории "Тисима аину" (" КУРИJII,СКИСайны", 1903),

Взаимная нривязанносп,возниклау Пилсудскогои с женой Тории - Кимико. КОГllа
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n MaJ1Tc 1906 пща Кимико усзжала в Монголию, [(J1иглашснная на НJ1с(юдаватсю,скую

раБО1}' I! прилворную школу Каратин, ПИЛСУПСКИI1 ПJ10lюжал СС и при раСС'Гdвании

JюдаJ1ИЛ сй свою фотографию.43Кимико 6ыла с!(сциалистом МOIН'ОJJJ,СКОГОязыка и

'laCTo помогала мужу в работс с монгоЛ!,скими и маНl,'IЖУ['СКИМИ ИСТО'lникаМIf.

Eel'!> основании (ЮJIaI'а'!ъ, '11'0 во вrС~fИ НJ1с6ывания в Я!юнии ПИЛСУJ,СКОМУ

ПJ1еДЛОЖIfЛИ остановиТl,СИ в доме JIOKToJ1a фИЛОJIO!'И'JССКИХ наук, ПJ1СJ,сспатсли "

06щсства "J10СВСЩСНИН а60J1Ю'СНОВ ХоккаЙJ\О" Они::! Д'ВJП,итиро И занима'(ъся

аЙНСКIfМИ исследованиими.44 Дсло в том, '!то ЩЮфСССОJ1 Ояuэ HCJ1BblM в Японии

откrыл коммеР'lССКУЮ школу дли айнских житслсй и сам Н['СIЮJ,авал п этой ШКОЛС.

Извсстно такжс, что Пилсудский псрсписывался с HCJ1BblM JIJ1СJ\ССJЩТСЛСМ Ассоциации

ВJ1ачсй ХоккаЙl\О Сэкиба Фудзихико, учсными-айновсдами MYJ1ao Мотонага и Дзимбо

КО1Пр'd.45

х

Итак, 29-го ИЮЛЯ 19()6 п>да ПИЛСУ1\СКИЙ ссл п Нагасаки на аМСJ1иканский rrapoxoJ\ "

Дакота" , кото['ый 3-['0 августа 'JСJ1СЗ ЁкохамуО'llIЛЫЛ в Ситгл на '3аIIClДНОМ (ЮUСJ1СЖJ,С

США.4fi ЯПОНИЯ была для нозвращавшихся из СИU/fJ1И и сахалинской каторги

ССЫЛЫIЫХ нс uолсс, 'leM ЭКЗО'll-I'IССКИМИ островами на нуги осво60Жl,СНИИ из мест

заключсния, Однако думается, что НОСЫ\1Имсся'шое ПJ1Cuыпанис Пилсудского в Японии

было нс таким тяжслым, как его предыпущая, па и НОСЛСДУЮН\а5J жизнь. По вссй

ВСJ10ЯТНОС'Пf, он IЮЛУ'Jал зна'lИТСЛJ,НУЮ матсриалJ,НУЮ и I,УХОВНУЮ поддсржку, п чсм

сму во многом помогали Фтабатэй и Уэда. В заключение привсду цитату, КОСВСННО

JIOД'Пзсрждающую это мое IlреДIIОЛОЖСНИС.

Как 6ыло ужс указано, в 1914 l'oJ\Y Пилсудский высхал из KJ1aKona в IЗсну. I3еJ10ЯТНО

в ходе этой ПОСЗПКИ, В KOНl\C июня в Брюссслс он снопа упипслся с ЯIIОНСКИМ

социалистом группы "Новая эра" Исикапа СаНСИJ10.47 Эта BCTJ1C'Ja ПJ10изошла

случайно, КOI'па Пилсудский, видимо, с целыо найти средства к сущсствованию

!ЮСС11fJ1 ФJ1анцузского географа Рсклю, в 1,0MC KOTOJ1or'o в ::!то в['смя обосновался

послс многомесячных скитаний Исикапа. I3 носпоминаниих Исикапы так записаны

слона Пилсупского:

""По позв['ащеНIfИ В Енропу я начал занимаlЪСЯ исслспованисм аЙнов. А

J{СИТСЛJ,НОС'!Ъ J1Сlюлюционсра IIрекратил. Жснилси на хорошсй, J(об['ой ЖСНII\IfНС, но

нсданно жена умсрла." Когда он [Пилсудский - К.С ] сказал это, то ему стало так

!'['устно. '!то на глазах наnСРНУЛИСJ, слсзы. HCMHOI'O IIО\,0J\И ОН O'ICHL ссrJ,СЗНО и

грустно добавил: "Можно ЖСНИ'IЪСИ опить, но жслаТСJJl,НО - на 60!'атой женщине,

![(1нимающсй ~ЮЮ работу." Сра]у стало нсно, что ССЙ'lас 011 нс O'JCНl, С'Jастлив, IЗ0

ВJ1CМЯ прсБJ,шания в Японии eJ'O J'лаза и щски ИСКрИЛИСJ, молодостыо И нсжноС'п,ю, а
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TCIICpl, CI\) румяныс щски lIо6лекли и дажс глаза lIтускнели."4~

ЧСРС"j 4 года послс этой пстрсчи Пилсудский заКОН'lИЛ свою ЖИЗНI, В Парижс.
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プロニスワフ ･ピウスッキの観た日本

- 東京音楽学校の女流音楽家との交際を中心に-

沢 田 和 彦

はじめに

ポーランドの革命家にして民族学者プロニスワフ･ピウスッキは､1866年 11月2日(1)に

ロシア領 リトワのズーウフという町に生まれた｡1887年､ペテルブルグ大学法学部在学中

にロシア皇帝アレクサンドル三世暗殺未遂事件に連座し､サハリン島に15年(後に恩赦で

10年に減刑)の流刑となった｡この牢獄の島でビウスッキはギリヤークと樺太アイヌの言

語を習得し､その民族学的調査を行った｡刑期を終えた彼は､ウラジグォス トークのアムー

ル地方研究協会の博物館勤務となる｡やがてペテルブルグのロシア科学アカデミーからサ

ハリン原住民の資料収集を委嘱され､エジソン発明の蓄音機､蟻管 (録音､再生に用いる

蝋製の円筒)､カメラを携えて再度サハリンに向かった.ピウスッキは原住民とその文化の

擁護者となり､アイヌの曹長の姪チュフサンマとの間に一男一女をもうけた.

1905年 6月､日露戦争による日本軍のサハリン占拠の直前にピウスッキは妻子を残して

島を脱出し､極東ロシア､日本､アメリカを経て翌年ガリチア (オース トリア領ポーラン

ド)に帰った｡1905年 10月初旬から翌年 8月3日まで､途中一月半の極東ロシア訪問を除

く約 8カ月間の日本滞在中に､彼は神戸､函館､東京､長崎を訪れてー亡命ロシア人革命

家ー中国人革命家､作家の二葉亭四迷､ジャーナリスト横山源之助､日本の政界､言論界､

教育界の要人､社会主義者､民族学者やアイヌ研究家など実に多くの人々と多様な関係を

持った｡

ヨーロッパでは､しかしながら､アイヌ研究は正当に評価されず､学位をもたぬピウス

ッキは定職を得ることができないで､困窮生活を余儀なくされた｡1914年､彼は第一次世

界大戦必至の気配を察してウィーンへ逃れる｡さらに中立国スイスへ避難し､パリに流れ

つく｡そして1918年5月21日､セーヌ河のミラボー橋のたもとで水死体となって発見さ

れた｡失意 と孤独と亡命生活に疲れた末の自殺 とされているが､死の真相は今なお明らか

ではない｡それは､実弟ユゼフ･ピウスッキの指揮下にポーランドが悲願の独立を達成す

るわずか半年前のことであった(2)0

本稿ではピウスッキの日本滞在中の-エピソードとして､彼と東京音楽学校の女流音楽

家たちとの関わりを取り上げてみたい｡

Ⅰ

ピウスッキはマ トヴェ-エフがウラジヴォス トークで発行していた雑誌 『極東の自然 と

人々』に ｢日本より｣という記事を連載している｡
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おお ば か こう
ニコライ ･ペ トローヴィチ ･マ トヴェ-エフ (1865または1866-1941)は､大庭珂公に

よれば ｢日本 [箱館ロシア領事館]で生まれた最初の露国人｣で､ウラジヴォストークで

カデット党員として革命運動に加わり､市議会議員などを務めるかたわら､印刷 ･出版業

に携わり､｢ニコライ･アムールスキイ｣のペンネームを持つ詩人でもあった｡1919年に日

本に亡命し､大阪でロシア語書籍の印刷･出版業､次いで神戸でロシア語書籍商を営んだ(3)｡

1893-1898年の間にピウスッキはアムール地方研究協会の会員だったマ トヴェ-エフと

手紙のやりとりをしていた｡刑期を終え､1899年にギリヤークの青年エンディンを連れて

ウラジヴォス トークにやって来たピウスッキは､はじめコレイスカヤ(ポグラニーチナヤ)

通 りの財閥ツイムメルマンの家に仮寓し､次いでアプレクスカヤ通 り9番のマ トヴェ-エ

フ家に居を定めた｡この家は偽造パスポートを所持していた多くの革命家の隠れ家となり､

ここでポリシェヴイキの地下活動の秘密の会合がもたれた(4)｡マ トヴェ-エフの詩 ｢自然

の継子 (6.0.ピウスッキに捧げる)｣は､サハリン原住民に対するピウスッキの愛と､彼

とエンディンの歩んだ苦難の道のりを詠ったものである(5)0

クラクフのポーランド科学アカデミー図書館手稿部所蔵の ｢ピウスッキ ･マニュスクリ

プト｣中に､マ トヴェ-エフがピウスッキに宛てた手紙が2通残っている.-通は1905年

11月13日付(6)でウラジヴォストークから発送 したもので､雑誌 (『極東の自然と人々』の

ことだろう)を翌年 1月1日頃に発刊する予定のこと､近日中に自分が日本に出かけるこ

と､金が集まれば雑誌専用の小さなタイプライターを買い､集まった小額の金で雑誌用の

印刷資材と鉛版 と絵画を買うつもりでいること､印刷資材は既に日本で注文してあること､

自分の事業が軌道に乗ればピウスッキも気に入った仕事を恒常的に期待していいこと､も

し自分の不在中にウラジヴォストークに来るのであれば自分の事務所に居住し､仕事をす

るよう勧めている(7)0

もう-通は日付は不明だが､内容からして第-信からほど遠からぬ時期に書かれたもの

と思われる｡これは次のような 『極東の自然 と人々』誌のプランを伝えたものである｡

1)極東諸国の歴史､民族学､日常生活に関わる論文｡

2)極東の国家 ･社会 ･その他の活動家たちの伝記｡

3)これらの国々の旅行記｡

4)学術と芸術のニュース｡

5)短編小説とルポルタージュと詩｡

6)雑報欄｡

7)編集局の回答｡

8)広告｡

9)本文への括絵｡

年間予約購読料 送料別で8ルーブル､送料込みで9ルーブル (4646､t.2:55)

これら2通の手紙から､マ トヴェ-エフとピウスッキが親密な関係にあり､前者が後者

に援助の手を差しのべていたこと､マ トヴェ-エフが雑誌発刊前からピウスッキを執筆陣

の一員として念頭に置いていたことが分かる｡-通日の手紙がきっかけになったのであろ
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う､1906年 1月初頭､ピウスッキがウラジヴォス トークから再度来日した時はマ トゲェ-

エフと一緒だった(8)O

柵

雑誌 『極東の自然と人々 [東洋週報]』は1906年 1月29日(9)に創刊号が発行された｡｢極

東｣とは､本雑誌の定義によれば中国､日本､朝鮮､満州､アムール河中 ･下流域を意味

する(10)｡本誌は毎週コンスタントに出続けるが､同年 7月30日発行の第 27号でス トップ

する｡この雑誌の全体的概観と発行停止の事由については別稿に譲る0

マ トヴェ-エフがピウスッキに事前に手紙で依頼 したことは実現した｡『極東の自然と

人々』には後者の記事がいくつか見受けられる｡連載ものとしては ｢日本人支配下の南サ

ハリン｣(第4-5号､2月 19日､26日発行)と｢日本より｣(第 4-5､7-10､14-15､

20-21､23-24号)､その他に｢モンゴルの覚醒｣(第 21号､6月18日)､またこれは筆者

不明だが ｢異民族のなかの6.0.ピウスッキ｣(第 24号､7月9日)という記事もある｡

署名はおおむね ｢B.∩.｣もしくは ｢B.｣となっている｡但し ｢日本より｣の第 4号と第 23

号は無署名だが､いずれもピウスッキの手になるものとみなしておく｡なお第 5号の ｢日

本より｣は神戸で発行されていた週刊露文新聞 『日本とロシア』からの転載記事であり､

第 15号の署名 ｢B.P.｣は ｢6.∩.｣の誤植だろう(ll)｡その他に第 1号所載の ｢日本の原住

民たち-アイヌ｣と題した写真や､第2号所載の ｢アムール河中 ･下流域地方の原住民た

ち-イマン川のゴリド人たち｣という写真は､ピウスッキが撮影したものかもしれない｡

｢日本人支配下の南サハ リン｣は文字どおり､ポーツマス条約によって日本領 となった南

サハリンのその後の状態を伝えたものである｡ロシアが北サハリンを流刑地としているこ
くまがい

とに日本が危供を抱いていること､サハリンに派遣された移住 ･植民問題の専門家 ･熊谷

氏 [樺太民政署長官 ･熊谷喜一郎]とその視察団に加わった鈴木 [於兎平]氏の東京帰還

が待たれること､もう一人のサハリンの専門家でコルサコフ哨所の最後の副領事だった野
もとのL'

村 [基信]氏が東京に戻ったこと､サハリンの漁区借用の入札に多くの素人の日本人が集

まり､借用料を大幅に釣 り上げたこと､娼家や芸者をおいた茶屋も出現したこと､地名の

多くが変更になったことが述べられている｡

｢モンゴルの覚醒｣では､現在東京の中国人向けの特殊学校 ｢振武学堂｣でモンゴルの王

のひとりトルハ ト王が学んでいること､最近 ｢華人青年会｣が王歓迎の集会を開いたこと､

まもなく王妃も東京に到着し､日本実践女学校に入学の予定であること､内蒙古カラチン

の宮廷で2年間王の子供たちの教師を務めていた河原 [操子]女史が3人のモンゴルの少

女を連れて帰国し､少女たちは現在下田歌子女史の学校で学んでいること､河原女史の代

わりに3月に鳥居きみ [君子]女史が出かけたこと､彼女の夫は千島アイヌの研究で有名

な若い学者で､モンゴル語とモンゴルの風俗､習慣を学ぶべく2ヵ月後に同じくモンゴル

に出発したことが記されている｡

君子の夫 ･鳥居龍蔵は当時東京帝国大学理科大学人類学教室の講師であり､ピウスッキ

は彼と交わりを結んだ｡鳥居はピウスッキを東京西ヶ原貝塚に案内し､また1911年には彼

の ｢樺太島に於ける先住民｣をドイツ語版から訳出した｡この論文には鳥居の著書 『千島
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アイヌ』(1903)からの引用が見られる｡ピウスッキは君子とも親交を結び､3月5日に彼

女が東京を発つ時に見送ってやった(4646､t.2:5-6)｡後に君子が出発の情景を回想しつ

つ､｢勇ましき諸声して 『鳥居夫人寓歳』と呼ぼるゝもうれしく覚束なき日本語もて 『サヨ

ナラオクサン』と帽子捧げて呼ぶ露西亜人も亦愛らしく､｣(12)と書いた ｢露西亜人｣とはピ

ウスッキのことである｡

｢異民族のなかの6.0.ピウスッキ｣は､｢ギリヤーク人の村でギリヤーク人の民話と歌謡

を記録するピウスッキ｣と題する写真を添えて彼のサハリンでの異民族調査活動を紹介し

た短い記事で､｢現在6.0.は日本にいて､自分の研究を整理中である｣(13)と結ばれている｡

ⅠⅠⅠ

次に ｢日本より｣の内容をかいつまんで紹介しよう｡第4号は日露戦争の帰還兵士を凱

旋門を作って歓迎する様子が､凱旋門の挿絵 2枚を添えて語られている｡

第 5号は前述のようにF日本とロシア』紙からの転載で､1906年 1月15日に銀行家倶楽

部が東京で盛大な宴会を催し､伊藤 [博文]侯と大隈 [重信]伯､阪谷 [芳郎]大臣が出

席したこと､伊藤侯が日本に広 く門戸を開いた外国資本に飛び付 くことの危険性を警告し､

大隈伯も伊藤侯の意見を支持して､｢経済的世界共通｣なるフレーズにのぼせ上がらぬよう

忠告したこと､大隈伯が 『東京経済雑誌』の最新号で政府閣僚にも産業界にも見受けられ

る保護貿易主義への熱中に反対して貿易の自由を擁護したことが､大隈伯の写真入 りで紹

介されている｡この記事が 『日本とロシア』の第何号から転載されたのかは不明である｡

第 7-8号 (3月12日､19日)ではまず約2,000人の日本人件虜の帰国､そして日本人

にとって停虜となるのは極めて恥ずべきであることが述べられる｡次に歌会始に話題が移
しんねんのかは

る｡今年のテーマは ｢新 年 河｣であること､国内国外から18,766首もの句が送られてき

たこと､第-等を獲得したのは宮内省御歌所録事の妻 ･遠山稲子女史の ｢なみならぬ年を

むかへて河の瀬のかみLもとなくいはふけふ哉｣という歌であること､最も優れた ｢撰歌｣

として天皇の前で披露される7首のうちに [在奉天]第六師団第一野戦病院詰 [陸軍]看

護卒 ･林清房の句 ｢家にある父はことしもたに河のなかれをくみてとしむかふらむ｣や､

東京の警視庁巡査の娘 ･長尾布美子の句 ｢河口はにきはひにけりあらたまのとしの初荷や

いまつきぬらむ｣が入ったことが紹介される｡次いで今年の新年の御進講はエジプトの保

護統治に関するものだったこと(14)､伊藤侯が韓国統監府へ出発したこと､その後若干省略

して､話題は地震に移り､まもなく大地震がくるというデマが流れて､ピウスッキは知り

合いの日本人からすぐさま公園に逃げるよう､またその後荷物をまとめて逃げる用意をし

ておくよう言われたこと､『東京二六新聞』夕刊に大地震は起こらないから心配する必要は

ないという大森教授の論説が掲載されたこと､そして片山潜が最近帰国したことが伝えら

れている｡

ピウスッキの記述には若干不正確な点があり､この年1月16日の『東京二六新聞』に載っ

たのは東京帝国大学教授今村博士の ｢大地震襲来説｣であって､それを否定する大森房吉

氏寄稿 ｢大地震襲来の浮説に裁て (一)(二)｣が2月1日と5日の 『時事新報』紙に掲載

されたのである｡またピウスッキは2月6日の夜､神田三崎町の吉田屋で開かれた片山潜
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の歓迎会に出席し､演説した｡

第 9-10号 (3月26日､4月2日)では砕氷船 [大礼丸]が2月9日に青森からサハリ

ンへ出発したものの､厚い氷に帰路を阻まれて3月6日にようやく小樽に帰着したこと､

樺太民政署長官 ･熊谷氏が東京に到着してかの地の情報をもたらしたこと､東京地方裁判

所で前年9月の日比谷焼き打ち事件の審理が行われていること､その際幾人かの検察側の

証人が警察に買収されていたのが判明したこと､本年3月 15日に同じ日比谷公園で東京市

電値上げ反対の市民大会が開かれたこと､3月25日には社会党党員の発起にかかる集会が

開かれ､それが暴動に発展して､自分もそれを見に日比谷公園へ駆け付けたのだが､自分

たちが到着するまでの有様を尋ねた相手が実は私服警官だったこと､翌日に7人の社会主

義者が逮捕され､そのなかには社会主義者の機関紙 『光』の3人の編集員全員が含まれて

いたこと､3月16日に鉄道国有法案が衆議院を通過し､それに抗議して加藤高明外相が辞

職したこと､西園寺内閣は政府の法案を通すために買収という日本の議会では珍しくない

手段をいとわなかったこと､それによって逆に国民の信頼を失い､新内閣への期待が裏切

られたのは誰の目にも明らかなことが伝えられている｡

1905年 10月に平民社が解散し､石川三四郎､木下尚江らキリスト教派の社会主義者が

『新紀元』､幸徳秋水､堺利彦らが 『光』と分裂してそれぞれ新聞を出すことになった｡ピ

ウスッキは双方のグループと交際した｡ここでもピウスッキの記述に不正確な点があり､

電車賃値上げ反対の市民大会が日比谷公園で開かれたのは3月11日と15日であり､日本

社会党党員が逮捕されたのは3月15日のことである(15)0

第 14-15号 (4月30日､5月7日)では現在東京で学んでいる清国留学生は6500人､

そのうち女子学生は約 200人であること､日清両国の学生による最初の集会が今年 2月に

開かれ､大隈伯と青木 [周蔵]子爵が開会の辞を述べたこと､清国の青年は民主主義の理

想を抱懐しているばかりでなく､その四分の三は革命的ですらあること､彼らのリーダー

は最近清国を脱出してきた孫逸仙 (孫文)であること､東京で昨年から清国人の機関誌 『民

報』が発行されていること､昨年に彼らの雑誌 『二十世紀之支那』の創刊号だけが出たこ

とが述べられている｡前述のように､ピウスッキはこれら在日中国人とも交わりを持った｡

第20号 (6月11日)ではゴーリキイの来訪が日本で待ち望まれていること､ゴーリキ

イのみならずロシア文学全般の最も優れた翻訳者は長谷川 [辰之助｡二葉亭四迷の本名]

氏であること､メーデーに阪神電鉄の乗務員たちが労働時間短縮と公平な賞与金配当を求

めてストライキを起こしたこと､だがロシアと違って日本の官憲は暴力に訴えてこれを鎮

圧しようとはしなかったことを述べ､本事件の情報源である『光』紙から､｢此同盟罷工は

直接見るに足るべき利益を得ざる如しと錐も､資本家をして反省する所あらしめ､労働者

は団結の必要を悟るべき点に於て間接の利益は決して少なからざるべし｣(16)と引用してい

る｡ピウスッキが二葉亭四迷と極めて親密な間柄となって､彼から物心両面で様々な援助

を受け､二人で ｢日本 ･ポーランド協会｣を設立したことはよく知られている(17)｡

第 21号では1905年に国書刊行会が設立されたこと､その名誉パ トロンは大隈伯である

こと､出版予定の図書は､

1) 『古今要覧稿』全 560巻
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2)『続々群書類従』全 5,000巻

3)藤原兼実 『玉葉』全 68巻

4)『新井白石全集』全 400巻

5)『近藤正斎 [近藤重蔵の号]全集』全400巻

6)『新群書類従』全3,000巻

であること､ロシアの東洋研究機関の図書館はこれらの図書を購入すべきであることを

伝えている｡

第23号 (7月2日)では4月30日から5月5日まで東京で挙行された征露凱旋陸軍大

観兵式の模様が伝えられている｡ピウスッキは､｢日本の兵士は貴国の女学生ですよ｣とい

うロシア通の日本の知人の言葉を引用し､日本では国民と軍隊と最高権力の相互関係が実

に牧歌的であって､他のすべての国々から見てこれは羨むべきことであると述べている｡

第 24号の ｢日本より｣は ｢教育に関する大臣の訓令｣という副題が添えられている｡新
のL'あき

たに文部大臣に任命された牧野 [伸顕]氏が6月初めに学生の思想､風紀の取締 りについ

て訓令を発し､そこに初めて ｢社会主義防止｣の語句が登場して少なからぬセンセーショ

ンを惹起したこと､保守的､日和見主義的な新聞 『東京日日新聞』はこの訓令を支持した

こと､『時事新報』は訓令に極めて辛殊な批判を加えたこと､最も保守的な新聞 『日本』は､

訓令が対象とするのは社会主義ではなく ｢極端なる社会主義｣であるとしてこの訓令を擁

護したこと､『光』は大臣にしかるべき逆ねじをくわしたことを伝えている｡ピウスッキは

『光』以外の新聞の反応を同紙所載の記事 ｢牧野文相の訓令｣から引いたものと思われるが､

『東京日日新聞』は彼の紹介とは違ってこの訓令を批判している(18)0

以上 12回にわたる ｢日本より｣の連載記事は､テーマが実に多種多様にわたっている｡

民族学者であり､革命家であり､文学にも造詣の深かったどウスッキの広い目配 りが遺憾

なく発揮されており､1906年前半､というより日露戦争直後の日本の様々な側面が浮彫 り

にされているといってよい｡記事の材料は､彼自身の個人的体験と 『光』をはじめとする

新聞記事の双方から成 り立っている｡まもなく大地震がくると家主に脅されて身の回りの

品をまとめる箇所や､知人から聞いて日比谷公園の暴動を見に駆け付ける箇所は､ピウス

ッキの日本での暮らしの一面と彼の旺盛な好奇心を防裸とさせておもしろい｡新聞記事は

二葉亭もしくは後述の上田あたりが､彼のために翻訳してやったのだろう｡

Ⅳ

前に省略した第 8号所載の ｢日本より｣の中程の部分を､若干長 くなるが引用する｡

凶作に打ちのめされ飢餓に苦しむ東北地方からの悲しい知らせが絶えず届き続けて

おり､日本のみならず外国でも寄付金の募集を呼び起こしている｡

イギリスとアメリカから数千人が被害者に援助の手を差し延べている｡日本では義
よろヂ

損金の募集が行われている｡最も購読者の多い新聞の一つ 『寓 朝報』は米の寄付を受

け付けている｡不幸な人々に援助の手を差し延べたいと願うすべての人々にわざわざ
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縫った小袋が配付され､本新聞の編集局はそのような袋を毎日数百個受け付けては､

寄付者の指示に従ってその後村々へ送り出している｡

東京では飢餓で苦しむ人々のために一連の演奏会が催された｡被害を受けた県の出

身者である若い学生たちのイニシアチブで催された音楽学校でのある演奏会で､大隈

伯が演説を行った｡この日本で最もリベラルな内閣の元首相で議会の進歩党の党首は､

あらゆる社会事業や進歩的な企図に常に理解を示す｡この人物は官僚制機構を敵とし､

熱のこもった演説のなかで高齢にもかかわらず (大隈伯は80歳を超えている)両のこ

ぶLを振り回しながら､官僚と､国の広大な地域における凶作という深刻な問題に対

する彼らの無関心な態度を激しく非難した｡大隈伯の意見はとどのつまり､政府がタ

イミングよくこの間題に手を打っていたら､飢笹は回避できただろうというものだっ

た｡｢政府に統治されている人々がその政府のもとで飢笹に苦しんでいる､そういう政

府は今自己の無力さと無用さを証明しているのであります｡｣拍手の嵐が､若々しい魂

を持った尊敬すべき長老のこの演説に対する返答だった｡

この演奏会に行って､日本人が日本の民族音楽とは全 く異なるわがヨーロッパの音

楽を理解する資質を備えており､またそれを伝える能力があることを私は確信した｡

梼女史は優雅に心をこめてショパンの｢バラード｣をピアノで演奏した｡藤井女史は

バッハとフランツとプレチ(19)のロマンスを数曲歌った際に､見事に響 く快い声- ソ

プラノの力と優 しさのすべてを発揮した.もし彼女がヨーロッパ行きを承諾すれば､

彼女はかの地で自分の歌によって人気を博し､世間から広く認められるだろうにと私

は確信する(20)0

ピウスッキが書いているように､1905年の東北地方は冷害による大凶作に見舞われた｡

とりわけ大きな被害を受けたのが宮城､福島､岩手の三県だった｡宮城県の米の収穫は平

年に比べて1割 2分の出来高､福島県は2割 4分､岩手県は3割 3分の出来高だった(21)0

1906年初頭の各新聞は凶作関係の記事が目につき､義持金に関する情報が紙面をにぎわし

ている｡ピウスッキが伝えたように､『寓朝報』は ｢同情袋｣に白米を詰めて東北地方へ送

ることを呼び掛け､それに応えて白米や見舞金が続々と集まる様子を ｢同情袋に対する同

情｣という欄で連日報道している｡

ピウスッキが訪れた演奏会とは､宮城 ･福島 ･岩手県出身の早稲田大学の学生が組織し

た東北凶作地救済会が､1906年2月 11日午後 1時より上野の東京音楽学校(現東京芸術大

学)で開催した慈善音楽会のことである｡慈善音楽会はとりわけこの月に多 く､9日から

18日頃までほとんど毎晩開かれ､いずれも大入 りだった(22)｡なかでも11日の音楽会は豪華

な顔ぶれで､｢入場券も頗る売行好 く且つ各国外交官等も多大の同情を寄せ臨席するもの多

Lと云ふ｣(23)｡諸新聞の記事を総合すると､当日のプログラムは次のとおりである0

｢第 1部｣(1)開会の辞 (2)常盤津､常盤松島 (文字太夫､三登勢太夫､岸滞文

字兵衛､岸淳八百八)(3)長唄､｢甲｣大薩摩､鞍馬山 (芳村伊十郎､杵屋六左衛門)

｢乙｣楠公 (芳村伊十即､杵屋六左衛門､岡安喜代八､杵屋勘五郎)(4)演説 (大隈

伯)
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｢第 2部｣(1)ピアノ独奏､バラード(稀糸重)(2)独唱､アリアフロムフリジョー

フ (藤井環)(3)ヴァイオリン独奏､ローマンツエ､ガヴオツテ (プロフエッソル､

ユンケル)(4)独唱､甲､ウイルストドウダインヘルツ､バッハ作､乙､エスハット

デイローゼ-､フランツ作(藤井環)(5)ヴァイオリン､ピアノ合奏､ソナタインジー

マイノル (ユンケル､フォンケ-ベル)(24)

当時は慈善音楽会のように聴衆を多 く集めるためには洋楽だけでは収入に見込みがない

ため､邦楽を組み合わせた和洋折衷のプログラムにした(25).入場料は一等2円､二等1円､

三等50銭で､その収入はすべて救済に充てられた(26)｡当日は､｢聴衆頗る多く殊に高輪な

る内親王殿下の御貴臨ありたるは誠に光栄のことなりし｡〈中略)全 く終りたるは四時半な

りき｣(27)0

早稲田大学の東北凶作地救済会の会長をつとめた大隈重信の演説も､当日の呼び物のひ

とつだった.先に見たように､｢日本より｣のなかで大隈の名が繰 り返し言及されていた｡

ここでも ｢この日本で最もリベラルな内閣の元首相で議会の進歩党の党首は､あらゆる社

会事業や進歩的な企図に常に理解を示す｡この人物は官僚制機構を敵とし､(中略)若々し

い魂を持った尊敬すべき長老｣と評されており､ピウスッキは日本の政治家のなかで大隈

を最も高く評価していたと考えていい｡なお大隈が批判 した ｢政府｣とは､この年の1月

7日に成立したばかりの西園寺公望内閣を指す｡

Ⅴ

日本人の演奏に関するピウスッキのコメントは､高度な音楽理解の自信に裏打ちされて

いる｡井上紘一氏は彼の子供時代を叙述しつつ､こう書いている｡

また父親は折 りにふれて趣味のピアノを家族に弾いて聞かせたと言う｡プロニスワ

iiLJ=T._､一､-∴_二､三一一一_-I_-_-I"⊥ -_-I/_:一二⊥ここI.･㌔_∴i_ノ=G;∴

｢前列右端が藤井環 (『東京芸術大学青年史 東京音楽学校篇』
1､1987)｣

104



プロニスワフ･ピウスッキの額た日本

フが後にサハリンで立証した ｢耳の良さ｣も父のピアノのお蔭ではないかと思われ

る(28)0

ピウスッキが称賛した二人の女流音楽家のうちまず ｢藤井女史｣とは､当時東京音楽学
たまき

校研究科声楽2年に籍をおき､同時に ｢唱歌｣の授業補助をつとめていた藤井 環のことで

ある(29)｡あるいは後に欧米各地で20年間に｢蝶々夫人｣の2,000回公演を成し遂げた三浦

環 (1884-1946)の若き日の姿と言った方がいいかもしれない｡旧姓･柴田環は1900年に

東京音楽学校予科に入学し､外国人教師ユンケルに声楽を学んだ｡英国製の真っ赤な自転

車で海老茶の袴に大きな蝶結びのリボンを風になびかせながら通学して､｢自転車美人｣と

評判になった｡当時若い女性が自転車に乗るなどは破天荒なことだったのだ｡同年､陸軍

三等軍医の藤井善一 と内祝言を挙げる｡在学中の1903年､日本最初のオペラ公演､グルッ

クの歌劇 ｢オルフェオとエウリディーチェ｣にエウリディーチェ役で出演し､オペラ歌手

として認められた｡翌年に本科を卒業｡1907年に声楽科の助教授となるが､1909年に離婚

して､音楽学校を辞職｡1911年に開場 した帝国劇場歌劇部専属の主席歌手となった｡1913

年､東京帝国大学医学部助手の三浦政太郎と再婚し､翌年夫とともにドイツへ留学するが､

第一次世界大戦が勃発｡1915年にロンドン･オペラハウスでプッチーニ作曲の ｢蝶々夫人｣

を演じて大成功を収めた｡これ以来日本最初の国際的プリマドンナとして世界を舞台に活

躍した｡

わが国では1872年に学制が発布されて近代教育制度が発足した｡1879年に教育令が布

告され､同年本郷の文部省内に音楽取調掛が設置された｡1885年2月にそれが音楽取調所

と改称され､上野公園内に移転｡同年 12月には再び音楽取調掛となり､1887年に東京音楽

学校となった｡1893年に高等師範の付属音楽学校に格下げとなり､その後再び独立したの

は1899年のことである｡

ピウスッキが環の独唱を聞いた東京音楽学校の奏楽堂は1890年に落成した｡ホールは梁

行 16メートル､桁行 26メートルで､客席は最初は長椅子､後には380席の固定席､小規

模だが近代的な音響効果がその設計によって得られた｡歌の上手､下手がはっきり表れる

ので､歌い手にとっては厳しい演奏会場だったという(30)｡環の歌った曲のうち ｢アリアフ

ロムフリジョーフ｣は､マックス･ワルダウ作詞､フランツ作曲の｢ある墓地(EinFriedhof)｣

のことか｡｢ウイルス トドウダインヘルツ､バッハ作｣は､J･S･バッハまたはその子W･

F･バッハ作曲の ｢ジョヴァンこのアリア 『汝が心われにあたえずや』(AriadiGiovanni

"WillstdudeinHerzmirschenken")｣である｡また ｢エスハットデイローゼ-｣は､ア

ゼルバイジャンの詩人 ミルザ･シャフイ作詞､ボーデンシュテツト訳､フランツ作曲の｢ば

らは嘆いた (EshatdieRosesichbeklagt)｣のことである｡この時環は21歳｡｢もし彼

女がヨーロッパ行きを承諾すれば､彼女はかの地で自分の歌によって人気を博し､世間か

ら広く認められるだろうに｣というピウスッキの評言は､現実とは逆のことを仮定する条

件法の構文で表現されている｡環がこの9年後にヨーロッパで華々しいデビューを飾るな

どとは､ピウスッキには思いもよらなかっただろうが､結果としてこの言葉は彼女の将来

を見事に予言したことになる｡ヨーロッパ放浪の途次､彼が日本の歌姫の噂を耳にしたか

どうか､あるいは再度彼女と会ったかどうかは不明である｡
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Ⅵ

ピウスッキが感銘を受けたもう一人の女性演奏家､｢橘女史｣とは､当時東京音楽学校の
いとえ

ピアノの教授だった橘糸重 (1873-1939)のことである｡糸重は1888年に東京音楽学校予

科に入学し､ピアノを専攻｡1892年に本科専修部を卒業後同校で教鞭をとった､ケ-ベル

門下のピアニス トである｡｢明治三十年前後の音楽会では､幸田女史 [幸田露伴の妹･幸田
さち
幸]のヴァイオリンと相並んで､橘女史のビヤノが演奏の花形だった｡｣(31)ケ-ベルが東京

音楽学校で嘱託講師としてピアノと音楽史を教えたのは､1898年から1909年までである｡
まさる

後にケ-ベルのギリシア古典方面の門弟 ･久保 勉は二人の師弟の交わりをこう書き残して

いる｡

橘さんが例のボーイの鈴木に案内されていとも静かに先生の部屋へ這入って来､す

こやかな先生の顔を見ると､いかにも嬉しそうににこノ(､しながら先生と握手する場

面を今なほあり/へ と想ひ浮べることができる｡〈中略)こんな風で且つ共通の話題も

さう多 くはなかったので､別に話がはずむといふ程でもなかったに拘らず､主客の間

には少い言葉と言葉との間に潜む互の心持が単に一緒にゐるといふことから以心伝心

で充分に組取られる､と言ふよりも寧ろおのづからにして相通ずるといふ風であっ

た(32)0

糸重は音楽方面でケ-ベルに一番近しい弟子で､博士は自分の楽譜､音楽書､作曲草稿

は彼女に譲ると遺言した｡

また糸重は佐々木弘綱･信綱親子に師事し､雑誌 『心の花』に短歌を寄せる歌人でもあっ

たO島崎藤村研究家 ･伊東一夫氏は彼女の短歌をこう評しているO

特に前近代的思想の流れをひく日本の多 くの歌人のなかにあって､自我が鋭く追及

され､存在の危機をひたむきに告白していることは､藤村の小説 ｢破戒｣と同じく､

著しい近代性を示している｡これらの歌が､自我または生のありかたを通して､人生

の深淵にふれ､そこに生れる､孤独 ･寂慶 ･絶望などの実存的自覚の悲劇を､伝統的

詩形において､素朴な､しかし沈痛な詠嘆として形象されていることは十分注意され

なければならない｡(中略)このようなきびしい自己否定の表現は､明治期には珍しく､

罪の自覚におけるキリス ト教的実存の陰影に濃 く染めなされているのである(33)0

糸重が残した400首近 くの句のうち一句紹介しておこう｡

つまれけりすてられにけりふまれけり

すくせったなき名もあらぬ花(34)

演奏会当日､佐々木信綱は糸重に次の二首を贈った｡
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とせ またまをごと
人の世 にいく年ひめし真玉緒琴

うえtfと
世にひ ゞくてふ飢人のため

みちのくやま
み雪ふる陸奥山のうゑ人が

胸にひ かゞむ清 き調べの(35)

1898年､東京音楽学校選科下級ピアノ科に島崎藤村が入学 した｡糸重が彼にピアノを教

えた縁で､二人の間に親交が生まれ､恋愛感情の存在 も指摘されている｡藤村の詩集 『落

梅集』には糸重の存在が影を落 としてお り､小説 『水彩画家』のバイオ リニス ト柳沢清乃

と､『家』のピアニス ト曽根千代のモデルは彼女 とされている(36)｡糸重は生涯独身を通した｡

1937年には佐々木信綱 とともに第一回の帝国芸術院会員に任ぜ られた｡

Ⅶ

雑誌 『音楽』の 1906年 4月号に ｢露国人類学者 ピル ドゥスキー｣と題する次のような記

事が掲載されている｡

目下来遊中の露国人類学者ピル ドゥスキー氏は流石に本場育ちとて音楽の噂みも浅

からざる由なるが去る紀元節の上野音楽学校慈善音楽会に赴 きての評 と云ふを聞 くに

彼は幾多の楽人中橘糸重女史を以て歌人にも勝れたる名手な りと感心 し其徐 りにや

近々中同女史に書状を以て交際を求めんと欲する旨語 りつ あゝりき(37)

これをピウスッキは実行に移 した｡彼に宛てた糸重の返信が 2通､前記 ｢ピウスッキ ･

マニュスクリプ ト｣中に含まれていたのである｡次にそれを紹介 しよう｡

1.1906年 2月20日付の書簡

[封筒 表] 京橋区尾張町

箱館屋方

プロニラウ､ピルス ドスキー様

[封筒 裏] [東一破れてこの字なし]京音楽学校ニテ

橘糸重

[消 印] 2月21日

御程 との御手紙たまはりありがた く

拝見仕候

去十一日の演奏会に私のはかなき

すさび衝き 下ゝされ候よし われながら

心にみたぬふしのみにて作曲者に

封しても罪浅からずと心苦 しく
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ぞむじ居候を過分の御はめにあづかり

何となく恐入候 いさ かゝたりとも御心に

叶い候はまことに望外の喜びに

御座候 されども今は決して/＼私の

功にてはなく全 く曲そのもの 美ゝと

常にをしへをうけ居候ケ-ベル先生の

御意による事とぞむじ候

猶又御祖国の御さま御父君の

御話など御きかせ下されありがたく志らぬ

とはきさかゐまでさまノ＼於もいやられ

まをしく

終 りに御健康を祝し上候

まずは右御返事

まで

二月 かしこ

二十日

雨の音を

き つゝゝ

橘 糸重

拝

プロニラウ､ピルスドスキー先生

御まへに (4648:2-3､33)

この書簡から､ピウスッキが糸重に礼状を送 り､その演奏をはめたたえたことが分かる｡

彼女の演目は ｢ショパンの 『バラード』｣だった｡それは恐らく ｢バラード第-番 ト短調｣

だろう｡彼女はショパンとブラームスを得意にし､好みでもあった(38)｡書簡 4行目の ｢わ

れながら｣から13行目の ｢ぞむじ候｣まではまるで女学生の文面のようだが､当時糸重は

32歳で教授の地位を占めていた｡だがこのセリフは多少の謙遜を差し引いても､彼女の性

格と厳しい音楽観が言わしめた本音と解すべきである｡生き方の苦悩がにじむ彼女の歌を

一句引用しておく｡

なりはひはかなしかりけりあやまちて
(ママ)

ピアノ人となりしいくとせ(39)

｢常にをしへをうけ居候ケ-ベル先生の御恵｣に糸重が言及していることも確認しておき

たい｡この音楽会にはケ-ベル自身も出演し､ユンケルのバイオリンと ｢ソナタインジー

マイノル｣(40)を合奏した｡ケ-ベルは東京音楽学校以外の普通の演奏会には出なかったが､
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報酬をとらない慈善音楽会にだけは出演した(41)｡この文面からして､ピウスッキはケ-ベ

ルなる人物についてある程度の知識を備えていたと考えてよい｡この時ケ-ベルは東京帝

国大学と東京音楽学校以外に東京外国語学校でも教鞭を執っていた｡これは日露戦争に

よってロシア人講師がいなくなったための代役だった｡東京外国語学校の ｢外国教師｣就

任期間は1904年9月から1906年9月までの2年間のみである(42)｡後にピウスッキはずコ

バネから二葉亭にこう書きよこしている｡

幾度か日本について考えました｡当時私に幾つも申し入れられた､学校で教える仕

事をなにゆえ引き受けなかったのかと､今悔んでおります(43)0

この音楽会の7ヵ月後に講師をやめたことからして､ケ-ベルには外国語学校で教鞭を

執 り続ける意思はなかったものと推察される｡恐らくピウスッキに外語講師就任の要請が

あったのだろう｡

｢御祖国の御さま御父君の御話など御きかせ下され｣という一節もおもしろい｡糸重が演

奏したショパンは言うまでもなくポーランド人であり､｢御祖国の御さま｣は多分二人の間

にその話題が出たことを物語っている｡また前述のように､ピウスッキの幼年時代に父親

が折りにふれて趣味のピアノを家族に弾いて聞かせた｡｢御父君の御話｣はそれに関わるこ

とだろう｡

封筒の ｢箱館屋｣は1874年開業の､氷と牛乳と洋酒類を扱う日本のバーの元祖 ともいう
しんたいぞう

べき店である(44)｡店の主人は信大蔵という人物｡もと尾張藩江戸話の武士で､榎本武揚に

従って五稜郭の戦いに参加し､銃弾を6発受けたという前歴を持つ｡ウラジヴォストーク

方面のロシア人と取 り引きがあり､亡命外国人や旧幕臣が常にたむろしていた(45)｡ピウス

ッキは東京滞在中この店の2階に居をすえていた｡木下尚江は二葉亭との会見をこう回想

している｡

何時も銀座の箱館屋と云ふ店の二階で会った｡薄暗い､まるで地下室か巌窟かのや

うな閑かな一室(46)0

Ⅷ

2.1906年 2月27日付の書簡

[封筒 表] 牛込区市谷加賀町-の一五

上田 将様にて

[ブロー破れてこの2字なし]ニラウ ビルスドスキ様

[封筒 裏] 橘糸重

拝

[消 印] 読み取 り不能
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ふた びゝ御状かたじけなく拝し上候

御作の於もむき何とも恐入候 折角の

御言葉に御こたへいたす筈には候へど

わたくLなどの写真あまりいか ゞはしく

且はた いゞま手元に一葉もなく これより

作らせ候にては御帰国の御間にもあふ

まじくぞむじ候ま 学ゝ校の人々と

ともに写し候ものさし下し申べき

やとぞむじ候へど御思召いか ゞにや

うか いゞ上候

かしこ

二十七日

橘 糸重

拝

ビルストスキ様

御許 (4648:4､34)

この書簡からは､ビウスッキが即座に第二信を糸重に送ったこと､そこで彼女の写真を

要求したことが分かる｡これは糸重にとっては気の重い要求だったにちがいない｡彼女の

｢橘糸重 (F東京芸術大学青年史 演奏会

薫』 1､1990)｣

写真嫌いは､『心の花』の同人や東京音楽学校の教

え子がことごとく口をそろえる有名な事実であ

る｡例えば､

橘さんは写真を撮るのが一番嫌であった｡

会の記念写真などには､いつも最後の列に加

はってゐて､パッとシャッターを切った時に

は､すっとしゃがんで了ふ｡偶々少数で前の

方に居なければならぬ時は､見事にうつ向い

て了ふ｡その時刻を観ることのうまさ｡斯 く

て正面をきったのがありとすれば､立派に国

宝的存在といって宜い位のものだ(47)｡

筆者は糸重の写っている写真を全部で11葉見

たが､そのうちカメラを見つめている ｢国宝的存

在｣のものは2葉のみだった｡｢学校の人々ととも

に写し候もの｣は､卒業写真かなにかだろう｡ピ

ウスッキの遺品中に糸重の写真は見当たらず､彼

女が最終的に彼の依頼に応えたかどうかは不明で
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ある｡もっともピウスッキは他の日本女性に対しても同じ要求をしていたようで､そのよ

うな写真が 1葉残っている (4648:51-52)｡

｢これより作らせ候にては御帰国の御間にもあふまじくぞむじ候ま ｣ゝというくだりも見

逃せない｡ピウスッキはこの後長崎へ行き､同地で汽船 ｢ダコタ｣号に乗 り込んで横浜を

出港するのはこの年の8月3日のことだが､比較的長期にわたる日本滞在が当初からの予

定ではなかったことが分かる｡同年 2月8日の 『東京朝日新聞』に ｢露国人類学者｣ と題

してピウスッキに関する記事が掲載されているが､その後半部にも次のような記述が見ら

れる｡

尚同氏 [ピウスッキ氏]は本月中を日本の研究に費し一度故郷の波蘭に帰 り夫より

再び樺太に渡りて引続き人種学上の研究に従ふ筈なりと

封筒の ｢上田将｣は日本ハリス トス正教会の神学校でロシア語を学び､正教会の出版社

｢愛々社｣の翻訳貞となって数多くの教書などを訳出した人物である(48)0『日露実用会話』

(1903)､在日ロシア人停虜のための 『日露会話捷径』(1905)のような著書もある｡当時は

『東京日日新聞』の記者で､ロシア人革命家が長崎で出していたロシア語の新聞 『ヴォ-

リャ』の東京での予約購読 と広告の受 け付 けをしていた｡1906年 11月の､孫文 と
エ ス エ ル

革命的社会主義者党の創設者ゲルシューこの会談の通訳をつとめたのも彼だろう(49)｡上田

はピウスッキの論文 ｢樺太アイヌの状態｣を日本語に訳して､雑誌 『世界』に掲載した(50)0

｢ピウスッキ･マニュスクリプト｣中に上田がピウスッキに宛てた手紙と葉書が-通ずつ

残っている｡手紙は1906年 7月19日付のもので､自分は長崎に行けないこと､『モンゴル

とモンゴル人』の翻訳を頼まれたこと(51)､現在ニコライ主教が正教会の司祭と伝教者を東
みなと

京に集めており､湊 氏が色丹島から到着したこと､ガルフィル ド氏が今朝横浜から長崎に

向かったこと､自分はよく箱館屋に寄ってピウスッキのうわさをしていたこと､横浜に停

泊したら電報を打ってほしいこと､『世界』誌は既にピウスッキに発送済みであり､『世界』

次号用の他の鉛版が出来上がった時点で鉛版を送るつもりであることを伝えている(4646､

t.1:81-82)｡

葉書の方は1907年 7月 1日付で､ピウスッキから手紙を受け取ったこと､ポドパーフが

家族 と東京にいて､ロシアの諸新聞のために特派員通信を書いており､日本の新聞からの

翻訳を自分が手伝ってやっていること､『ジャパン･タイムズ』 と社会主義者の雑誌の近刊
じんぼ

をピウスッキに送ったこと､最近神保 [アイヌ研究家の神保小虎か]氏に会い､彼がピウ

スッキの手紙を受け取ったと言っていたことを伝えている(4646:80)｡なお葉書の方の署

名は｢M･ウユダ｣になっているが､筆跡からしてこれは明らかに同一人物であって､｢M｣

は上田の洗礼名 ｢マ トフェイ｣を指すのだろう(52)C

｢ピウスッキ･マニュスクリプト｣には宛先が上田になっている手紙がもう-通残ってい
けむやま

る｡それは早稲田大学で西洋史を講じていた煙山専太郎の､1906年2月25日付の手紙であ

る｡これは上田とピウスッキの面会申し込みに対する返事で､2月28日の水曜日午後 1時

に早稲田大学で会おうという趣旨のものである (4648:8)｡

これらの上田宛書簡からして､ピウスッキの東京滞在中上田が彼を色々な場所に案内し､
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様々な人々に引き合わせていたことが推測されるO上田はピウスッキ宛の葉書で､ポドパー

フのために日本の新聞の翻訳を手伝っていると書いていたが､ピウスッキが 『極東の自然

と人々』に ｢日本より｣を連載する際にも同様の援助がなされたのかもしれない｡従来ピ

ウスッキに対する二葉亭の物心両面にわたる援助 ということが指摘されてきた｡それはそ

の通 りだが､ピウスッキの日本滞在において上田が果たした役割をもっと高 く評価すべき

である｡

ピウスッキは既にサハ リン時代に日本語に接する機会があった｡著書 『樺太アイヌの言

語とフォークロアについての研究資料』の序文で彼はこう書いている.

日本語については全 く素養のない身でありながら､私は露日ポケット辞典を使うこ

とを余儀なくされ､コルサコフ く大泊)に住む日本人紳士たちに協力を乞うことも少

なくなかった(53)｡

また鳥居君子がピウスッキに書いた手紙が､フランス語混じりのローマ字表記の日本語

であるのもおもしろい(4648:7､47;4648:28;4646､t.2:5-6)｡これらの事実からして

ピウスッキは少しは日本語を解したようだが､達筆で認められた糸重の2通の手紙は上田

がロシア語に訳出してやったのだろう｡

Ⅸ

ピウスッキが交友を求めた日本女性は橘糸重と鳥居君子だけではない｡1906年 3月20

日の 『北海タイムス』紙に ｢外人の日本婦人研究｣と題する記事が載っている｡それによ

ると､ピウスッキの東京滞在の目的は日本婦人の研究であって､彼は ｢朝野の才媛貴女｣

を訪問しては次のような質問を試み､いずれ一冊の本にまとめる予定だという｡

▲日本婦人が政府に向かって参政権を要求するに至りし真意▲世界各国の婦人に比

して日本婦人の優美なる理由▲日本婦人の結婚思想▲日本婦人の職業問題に於ける意

見▲一般婦人の榛多又は非人に対する感情及び所為▲非人又は横多社会の婦人の現状

▲現今日本婦人の教育程度に関しての意見

其他交戦中の日本婦人活動の実況､婦人界一般に流行する俗謡等=--

第二の質問､｢世界各国の婦人に比して日本婦人の優美なる理由｣はおもしろい｡ピウス

ッキがどの程度本気でそう考えていたのか定かでないが､後にクラクフから二葉亭に宛て

た手紙にはこう書いている｡

しかし､もしもエネルギッシュで (日本女性ならむろんみなかわいくて善長でしょ

う)､自身こちらへやって来てもし失望したら帰国できるだけの資力をもった婦人がみ

つかれば､私はしばらく待って､あなたの選択眼を信じて陽の昇る国の婦人を伴侶に

選び､われらの未来の永遠の友情を実質的に強めるでしょうに(54)｡
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同年 3月9日の 『報知新聞』にも ｢日本婦人の研究 (波蘭人ピルスドスキー氏)｣と題す

る記事が掲載されている｡内容は上の記事とほぼ重複するが､質問事項として上記以外に

看護婦になる婦人の日的､青年女性の愛読書が挙がっている｡

当時､女性の苦しんでいる様々な問題の根本的な解決は社会主義以外にはありえないこ

とを訴え､婦人層を結集しようとする運動がわが国で展開されていた｡ピウスッキはこの
きよ

ような婦人運動家とも交際を持った｡例えば福田英子､今井歌子､遠藤清｡福田はキリス

ト教派の社会主義者｡今井は月刊誌 『二十世紀の婦人』の事務を引き受け､やがて社会主

義者と交渉を持つようになって､婦人に政治上独立の人格を認めない治安警察法第五条改

正の請願運動を､福田と共に展開した人物である｡この運動を支えたのが遠藤で､後の『青

踏』同人である｡日本婦人論を一本にまとめるというピウスッキの目論見は実現しなかっ

たが､彼はガリチアに戻った後市民大学で日本婦人について公開講演を行った(55)｡

ケ-ベルは日本婦人について次のように述べている｡

日本婦人は- 私の知れる限りでは- 西洋婦人に比 して幾多の長所をもってい
ターメン ワイバ- アラウエン

る.その最大なるものは､即ち彼らがいわゆる『淑女』でなくして､女または婦人-

男に対する自分たちの自然的ならびに社会的位置を意識しており､かつその他の何も

のであろうとも欲しない (少くとも現在では./)ところの- であるということであ

る｡- 尤も日本においても既に時折は『新しい女』を説 くのを聴き､私もこの『理想』

の二三の実例を見たことはある｡が､しかしその背後にはなんら真面目なるものが潜

んでいない｡それはむしろかの日本においてきわめて喜ばるゝ 『近代的なるもの』と

の遊戯三味の一つと見るべきである｡即ち彼らには､何であっても､た ゞ 『近代的』

でさえあればよいのである./〈中略)

私の知れる､善良､賢明にして､教養を求めておりかつこれに堪える日本婦人は､

『婦人問題』をば自分では既に解決している｡それも､私の考えるところでは､それが

ヨーロッパにおいてのみならずまた一般にも解かれうる唯一の正しさ仕方において､

即ち巌を起すことなく､その落著いた､何びとの厄介にもならない､謙譲な､一つの

有用な活動をもって充されたる生活によって｡く中略)

私にしてもし今四十ばかり若くかつ結婚をするという考を抱いていたならば､私は

ひとりドイツ婦人かしからざれば日本婦人を選ぶであろう｡無論後者は 『西洋婦人』

を気取ってはならない｡彼女の教養とまた自身の娯楽とのためにする音楽 [こ にゝい

う音楽はいうまでもなく西洋音楽を指す]は彼女に許されるであろう､しかしながら

『専門演奏家』として公に出演することは全然禁ぜられるであろう(56)0

ケ-ベルの発言の前半部は､｢近代的｣を装う｢新しき女｣たちに対する明らかな批判で

ある｡また最後の部分､自分の配偶者は ｢専門演奏家｣であってほならないというくだり

は､間接的に三浦環の生き方への批判 となりうる｡事実彼はその後の環とは没交渉だった｡

では橘糸重はどうか｡久保勉はこう書いている｡

先生 [ケ-ベル]が 『小品集』の中で､『私の知れる､善良､賢明にして､教養を求
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めて居り且つこれに堪へる日本婦人』とか､F騒を起すことなく､その落著いた､何人

の厄介にもならない､謙虚な活動を以て充された生活をする日本婦人』とか書いた時､

先づ第-に念頭に浮んでゐたのは恐らく橘さんであったに違ひない(57)0

ピウスッキは日本の婦人をどのように観ていたか｡この問いに対する彼の直接の回答は

見当たらないが､ケ-ベルとはかなり異なるものだったことは間違いない｡ケ-ベルが手

厳しく批判した｢新しさ女｣､即ち女性社会運動家たちにピウスッキは積極的にアプローチ

した｡そしてその質問事項からして､ピウスッキが彼女らの運動を肯定的に捉えていたこ

とも確かである｡彼はガリチアに戻って事実上の夫婦となったマリアを､ケ-ベルの嫌う

｢専門演奏家｣にしたいと考えていた(58)｡

ではピウスッキの観た橘糸重はどうか｡本稿で紹介した彼女の第-信は､恐らくピウス

ッキにとって意外なものだっただろう｡優れたピアニストであるばかりでなく､｢歌人にも

勝れたる名手なりと感心し｣て彼は手紙を書いたわけで､全 く別個の女性像を脳裏に描い

ていたはずだが､返ってきた返事は予想外の､徹頭徹尾謙遜の念のこもった内容のものだっ

た｡仮にこれが藤井環であれば､このような返事は決して書かなかっただろう｡だが逆に

ピウスッキは糸重との文通によって､日本女性の異なった側面に触れることができた｡日

本に短期間滞在した者としては､むしろ社会に突出した女性､｢近代性｣を標樺する｢新し

き女性｣に接する機会は多くても､保守的､伝統的思考法の女性､まして徹底的な自己否

定の女性と接する機会は少なかったのではないか｡その意味で糸重との文通は､この実に

好奇心旺盛なポーランド人の興味を引き､彼にとって日本婦人研究の貴重な材料となった

にちがいない｡

本稿執筆に際し､サハリン州立郷土博物館 (ユジュノ･サハリンスク)のB･M･ラティ

シェフ､アムール地方研究協会 (ウラジヴォストーク)のA･A･ヒサムデーノ7､秋月

孝子､石垣香津､井上紘一､小松美沙子､沢田梢､島尻政長､清水恵､長縄光男､中村喜

和､浜野ア-ラ､宮本立江､矢崎正夫の各氏 と､日本近代音楽館､早稲田大学大学史編集

所より貴重なご教示と資料を賜った｡またアムール地方研究協会図書館､国立国会図書館､

埼玉大学図書館､一橋大学図書館､北海道大学スラブ研究センター､早稲田大学現代政治

経済研究所､早稲田大学図書館で資料の収集を行った｡記して感謝の意を表する｡

- 〉王 -

1 日付は特記しない限り新暦で統一した.

2 ピウスッキの生涯 とその日本滞在については､拙稿 ｢プロニスワフ･ピウスッキの生

涯 と明治日本｣『ポロニカ』4､1994年､20-37貢､を参照のこと｡

3 マ トヴェ-エフについては､槍山真一 ｢親日亡命ロシア人ニコライ･マ トヴェーエフ｣

原曙之･外川継男編 『講座スラブの世界⑧ スラブと日本』弘文堂､1995年､187-213

頁､を参照のこと｡

4 Jl.刀.HBallleHKO,I7ocAeCJ108uefCu38aFEufOIHufCOJlaLE～IIempo8m Mam8ee8- fCmO
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ofL?..,BLna皿HBOCTOK,1991,cTp.9,14.

5 A.A.XHCaMyT且HHOB(cocT.),"".Cno,ifLbLht3a68efiue〟 aJW 608b70‥.''H125-,wmu70

co∂fLgPO3fC∂efiuE BpofiuCJ2aeaOcLLnO8LIZiaJILL,Wy∂cfCO20,BJlaAHBOCTOK,1991.

6 この日付は旧暦で､新暦では11月26日になる｡

7 北海道大学スラブ研究センター所蔵マイクロフィルムPiisudskiManuscript.ポー

ランド科学アカデミー図書館 (クラクフ)の整理番号 Rekopissygn.4646,t.2,p.55.

以下､本 ｢マニェスクリプト｣からの引用は本文中の括弧内に整理番号を記す｡

8 『馬関毎日新聞』1906年 1月10日､第 2面｡『北海タイムス』1906年 1月 10日､第 1

面｡

9 以下､『極東の自然と人々』の発行日は旧暦によっており､新暦に直すには13日を加

算すればよい｡

10 IIpupo∂aaJW∂uHaJibfLeZOBocmofCa〔BocmovfiaXfie∂eJig〕,No.2,5中eBpaJlf11906

｢.,cTp.16.

11 ラティシェフ氏は ｢日本より｣の掲載号数として第 7-10､14-15､21､23-24号を

挙げている｡第 4-5号についてはさておき､第 20号は明らかに氏の見落としである｡

また ｢モンゴルの覚醒｣については言及がない｡BpoHHeJTaB rIHJICyACK雌, "no93日月

rHJ157KOB."npeAHCJIOBHeB.m.naTbllneBa,I(pae8e∂ttecfCuuL6K)JiJleme7ib,CaxaJIHHCt(目白

06JtaeTHOfiKpaeBeAqeCKHfiMy3e白,1990,No.1eTp.110.

12 鳥居きみ子 ｢蒙古行 道すがら (其-)｣ 『読売新聞』1906年3月8日､第 3面｡

13 IIpupo∂aa,W∂uHa.abfLeZOBocmofCa〔BocmoV〃aEfLe∂e.iX〕,No.24,9HK)JI511906ド.,

cTp.3-4.
えじぷと

14 1月15日に細川潤次郎文事秘書官長の｢挨及と英国との関係｣､三島毅東宮侍講の｢詩

経大雅蕩之什江漢篇｣､猪熊夏樹の｢日本書記神武天皇四年二月之催｣の三つの進講が

あった｡『毎日新聞』1906年1月16日､第 2面｡『読売新聞』1906年 1月16日ー第 1

面｡

5 『光』1-9､1906年3月20日､第 5､7面｡

6 『光』1-13､1906年5月20日､第 2面｡

7 安井亮平 ｢二葉亭四迷のロシャ人･ポーランド人との交渉｣ 『文学』34-8､1966年8

月､22-25頁｡安井亮平翻刻･訳 ｢二葉亭四迷宛ピウスッキ書簡｣『二葉亭四迷全集』

別巻､筑摩書房､1993年､114-164頁､を参照のこと｡

18 『光』1-15､1906年 6月20日､第 2面｡

19 ｢フランツ｣はドイツの作曲家にして教会オルガン奏者､指揮者のロベル ト･フランツ

(RobertFranz,1815-1892).｢プレチ｣(Bp9tl)は不明oあるいはドイツの作曲家に

して指揮者のマックス ･ブルッフ (MaxBruch,1838-1920)のことか｡

20 I7pupo∂aa,W∂uPaJWfLeZOBocmofCa 〔BocmoVFLaRfLe∂e朋 〕,No.8,19MapTa1906

r"CTP.516.

21 小野武夫 『現代日本文明史 第九巻 農村史』東洋経済新報社､1941年､544-545頁｡

22 幽弦郎 ｢楽壇雑観 慈善音楽会｣ 『音楽新報』3-2､1906年3月､33頁｡

23 『報知新聞』1906年 2月11日､第 2面｡
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24 『東京朝日新聞』1906年2月7日､第4面｡『東京二六新聞』1906年2月7日､第 3面｡

『読売新聞』1906年2月7日､第 1面｡『寓朝報』1906年2月7日､第3面｡『東京日

日新聞』1906年2月11日､第 4面｡

25 田辺久之 『考証 三浦環』近代文章社､1995年､66-67貢｡

26 例えば､『東京二六新聞』1906年 2月7日､第 3面｡

27 『早稲田学報』130､1906年3月､72頁｡

28 井上鉱一 ｢プロニスワフ･ピウスッキの不本意な旅路｣ 『国立民族学博物館研究報告別

冊』 5､1987年､46貢｡

29 『東京音楽学校一覧 従明治三十八年至明治三十九年』1906年､68､69頁｡

30 田辺､前掲書､45､82貢｡

31 小花清泉 ｢橘糸重女史を懐ふ｣ 『心の花』43-10､1939年 10月､ 5貢｡

32 久保勉 『ケ-ベル先生とともに』岩波書店､1951年､135-136貢｡

33 伊東一夫『島崎藤村研究一近代文学研究方法の諸問題-』明治書院､1969年､360-361

貢｡

34 藤田福夫 『近代歌人の研究一歌風 ･風土 ･結社-』笠間書院､1983年､295貢｡

35 『東京二六新聞』1906年2月 11日､第 1面｡

36 例えば､伊東､前掲書､346-365貢､藤田､前掲書､290-312貢､安田保雄｢比較文学

ノート(五)一藤村詩と橘糸重- ｣ 『成膜国文』19､1986年､ 1-15頁､を参照のこと0

37 『音楽』9-6､1906年4月､42貢｡

38 多賀谷千賀 ｢亡き先生｣ 『心の花』43-10､11貢｡

39 藤田､前掲書､299頁｡

40 バイオリン"SonatainGMinor(ト短調)"のことだろう｡作曲者は不明｡

41 久保勉 ｢ケ-ベル先生を語る｣ 『図書』263､1971年7月､32貢0

42 『東京外国語学校一覧 従明治冊七年至明治冊八年』1904年､19貢｡『東京外国語学校

一覧 従明治冊八年至明治iil九年』1905年､19貢｡

43 1907年 10月24日 (新暦 11月6日)付､『二葉亭四迷全集』別巻､147頁｡

44 小島津満江｢銀座年表一書誌を中心に一明治編- ｣ 『銀座文化研究』1､1986年､50貢｡

銀座文化史学会編 石川幸恵担当 ｢明治35年 銀座の住人その4｣『銀座文化研究』

4､1989年､95頁｡箱館屋は現在の中央区銀座 6丁目9-8の婦人服店｢銀座マギー｣

のある所にあった｡

45 野口孝一｢ピウスッキと銀座の函館屋｣『北海道新聞』夕刊､1985年 12月12日､第 7

面｡

46 木下尚江 ｢長谷川二葉亭君｣ 『神 ･人間 ･自由』中央公論社､1934年､244貢｡

47 石樽千亦 ｢橘糸重さん｣ 『心の花』43-10､4貢｡

48 山川令子｢うえだすすみ 上田将｣ 『日本キリスト教歴史大事典』教文館､1988年､162

頁｡ちなみに ｢将｣を ｢ス ムゝ｣と読む説もある｡堀川柳人編 『帝政ロシア邦文書目』

非売品､1939年､14貢｡

49 和田春樹 『ニコライ･ラッセル 国境を越えるナロードニキ』下､中央公論社､1973

年､114､156-157､206貢｡

116



プロニスワフ･ピウスッキの観た日本

50 露国ビルスドスキー氏寄稿｢樺太アイヌの状態｣(上)･(下)『世界』26､1906年 7月､

57-66頁.27､1906年8月､42-49貢｡

51 後に､ポズドネェフ原著､東亜同文会編纂局翻訳 『蒙古及豪古人』東亜同文会､1908

年､として出た翻訳のことだろう｡同書､｢凡例｣2貢､堀川柳人編､前掲書､14貢､

を参照｡

52 中村健之介 ･中村喜和 ･安井亮平 ･長縄光男編 『宣教師ニコライの日記』北海道大学

図書刊行会､1994年､139頁｡

53 北海道ウタリ協会札幌支部アイヌ語勉強会訳 ｢樺太アイヌの言語と民話についての研

究資料<1>｣ 『創造の世界』46､1983年 5月､106貢｡

54 1906年 11月21日 (新暦 12月4日)付､『二葉亭四迷全集』別巻､123-124貢｡

55 1907年5月10日(新暦 5月23日)付のピウスッキの二葉亭宛書簡､『二葉亭四迷全集』

別巻､133貢｡

56 久保勉訳編 『ケ-ベル博士随筆集』岩波書店､1928年､107-109貢｡

57 久保勉 『ケ-ベル先生とともに』､137貢｡

58 1907年 10月5日 (新暦 10月18日)付のピウスッキの二葉亭宛書簡､『二葉亭四迷全

集』別巻､142貢｡
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ЗНАКОМСТВО БРОНИСЛАВА ПИЛСУДСКОГО С МУЗЫКАНТКАМИ

ТОКИЙСКОГО МУЗЫКАЛЬНОГО УЧИЛИЩА

[З ССНПlбрс 1994 ]'ОДа в Институтс истории, аРХСОJЮПШ и ЭТНОI'рафии НаРОДОВ

Да.JJI,НСГО [ЗОСТОКаД[ЗО РАН нрохо)\ил2-й РОССИЙСКО-НIIОНСКИЙСИМIIO'JИУМ "ИСТОРИЯ

РОССИlfСКО-ЯIlОНСКИХотношсний: "IЮIIIJЮС и настоящсс", На KOTOPO~] я ВЫСТУIlИЛ С

)\окла!l:ОМ "Бронислав ПИЛСУ)\СКИЙ в ЯrIOНИИ", [З ОСНОВС )\окла)\а. СЛСl\ующие факты: с

Ha'Ia.JJa октября 1905 до Ha'Ia.Jla аш'уста 1906 пщаl за исклюrlСНИС~flIолуmрамесячного

ГЮЗПраЩСНИЯна российсийДаJJl,НИЙ [З(1Сток IIОJ!l,СКИЙ рсволюционсрИ ЭТНО['раф

Бронислав ПИЛСУ!l:СКИЙ (1866-1918) провсл в Я IIОНИИ, Jfоб",вал в ropOl\ax Кобэ,

ХаКОl\атэ, Токио И НаГаСаКИ и IlOзнакомился с разными JII())(/,~fИ, срс)\и которых были

русскис И китайские {JCволюционеры,извеСТНI,П1 ЯllOНСКИЙ писаТСJII, ФтабатэйСимэй2,

журналист Ёкояма Гэнносукэ. главныс лица HIIOHCKOI'O ПО'ЛJlrтичеекого,

журнаЛИСТСКОI"() и нсдагOl'ИЧССКOI'О мира, СОI\иалисты, ЭТlнн'рафы и ИССЛС)\ОВаТСЛИ

народа айну,3

В 1I{JClIлаl'аСМОЙ сnпъс как ДОIIОЛНСНИС к Н{JCДЫДУЩСЙ я XO'IY расскюа.Тh о знакомствс

Пилсудского С музыканткамиТокийскоп) музыкаЛl,НОI'() У'IИЛИlI\а,

[З "РУКOIlИсих Б,Пилсудского", храняЩИХСЯ в Краковс в библиотске ПОЛl,ской

Академии наук. сС'!ъ два IIИСЫfа Н.П.Матвссва к Пилсудскому. Одно И3 них написано

13-1'0 ноя(iряl905 года (110 старому СТИЛЮ), дата ДРУI'ОI'О неизвсстна. НО близка 110

В{JCмсни к датс псрвого, Из этих писем видно, '!То ManJeCB был (iлизок с Пилсудским

И оказывал сму rЮМОIl(I,. и f)олсс того. IIрИСТУllая к н:щаНIIЮ свосго СЖСМССИ'IНОГО

журнала 'Природа и люди Дa.JlhНСI·О [Зостока', Mal1!CCB раСС'lитывал На Пилсудского

как На '!ЛСНа РС)(аКЦИОННОЙ КОЛЛСПIИ журнала.4

PaC'ICTbl ОllраВДаЛИСI" и в журнале ()ыло (шу()ликонано неСКОJlf,КО СТаТСЙ

Пилсудскш'о: "IОжный Сахалин Il0!l: влас'п,ю НlIOНI\сп" (Н'! 4-5). серия репортажей1101\

общим заголопком "Из Янонии" (М 4-5, 7-10, 14-15, 20-21,23-24) и "Про(iуж)\снис

Монголии" (N'! 21). Также там была 1l0мсщена. статы! "Б.О.ПИЛСУ!l:СКИЙ срсди

ИНОРOJщеп" (М 24), аВТОр которой нсизвестсн.

[З серии заметок "Из Яrюнии" ПИJIСУ!l:СКИЙ обра.щаетсн к ca~fblM разноо(iра3НЫМ

темам. ВКJIЮ'lаЯ IЮЛИ'П1КУ.социологию.литературуи ){р.. в ЖИ311И Японии, сразу (!Ослс

РУССКО-ИI!ОНСКОЙ ВОЙНЫ. что IIОЗВоляеТ r'ОПОРИ'IЪ о IIfИРОТС cr'() интересов ка.к

этнографа, рсполю((ионера и 3Натока литературы.

118



11

Цитиrую Сf!CДнюю 'ШСIЪ ста'п,и "Из Японии" в ,юсы,юм номе(1е ЖУ(1нала "ПrИ(10па И

JlI01\И д,LТJI>неl'О IЗ0стока" за 19-е ма(1та 190n П)l\а (110 cTarOMY СТИJIIО):

"Пе'ШJП,НЫС вести и] IЮ(1аженных неУ(10жаем и "ШЮ1\аIOЩИХ севе(1НЫХ IIIЮВИНl\ИЙ О,

НИIIона Н(10полжают Н(1ИХОl\И'IЪ БССН(1Сстанно и пызывают сБО(1Ы IlOже(1Тlюваний не

ТОJ!l,КО в Янонии, но И вне се.

< .... 00. 00'>

I3 Токио I\елый (1НД КОНl\е(1'ЮП был УСТ(1oен п полиу гожщающих. На опном

KOHI\e(1TC в музыкаЛhНОИ IIIколе УСТ(1oенном 110 ИНl\иа'пшс(siс) У'IaЩСИСЯ 1\юлопежи.

УРОЖСНI\ев ностrадаВIIIИХ ПрОВИНI\ИЙ, гопорил pe'II, граф Окума. Этот БЫПIIIИЙ

11 r c 1\II,C(1 са1\lOl\) лиБС(1аJII,НОI\) министе(1ства п Янонии, глава наrтии 11(101'(1ССИСТОВ( sic)

н lJарламентс,всегна отзывчипоОТНОСИТСЯ ко всякому общеС'П!енномуП(1СПП(1ЮIТИЮи

П(10грессивной]атее. ОН В(1Ю' бюрtЖ(1аТll'lескогорежtl1tfа и в своеи (1е'lИ, IЮЛНОИ жа(1а,

не смотря(siс) на свои П(1склонные годы (Граф(siс) Окума не менес 80 л.) он

lЮТ(1ясая кулаками Г(10МИЛ бюрократов и их (1апнопушное отношение к такому

сеРl,езному попросу, как неурожай на громанном пространствс страны. Мнение графа

Окума СПОl(ИJЮСI, к тому. '1'1'0 голсща можно было бы избеr'нутl>. если бы своевременно

праВИТСЛhСТIЮ было оза60'Iено этим попросам. "IЗ наше врсмя пранительство, П(1И

КОТО(10М еС1Ъ голодающие люпи. им управляемые, l\оказьшает свою полную

несостоятеJII,НОСТЬ и неПРИГОДНОС'IЪ." Гром рукоплесканий был ответом на эту речь

заслужснноп) старца с молодою душою.

ПРИСУТСll~УЯ на ЭТ01\l концерте, Я убедился, что ЯIIOНЦЫ могут поняТl, И умеют

персдаll, нашу еВ(1О1IСЙСКУЮ музыку. совершенно отли'шую от ЯПОНСКОЙ

национаЛl,НОЙ. Г-жа Тачибана изящно и с душою исполнила на рояли "Баллапу"

Шонсна. Г-жа ФУ1\ЖИИ П(111 исполнснии HCKOTOPI,IX романсов Баха, ФраНl\а и Б(1Э'lа5

показала всю силу и неЖНОСll, своего замечатсЛl,НО зпу'пюго и приятного голоса 

сопрано. Если бы она согласилась поехаТl, в Европу, то я увсрен, что она приобрела

бы 'ГdМ СJЮИМ пснием ПОПУJlЯРНОС'1Ъ и всеобщее признание. "б

Как НИIfIСТ ПИЛСУ1\СКИИ, 1905 гон был неУ(10жаиным ю-за HCO()bl'IHO ХОJI01\НОГО лета

R ceRCpO-IЮСТО'IНОЙ части острова Хонсю. А "KOНI\epT", КОТОрЫЙ ОН посетил,

()лаГОТВОРИТСЛl>НЫИ KOHI\CrT. УСТ(10енный 11-1'0 фСВ(1аля 1906 пща в Токииском

МУ3ЫК3ЛI,НОМ У'IИJJИЩС (нынс Токийском ХУ1\ОЖССТIIСJJНОМ УНИВС(1СИТСТС) но

ИНИI\иативе ступентов Университета I3аСЭl\а уrОЖСНI\СВ 1I0страдавших TrCX

прсфсктуг. Программа кшщерта состояла 113 !\АУХ отдслсний: в lIеРIЮ1\1 - ЯlIонская
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~Iузыка. а во втором - СВРОllсЙская.7 В то время в ЯIЮНИИ ТОJ!l,Ко СВрО!lсйскаи My:.lblKa

НС ~югла привле'П, зна'штсЛI,НУЮ аудиторию, и потому програ~lма (iЛal'(УПЮРИТСJII,НОГО

концсрта должна ()ыла ОТВС'lа'п, как траJ(иr(ИОННЫ~I. так и новым вкусам пу()лики.

УкраIllСНИС~1 программы была поставлснная в концс IIСрlЮI'О ОТJ(СЛСНИЯ ре'lI, Окума

СигН!о(iу. 1I0литика и основатсли Университста ПаСЭJ(а. IЗ ссрии "Из Японии"

ПИЛСУНСКИЙ неоннократно упоминаст имя ОкумаК а CI'O J(СЯТСJII,НОС'IЪ неизмснно

высоко оцсниваст. '1'1'0 J(aCT основанин "РСJ(IЮЛОЖИ'IЪ. '!ТО автор с'rитал Окума О}~НИМ

из выдающихся IЮЛИТИКОВ НОВОЙ Японии,

11'

в 'jамсчанинх Пилсудского о ЯIЮНСКИХ исполнитслях СЛЫIlIна уверенностыо в

CO()CTBCHHO~I I'лу(iоком 1I0НИ~lании музыки, к 'leMy ()ыли основании. В J~CTCTBC

БронислаlJа отсц играл В ссмье на роялс, и Пилсудский, IJСРОЯТНО. получил J(омапrнсс

музыкаJIl,НОС образование. ОТЦОВСКОЙ же "школс" обн зан он ХОРОIIIИМ слухом,

RlюслеДСТIJИИ J(оказанным на Сахалинс.

Из J(BYX НIЮНСКИХ музыканток, (YI'Mc'rCHHblx ПИЛСУJ(СКИМ. "('-жа Фуджии". - :ПО

ФУJ(ЖИИ Тамаки (1 RR4-1946), которая В то время у'rнлаСI, на ВЫСШИХ курсах по классу

вокала и ОДНОНРСII'IСННО"РСlюдаlJалапенис IJ ка'(сствс ассистснтки.9 Или. можст ()blTI>,

лу'/шс сказал" '/'1'0 это (iУJ(ущая Миура Тамаки. 2000 раз в ТС'IСНИС 20-ти лст

исrЮЛНЯВlllая партию I'СРОИНИ в Оllсре ПУ'!'IИНИ "Мамм Ба'rтсрфляй" на 3allaJ(c. В

1900 пту Тамаки поступила нТокийскос музыкальнос У'IИЛИЩС и изучала пснис. В

том жс году она вышла за~IУЖ за BOCHHor'o Bpa'la ФУJ(ЖИИ Дзэнъитиро. П 1903 ('OJ(Y,

КОlла Тамаки (iыла СЩС сту}(снткой, она исполнила парПIIО Эвридики В опсре Глюка"

Орфей и Эпридика". Это ()ыла воо()щс псрвая опсрнаи IlOстановка п Японии. и TOI'J(a

Тамаки (jыла признана какоперная псвица. В следующсм году она окончила училище,

а в 1907 году заняла там жс j{ОЛЖНОС1Ъ J(O!(CHTa. П 1909 l'OJ(y Та маки рассталаСI, с

мужем If оставила прсподаlJание IJ У'lИлищс. В 1911 году 11 Токио (iыл создан театр

Тэйкоку (ИМllерский тсатр). в опсрной ТРУIlIlС котороп) Тамаки стала IIРИМОЙ, В 1913

году она ВЫlllла замуж за ассистента!lfСДИ/(ИНСКОП1ФаКУЛI,тстаТОКИЙСКОI'О

ИМIIСРСКО('ОунивсрситстаМиура Масатаро и в слсдующсм 1"Oj(У IJместс с мужсм

поехаJJа в Гсрманию на y',e(iy. В 1915 ["OJ(Y n оперном тсатре н Лондонс Тамаки

()лсстяще ИСIlолнила I1артию .. Мадам БатгсрфлиЙ". С ТСХ пор она. ВССШIРНО извсстная

примадонна Японии. выступает на с/(снс МНШ'ИХ тсатров мира.

На (iлаl'ОТIJОРИТСJII,НОМ KOHI(CPTC Тамаки псла pOMaHCI,! "Еiп Friedhof" (слова

ПаШ,J(ау, музыка Франца),"Aria di Giovanni ·WiIIst du dein Herz mir schenken"" (

музыка Баха) и "Es hat die Rose sich beklagt" (слова МИР3J>I-Шафи, псрсrЮJ(
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Бо~еНIIIТС!\Та, музыка ФраНJ\а).10 В то BrCM}( ТаМаКИ был 211'O~. KOHC'IHO, Пилсу~ский

НИКаК нс MOI' знаТJ" 'JTO чсfJCЗ 9 лст она с успсхом бу~ст ~еБЮТИРОВа1Ъ на свропсйских

CI\CHaX, Однако CI'O слова ПfJCкrасно IlреДСКЮ:LJIИ БЛССПIII\СС {jY!\YII~ec lIевицы.

IV

Другой ИСIЮЛНИТСJJl,НИЦСЙ. "('-жой Та'IИбана". растrогавrllСЙ ПИJIСУ!\СКОГО, была

Тачибана Итоэ (1873-1939), профессор по классу фортепиано в Токийском

MY'.JblKaJII,HoM училище. В 1888 году Итоэ IIOC'IYI (ила 110 классу фортспиано И в 1892

пщу ОКОН'JИJIa училищс, а потом стала ПРСllо~аваТI, в свосй aJII,ma-матер. Ес УЧИТСJIJ,

русский HCMel\ Р.Кебср. который читал лскции 110 филисофии В ТОКИЙСКОМ

импсрском университете. а в Токийском музыкаJJl,НОМ училищс всл класс фортеllиано

и истории музыки.11 Кромс того, Итоэ писала стихи. Ее "танка" (краткое

СТИХО'Т1юrcнис размсром в 5-7-5-7-7 слогов) IIРОНИКНУГЫощущенисмКрИЗИСабыгия

и самоотrицанисм. В 1937 году на впсрвыс СОСТОЯВIIIИХС}( выборах в Импсрскую

Ака~смию художеСll! Итоэ была избрана ес 'JЛсном. Она прожила всю ЖИ"JНJ,

незамужнсЙ.

В "РУКОIlИСЯХ Б.ПилсуI1.СКОГО" СС1Ъ два ПИСЫ,Jа Итоэ к ПИЛСУl1.скому, которые

пеrсвсдуС ЯIЮНСКOI'Оязыка на rусский:

1. Писы.ю (уг 20-1'0 Февраля 1906 пща

С П[JизнатеJJl,НОСТЫО lI[Jо'!Итала Вашс блаr'Оl1.арствсннос IIИСЫ\Ю и узнала, '1'1'0 Вы

послушали мос нсискушеннос исполнснис на концсрте , устроснном 11-1'0 числа [этого

МССЯl\а]. Я НС!\ОВОJII,на своей игрой И 'тувствую ссбя виноватой IIcrCII КОМПО"JИТОРОМ, и

потому мнс нсловко от IЗаших похвал. Но если 13ам ХО1Ъ нсмного llOнраВИJIOСh,то это

~ля МСНЯ нсожиданная радосТ1,. Хотя думаю. что это никак нс мо}( заСЛУI'а - всс

обязано красоте самой музыки и ПРСllо~аватслю Ксисру, у которого я Bcerl1.a

занимаюст,. Такжс благодарю Вас за rассказ О Вашсй rо!\ине И 13ашем отт\с. Я 110

разному воображала нсизвестный мнс !\алекий край.

В заклю'тсние жслаю IЗам з~ороВl)Я.

На этом закан'тинаю мой ответ.

С IЮКЛОНОМ.

20-с ФСвrаля

СЛЫIIIСН звук дож~я.

Та'тибана Итоэ

Профессору Брониславу ПИJJCу!\скому.12
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И'3 этого ПИСJ,J\1а становится ясно, ,[то ПИЛСУ/\СКИЙ rrослал ИТОЭ 6лаго/\арствсннос

JlИСЫЮ и rюхвалил сс ИСlюлнсние. ПО-ВИДИМОМУ. она играла "Балладу М 1" Шопсна.

Пре/(еJII,НО скромное. ос06енно в сре/(нсй 'Iасти IIИСbllЮ как 6у/(то наlllкано

гимна'зисткой,О/\нако в то время Итоэ 6ыло 32 п!Да. Нано ска'3а'IЪ, '!то это 6ыла се

истинная CKPOMHOCTI,: CKpoMHOCTr, характера и CTPOI'OC'I1, 110 Юl']I5щах на музыку.

Итоэ упоминает о "преподавателе Ке6ере. у которого Я всегда занимаюсь". Ке6ер

тоже выступал на этом KOНI\epTC - аккомпанировал другому иностранному

преподавателю Токийского музыкального училища в сонате Д]l51 скрипки и

фортспиано.1З П то прсмя Кс6ср кроме ТОКИЙСК()f'О имrrсрскor'о унивсрситста и

Токийскor'о музыкаm,ного У'lИлища преrJ(щапал русский Я3ЫК в Токийском ИНСТИlуге

иностранных языков. IЮСКОJ!l,ку всс русские преrJ(щаватели вернулись н Россию в

связи с на'rаJЮМ Русско-яrroнской rюЙны. Кс6ер rrрсrrодавал в институте ТОJII,КО два

I'ода. с сентя6ря 1904 пща по ceHTH6pl, 1906 года,14 ПllOсле/(стI3ИИ ПИJlCудекий из

ЗакопанеrrmпетФтабатэю:

"НСОЮlOкратно я уже помышлнл о Японии И жалел. rro'le~IY не СОI'ласился В3Я1Ъ

rrрс/\лагаемыемне когда(siс) те уроки в у'rилищах."15

Черсз 7 месяцсв IЮСЛС этого KOHI\CpTa Кс6ср УIIIСЛ с I\ОЛЖНОСТИ rrрсrю)(авателя в

ИНСТИТУI'С. Пероятно, он уже в то время решил остаmпъ rrреrrо)(3ванис в институге, и

э'rу ДОЛЖНОС'I'!> l'РСДЛОЖИЛИ ПИЛСУI\СКОМУ. но тот откюался.

Фраза" расска3 о Вашей рОI\ИIIС и Пашсм о'ще" тоже заслуживаст внимания, Пч\ь

Пилсудский 6ыл сооте'rественником Шопсна. музыка КОТОРШ'О. нссомнснно, навсяла

воспоминания и о ПОЛЫllе, и об OTI(C, который, как было вышс указано, лю6ил

домашнее МУЗИI\ирование. По ВССЙ вероятности. "рассказ о l3alllcM О'П\С" мог быть

построен имснно на этом.

Письмо адресовано в "Хакодатэя" - магазин "Хакодатэ", который был открыт в

1874 году в центре Токио. Там продавали природный лед из Хакодатэ и молоко, а

позжс мороженоеи иностранныевина. ПrroслеJ(СТВИИмщ'азин IIрсвраТИJlСЯn IIСрnЫЙ в

Японии fiap. Хозяин магазина как самурай старого сёгунскOI'О IIравитеJII,ства принял

у'rастис в ВО3НИКlпсм В Хако)(атэ сражснии с новым IIраВИТСJII,СТВОМ МэЙдзи. Маl'азин

имсл торговые отношения с русскими во I3ладИlЮСТОКС. 13 нем вссгда со()иралиCI,

эмигранты и 6ЫШIIИС вассалы сёгуната.16 ПО время нрс()ывания в Токио Пилсудский

прожинал на втором этаже магазина.

v

2. Письмо от 27-1'0 Фсnраля 1906 года

С 6лаl'онаrНОСТJ,Ю IIrо'!Итала l3alllc ВТОрОС IIИСI,МО. Я O'ICI/I, смущсна ПаlПСЙ

122



ПРОСI,(iои, которую МНС стоило (ibl ВЫIIОЛНИ1Ъ, НО МОЯ фотография, - ЭТО ВСЩI,

неllРИЛИ'lная. на К тому же тепеРh у меня и нст 110,11, рукой ни о}{ной моей фОТOI'рафии,

БOIОСl>. '1'1'0 ссли сеЙ'lас :Jакажу се, то не УСIlСЮ к 13ШIIС~1У ОТf,С"щу на РOJ\ину, И IIОТОМУ

мне хотеЛОСl, (ibl шщаРИТI, Вам фОТOI'рафию, ")\С я СфОТОlгафирована нмссте С

КОЛЛСl'ами и У'lениками У'lИJlища, I3ollpoc в том, lю!\ой)\етJIII она l3ам?

С IIОКЛОНОМ,

27-е [февраля]

Та'lи(jана Итоэ

ГОСIJO!\ИНУ ПИЛСУl\скому,17

O'leВlII\Ho. Пилсу!\скии вслс!\ за IIСрВЫМ [юслал Итоэ второе IIИСI,~Ю С IIРОСI,(iой о

фотографии. Это была, !\олжно был" нс совссм приятная IIpocl,()a I\ШI Итоэ, которая

не лю()ила фотографигюваТI>СЯ, О 'leM СВИ!\СТСJII,СТВУЮТ ПОЧТИ всс 'IJICHbl СС I'PYlIIlbl "

танка" и се У'IСНИКИ п Токийском музыкаJII,НОМ У'IИЛИЩС, "Фотография. гне я

СфОТОI'рафирована вмссте С коллсгами И У'Iсника~fИ У'lилища". - ЭТО, всроятно.

фотография, снсланная на ВЫIlУСКНОЙ цсрсмонии, 13 архиве ПИЛСУI\СКОГО фотография

Итоэ нс оGнаружена. и неизвсстно. ИСIЮЛНИJШ ли она в концс концов CI'O IIPOCI,(jy,

Также надо о(jраТИТI, вниманис на строку "БОIOСI •. 'ITO если сеЙ'lас :Jакажу ее, то нс

УСllею к I3alllcMy О'IЪСЗ!\У на родину", ПИСI,МО наIlисано 27-го февраля 19Ш') ['Ol\a. а

спустя ПО'IТИ 4 меСЯI\а Пилсу}{ский ПОС1\СТ В Нагасаки, а n кOIЩС июля сядст там на

амсриканскии IIароход и 3-1'0 августа того же 19()fj ['Ol\a 'IСрСЗ Ёкохаму отплывет в

Амсрику lJ Сиэтл,18 т,с. из этой строки ясно, '!то Пилсу}{ский 110 IIcpBOHa'IaJII,HoMY

IIлану намсрсн (jr,/J( ОСТ<ШИ1Ъ ЯIIОНИЮ раНЫIlС.

ПИСЫЮ адресовано "УЭl\а Сусуми (или Сусуму)". Уэ!\а ИЗУ'Iал русский язык п

Правослапной духовной ссминарии в Токио и lIереlЮl\ИЛ на ЯIlОНСКИИ язык множсство

}{ОКУМСНТОВ IIрапославной I\СрКВИ. В то время он ра(jотал журналистом и принимал в

Токио IIOI\ПИСКУ на русскую газсту "Воля". ищаваВIIIУЮСЯ русскими РСВОЛl<щионерами

в Нагасаки, а также заяпки на размсщснис в газсте рскламы.19 Уэда Оllу(jликонал

ЯIlОНСКИЙ IICPCIH1J\ ста'lЪИ ПИЛСУI\СКОГО "Состояние сахалинских айнон" в журнале"

Сэкай (Мир)" .20

13 "РУКОIIИСЯХ Б,Пилсудского " ССIЪ IIИС[,МО И открытка Уэда к ПИJIСУ1\СКОМУ, а такжс

писыю японского ПРСlI<щаватсля всемирной истории н Университстс I3асэда,

ащх;сованнос Уэда.21 По этим письмам и открыткс можно IIРСДIIOJЮЖИТЬ, 1('1'0 ВО

время прс(jыпания Пилсу}{ского в Японии УЭl\а СОНРОВОЖI\ал сго в разныс места и

1«)Jнакомил с разными Лf(ЩЬМИ. KOI'lIa ПИЛСУJ\СКИЙ lIисаJI серию rеlюrтажей "Из

Янонии" I\JlЯ журнала "ПрИрОl\а и люди ДаЛl,НСГО 130стока", Уэда, 110 псей

вероятности. псrеПОI\ИJI l\ЛЯ него стаlЪИ из японских газет. Пилсудский HeMHor'o

123



понимал по-Н!юнски. НО, но-видимому. УЭJ{а нсрсвел на русский язык и оба ПИСЫfa

ИТОЭ.

VI

I3 гюсте "Хоккай таймусу (Ссвероморское врсмн)" за 20-е марта 1906 года была

опу(iликована стаlЪЯ "Изучснис иностраНl~СМ ЯIЮНСКИХ женщин". I3 ста'lъе написано.

,[то I{СЛЫО нребываНI1Я ПИЛСУ1(СКОГU в Токио нвляется IПУЧСНИС я/юнских женщин,

'!то он o(ipaH(aCTCH к разным женщинам С разными /!Опросами и хо'/ст написаТh когда

нибуд/, монографИlО на ЭТУ тему.

I3 то время в Японии формироваЛОСI, женское движсние. Его ПРО/'рамма основана на

том. что коренное решенис всевозможных женских вопросов невозможно бсз

социализма. Пилсудский rюзнакомилсн С молодыми активистками женскоп) движения.

Монографин на тему о нпонских жснщинах осталаСI, нс нанисанной, но по

В0'3вращении в Галицию ПИЛСУJ{СКИЙ '(итал открытую лскцию О /ЮJюженИИ жснп(ин в

Я/юнии.22

Ke(iep относился к японским "новым ЖСНI/~ина~l" С соврсмсннымиВЗ('лядами резко

ОТРlщатсЛl,НОи прожил всю свою жизн/, холостяком.Он ПУl\laJ/, '/то супрУl'а не J{олжна

(jr,пъ нрофсссионаJlI,НОЙмузыканткоЙ.23

А как смотрел на японских женщин ПИЛСУ1(СКИЙ? Отвст мы МОЖСМ ЛИШI,

нреДIIOЛОЖИтr,. Ol(нако нссомненно. ,(то ВЗ['ЛЯ1( Пилсудскш'о на нпонских женщин

зна'lИтеЛJ,НО отличался от взглнда Кебера. Ke(iep беспощапно критиковал "НОВЫХ

женщин".т.с. активистокжснскогодвижения, С которыми Пилсудскийнеоднократно

ВСТРСЧaJ/СЯ и ПОJ!ожителr,но<щеНlшал их I(СЯТСЛI,НОСТI" ПО возвращснии в Галицию

ПИЛСУ1(СКИЙвстунил в граЖJ(анскиибрак с !I<mругоиcBoer'o J(eTCTBa Марией

ЖарновскоЙ. l3 отли'/ие от Кебера он хотел, чтобы жена стала !lрофессионаЛhНОЙ

~!уJыканткоЙ.24

А как смотрел Пилсудский на Тачибана Итоэ? Она была не ТОЛl,ко замечательная

нианистка. но и выдающаясн lIоэтесса. IЗеронтно, разносторонннн oJ~apeHHocTI, Итоэ

рисовала Пилсудскому совсем другую женщину, и потому крайне скромное

содержание ее ответных нисем было для него неожиданным, Если бы это была

ФУJ(ЖИИ Тамаки, она никогда НС написала бы таких слов. OJ~HaKo зао'/Нос знакомство с

ИТLJЭ I/(Н!ЮЛИЛО ПИЛСУJ~СКОМУ узнаlЪ совссм )~ругую сторону НIюнской женщины: у

него, хотя и недолгого жителя Японии, было немало встреч с "новыми женщинами",

вr,rстуrrающими на /юrrриrr(с общественной ДбlтеJ!l,НОСТl1 нон лозунгом соврсменности.

но знако~,ства с женщинами траДIЩИОННOI'О склада мыслей и конссрвативнor'о

rroвс)~енин, вrrлоть 1(0 самоотрицания, были rедки. ПОЭТО~1У можно сказаТh, '/'1'0
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IIСрСIIИСКй С Итоэ заинтсресовалй зоркого ПОЛЯКй И ПОСЛУЖИЛй CJ\IY !\Рй!'ОЦСННЫJ\f

материалом для панимания японских женщин,

ПРИНОСИJ\l (iлаI'О!\йрНОСТI, 1I(1Сlнщавйтслю УНИI!СрСИТСТй СаЙТйJ\fй АJlЛС !3ИК'ЮрОI!НС

ХйМйНО
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第4章 環日本海交流
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近 代 日 露 関 係 史 の な か の 越 後 人

日本の中で新潟県はその位置からいってとりわけロシアに近く､古来数多くの本県出身

者がロシア､ソ連と関わってきた｡その顔ぶれはまことに多彩であり､関わり方も実に様

々である｡本稿では日露関係史の涜れを概械しつつ､直接ロシアと関わりをもった越後人

を､紙幅の制限上その活動時期を明治時代末までに限定して取り上げてみたい｡

北方の脅威 一一 江戸時代

1 初期の出会い

ロシアに足跡をしるした､名前の判明している最初の日本人は､17世紀末､五代将軍 ･

徳川辞書の時代にかの地に漂着した大坂の伝兵衛である｡伝兵衛はピョ-目し大帝から日

本語を教えるよう命ぜられ､ロシアの土となった｡ピョ-目しには日本への航路を探し出

し､通商を開こうとする意図が既にあったのである｡

歴史に名をとどめる越後人のうち､最初にロシアに同心を払った人物は､本多利明 くと

しあき､1730-1820)である｡利明は蒲原部村上藩範 (現在の新港県内一以下同様)で生

まれ､江戸に出て関孝和涜算学と天文 ･暦学を学んだ｡算学者の刺切が経世的関心を持つ

にいたったのは､北方におけるロシアの脅威と天明の大飢健ゆえである｡1771(明和8)

年､流刑地カムチャトカから脱出したハンガリー人ベニヨブスキが､大島から長崎のオラ

ンダ商鮭長に手紙を送り､それは日本側に渡されたが､そのうち一遍がロシアの脅威を警

告するものだった｡ロシア国家に恨みを持つ彼がでっちあげた偽情報だが､これを契横と

して日本人はロシアの情報を蘭書を通して学び始めたのである｡利明は渡海､運送､交易

を第一義とし､その著 『経世秘策補遺』においてロシアの南進や蝦夷地での密貿易につい

て述べ､蝦夷地の鉱産開発とロシアとの公の貿易南係樹立を説いた｡原住民に対しては松

前藩在来の非同化策を非兼し､保護主義､同化政策､開発方針をもち､撫育すべLと論じ

た｡また 『経世秘策後篇』ではベニヨブスキの警告や､蘭書 『ロシア誌』①からロシア女

帝エカテリーナ二世の治世記事を好意的に哲介している｡利明のいま一つの著 『西域物

語』上巻ではオランダ､イギリス､ロシアなど列強の国情国策を考察し､中巻ではロシア

の南進やイギリスの植民地拡大を述べて､蝦夷､樺太など北方への発展を我が国の国策と

して提唱した｡このような主張は当時の日本全体に大きな影響を及ぼした｡1785(天明

5)年の幕吏蝦夷地視察に加わることを許されたが､病気のため門弟の最上徳内を代わり

に行かせ､徳内はエトロフ島とウルツプ島に渡航した｡
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ロシアへの漂涜民として最も有名なのは､伊努国白子の船頭 ･大黒屋光太夫 くだいこく

やこうだゆう)だろう｡1782年にアレウト列島の一つ､アムチトカ島へ漂着した光太夫

は､ペテルブルグでエカチリ-ナ女帝に拝謁し､帰国を許可きれた｡そして苦節10年の後

に､第1回の遣日使節アダム･ラクスマンによって根室に送還された｡

1804(文化元)年に第2回の遣日使節レザーノブが長崎に来航し､交易を申し出たが､

幕府はにべもなく拒絶して､上陸すら許可しなかった｡レザーノブは報復措置として､部

下の海軍士官ダヴィ-ドフとフヴォストーブに樺太やエトロフ島を襲撃させた｡この事件

を横に幕府は､それまでの棄蝦夷地に次いで西蝦夷地をも直轄地とし､北方の防御を強化

した｡

北辺の探検調査に功蕪があったのは桧田伝十邸 (1769-1843)である｡彼は､頚城 (く

びき)郡鉢崎 (はつさき)村 (現 ･柏崎市米山町)の問屋出入りの鳥指 ･浅月源右衛門の

長男に生まれた｡伝十邸 (幼名 ･幸太郎)少年は米山峠の普請奉行 ･大西栄八郎に見込ま

れて､その供をして江戸へ向かった｡大西の友人に御中人目付 (おこびとめっけ)の旗本

･松田伝十邸がおり､この人物は本多利明とも交わっていたが､幸太郎は松田家の義子と

なり､ ｢伝十邸｣を襲名した｡

田沼時代の政治の積極策に蝦夷地開発計画があり､伝十邸は危険を恐れずに蝦夷地勤務

を志巌した｡1799年から1822年まで8度にわたって蝦夷地､樺太勤務を命じられたが､な

かでも1808年の､間宮林蔵を伴った樺太奥地探検がとりわけ重要である｡当時樺太はまだ

島であることが確認されていなかった｡伝十邸による西海岸隊と林蔵による東海岸隊と二

手に分かれてシラヌシを出発｡伝十邸はラッカ岬に到達し､ここで地図を作成し､樺太が

島であることを初めて見定めて､ ｢日本国境｣の標柱を打ち立てた｡ラッカ岬から引き返

す海上で林蔵に出会う｡林蔵はシレトコ岬まで到達､以後は東岸を北上できず西岸に抜け

て､伝十邸の後を追ってきたのだった｡林蔵はその後樺太東岸未見分の再探検を命じら

れ､沿海州に渡って黒龍江下涜地方を調査し､海峡を再確認L/た｡しかるにシーボルト

が､林蔵の探検によって樺太は島であることが判明したと世界に哲介し､大陸との間の海

峡が ｢間宮海峡｣と命名されたことは周知のとおりである｡ちなみにロシア側が樺太が島

であることを確認したのは､この40年後､ネヴェリスコ-イ海軍少佐による｡

1811年､千島列島南部調査の命を受けたディア-ナ号の艦長ゴロヴニーン海軍少佐ら

が､クナシtJ島で日本人に捕縛された｡ダヴィ-ドフ･フヴォストーブ事件に対する日本

側の報復である｡伝十邸は松前でゴロヴニーンらの警護に当たり､1813年籍鮭⑳まで彼ら

を護送した｡この年､ディア-ナ号の副艦長tjコルドと商人 ･高田屋嘉兵衛の努力によっ

て､ゴロヴニーンは釈放きれた｡彼は帰国後 『日本幽囚記』を公刊したが､この手記はた

だちに数力国語に有訳され､西欧の日本理解を増進するのに功猿があった｡1821年に全蝦

夷地が幕府から松前藩に返還きれ､その知らせは伝十邸のもとにも届いた｡24年間の彼の
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努力が水泡に帰したと言っても過言ではない｡この折りの心境を､彼は次のように詠んで

いる｡ ｢骨折し二四年のあわ餅をきなこくるめて鷹に取らるゝ｣｡⑳伝十邸は異国に対す

る祖国防衛の資料に､これまでの自らの蝦夷地経営の記録をとりまとめた｡これが 『北夷

談』全7巻である｡

2 漂流民

大黒屋光太夫のような漂琉民は越後にもいた｡

1806年､フヴォストーブらが樺太の松前藷クシュンコタン番屋を襲撃し､源七ら4人の

番人をカムチャトカのペ トロパヴロブスク港に捕虜として連行した｡源七は刈羽 (かり

わ)郡宮川村 (規 ･柏崎市宮川)の農民で､当時34歳｡7年ほど前から蝦夷へ出稼ぎに来

ていての災難だった｡ひと冬をカムチャトカで過ごし､8カ月後に､通商を求めるフヴォ

ストーブの松前奉行宛の書簡を携えて稚内で釈放された｡この書簡の片かな書き和訳は､

源七の仕事である｡

1832(天保3)年､右舷郡早川村 (現 ･村上市早川町)の北前船 ｢五社丸｣が江差から

江戸に向け出帆したが､大風のため漂続｡ハワイのオアブ島で広東商人に助けられて､ホ

ノルルへ行った｡五社丸の水主 ･伝書 (または伝助)は岩船部的尾 (かしお)村 (現 ･村

上市柏尾)出身の23歳｡8人のうち他に岩船部中村 (規 ･山北 (きんぼく)町北中)の戸

三郎 (長三郎または庄三郎)､岩船部粟島 (現 ･粟島浦村)の久太郎 (忠次郎)､左兵衛

(出身地不明)の3人の水主の令が助かった｡伝書らはアメリカからアラスカのシトカを

経て3年後にオホーツクへ向かった｡ここで左兵衛が死亡｡1836年､通商を求めるロシア

船ウナラスカ号に乗せられ厚岸 (あっけし)へ上陸を試みたが､日本側の植撃を受け退去

した｡11年前に幕府は諸大名に異国船打ち払いを命じていたのである｡結局3人はエトロ

フ島フレベツで釈放きれた｡伝書は富来会社支配人の幕府宛書簡を携えていた｡伝書らの

帰国当時､国論は水戸藩主 ･徳川斉昭 (なりあき)の唱える漢夷論の全盛期で､日本の鎖

国の防壁は高く､彼らは江戸で勘定奉行の約 1年にわたる厳しい詮議を受けた後､遅くと

も1838年春には帰薄を許されたらしい｡越中の r長者丸｣の漂涜民が同様の経路で帰国し

たが､彼らは五社丸漂民のシトカでの評判をこう報告している｡ ｢偏屈で何を考えている

のかよくわからないような人柄だった｡きれいな衣服や帽子をやってもみな箱のなかにし

まいこみ､いつも日本の着物にげたをはいて街路を歩きまわるので､町中の笑いものに

なっていた｡｣他方､露米会社支配人の手紙には､ ｢四人の者､至極篤実なる人柄にて私

とも一同感心仕り候｣とあり､オホーツク長官の書簡も､ ｢四人の者ども皆発明にてよく

よく語 も通じ候｣と越後人船頭を誉めたたえている｡

131



係争の地 ･樺太 一一 幕 末

1 樺太開拓

1853年 (嘉永6)年､アメリカのベリー提督が浦賀に来航した1月後に､第3回遣日使

節プチャーチン提督が長崎に来航し､通商と国境画定を要求したが､日本側の延引策に

遭って交渉は進展しなかった｡次いで下田での交渉の結果､1855年に日魯通好集約が締結

され､エトロフ島以南を日本領､ウルツプ島以北をロシア領とし､樺太は両国の共同領

有､日本はロシアに箱鮭､下田､長崎の3港を開くことが決まった｡以後樺太が両国の小

ぜりあいの場となる｡

1855(安政2)年､南蒲原部井栗村 (規 ･三条市)の大庄屋 ･松川弁之助 (1802-1876

)は大庄屋役を息子に譲って蝦夷地開発を願い出､許可された｡この年､危横感を強めた

幕府は､再び蝦夷地全体の直接統治に乗り出していた｡豊年､弁之助は籍館に渡り､未開

地の開拓や弁天岬砲台の構葉､五稜郭の塁と濠の大工事を請け負った｡

同年に弁之助は出雲崎の義弟 ･鳥居権之助 (ごんのすけ)を樺太に派遣し､漁場開発が

可能かどうかを調査させた｡当時北樺太にはロシア人が居住しており､ロシア人と対峠し

ての漁業開発で､これによって多数の日本人を居住させようという幕府の北方経営方針

だったのである｡権之助は樺太中央部の東西両岸を調査し､漁業遠地として15箇所を挙げ

た｡1857年､権之助や南蒲原郡東新潟村 (現 ･見附市)の佐藤広右衛門率いる船団が出帆

した｡弁之助は代人として三条一之木戸の小林義之助を派遣した｡幕府は弁之助を北蝦夷

也 (樺太)御直捌所 (おんじきさばきどころ)差配人元締役とし､苗字帯刀を許し3人扶

持を与えて､漁場開設､移民導入､国防を任せた｡樺太では豊年の漁猟に備えて漁師ら45

人を越冬させたが､その結果は24人が死亡するという悲惨な状況となった｡差配人たちは

これにもめげず､翌春も樺太へ船を送ったが､漁獲状況は振るわず､この度も越冬者の中

から死者が続出した｡翌1859年には漁民の漁業継続意欲の喪失などで続行は困謙となり､

弁之助は漁場を撤収して箱館に帰港､その3年後に故群へ帰った｡幕府に対する負債は1

万6千両に及び､松川家の田畑､山林はほとんど散じてしまったという｡松田伝十邸と同

じく､日露の緊張関係の最前線に立たされた越後人の健尉とその悲劇的結末といえよう｡

かくしてこの時期蝦夷地がが然脚光をあび､産業開発が活発化した｡老中 ･阿部正弘は

1856､1857年の二度にわたって家臣を蝦夷地探検に派遣したが､長岡藩主 ･牧野忠雅もこ

れにならって自藩の藩士､森一馬と高井佐藤太を蝦夷地に派遣した｡森と高井は1857年4

月1日に出立｡森のものした 『竿青 くかんゆう)日記』㊥という法務な日誌が残っている

ので､これに基づいて旅のあらましをたどってみよう｡一行は5月7日に箱鮭に到着｡松

前､そしてここから海岸線沿いに北上して､宗谷に達したのが同 (うるう)5月13日のこ
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とである｡翌日樺太に渡り､15日にシラヌシに到着｡その後クシュンナィ､ホロコタン､

マアヌイから東海岸へと､樺太南部を巡検した｡7月3日に宗谷に戻り､綿走から斜里に

向かって､東 ･南西海岸を探り､9月1日まで箱館に滞在｡その後奥州街道を経て､同月

末日に江戸の中屋敷に到着｡そこで報告を済ませた後､11月27日に長岡に帰着した｡長期

にわたる野菜抜きの強行軍で森は壊血病にかかり､瀕死の圭休にまで陥った｡

当時老中だった村上藩主 ･内藤信組も同じ年に3人の藩士､鳥井存九邸､水谷栄之丞､

窪田潜龍を樺太に派遣した｡窪田が 『安政四年蝦夷紀行』という記録を残しており､これ

によって紀行の概要を見てみよう｡一行は4=月13日に村上を出発し､出羽街道を経て､5

月8日箱館に入港｡西海岸沿いに北上して閏5月13日に宗谷に到着した｡翌日樺太の西ノ

トロ岬に渡り､そこから西岸を北上して､29日に北緯50度から少し北のホロコタンに到達

した｡ここで帰路につき､6月23日にようやくシラヌシに着いた｡7月3日宗谷に向けて

出航するものの一般が兼破し､やっとの思いで上陸を果たす｡その後蝦夷地の東海岸を回

り､8月20日箱館に到着｡そこから往路と同じ道をたどって､9月13日村上に帰着した｡

蝦夷地に渡ってからの族が予想をはるかに超えた､苦兼に満ちたものだったことが､紀

行文からひしひしと感じられる｡また樺太で一行は何度かロシア船に遭遇しており､最前

線にいる緊張感が日記に漂っている｡アイヌ人とギリヤーク人の民族学的記述も貴重であ

る｡

2 開 国

新潟に来港した最初の黒船はロシア船だった｡ベtJ-が浦賀に来航した6年後のことで

ある｡1858年､日本は米 ･斎 ･英･仏とともにロシアとも修好通商条約を締結し､箱館に

ロシア領事館を設置､新港､神奈川､長崎､籍館､兵庫の5港が開港予定地に指定され

た｡だが当時の新潟港は水深5､6尺⑳から8､9尺､時節によっては2､3尺にすぎ

ず､大船の入港は固兼だった｡

1859年4月22日午後4時頃､1隻の白帆が新港港の西北1里芋の沖合に停泊した｡支配

定役と同並役が出張して問いただしたところ､ロシアの汽飴で船名は ｢ジキ｣ 【ジギー

ト]､船長25間 (約46メートル)､3本マスト 乗雑員100余名､うち士官10名､船長

rマイデル｣､箱鑑駐在初代ロシア領事ゴシケ-ヴィチの命を受け､港口視察のため来港

した旨を告げた｡軍艦ジギート号はロシア領事館の用船である｡ロシア人は23日に新港で

驚､卯､ねぎ､山の芋､梨などの食料品を求め､市中を一巡しようとポート2度に乗り込

み､港口から7､8町◎さかのぼって信濃川の水深を測量し､涜作場 くりゅうさくば)節

田､山ノ下方面に上陸し付近を散策した｡また別のポート1度で洲崎番所の上手より上陸

し､浜通り､本町通り､大川前通りを遵歩し､正午頃本船に帰った｡そして午後4時頃に
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ジギート号は出港した｡

新発田 (しはた)の人 ･木津幸吉 (1830-1895)は1859年境に足袋職人として箱髭に

渡った｡そして弁天町¢鳩酒屋和左衛門という古着と箱焦燥 (瀬戸物)を商う家で仕立屋

を始めた｡ある日ゴシケ-ヴィチが訪ねて来て､持参のラシャを取り出して洋服の仕立て

を頼んだ｡幸吉は洋服を仕立てたことがなかったので､領事の古洋服を借りて､それを見

本に仕上げた｡これが箱館最初の洋服である｡(争

その後幸吉は久しぶりに故郷を訪ねようと船に乗り､そこで外臥 が写真榛を持ってい

るのを偶然目にして､それを是非にと懇望した｡箱髭に戻っても依然として写真横に没頭

していたが､ぼんやりとした映像以上のものは得られなかった｡そんな時ゴシケ-ヴィチ

が訪ねて来て､撮影方法を教えてくれた｡領事はロシア艦から写真横を譲り受けて､撮影

をしていたのである｡またロシア領事館の医師ゼレンスケ (ゼレーンスキイ)も現像の仕

方を教えてくれたので､まもなく見事な写真が写るようになった｡さらに横浜の下岡連枝

のもとで写真術を学んだ横山松三郎からも､印画法を教わった｡そこで幸吉は1866(慶応

2)年頃に写真場を甫いた｡これが北海道の写真屋の元祖と呼ばれるゆえんである｡1869

(明治2)年に清水谷公孝 (きむなり)府知事が箱鮭に来た際､幸吉はその知遇を得ー府

知事上京の折りに随行した｡そして下谷地区で写真場を開業し､晩年には ｢着色写真｣を

大洗行させた｡

対立と憧債と 一一 明治時代

1 北洋漁業

新潟港は1869年1月1日 (陰暦明治元年11月19日)に開港したが､水深が浅く､経済的

諸条件が不備のために港勢は振るわなかった｡しかるに1879年軟､三菱系の新潟物産会社

が豊島丸に米､麦､みかん､酒､醤油などを積んで､新潟からヴラヂヴォストークへ揺出

を試みた｡これが新潟港の国外への直航貿易の初めである｡新潟物産会社は､小千谷出身

の西脇悌次郎が社長となって同年に創立きれ､東京への米穀の移出と委託売買に従事して

いた｡ロシアと清国の国交が陰悪化し､ロシアが日本に物資の捨送を申し入れたのがこと

の起こりだが､ロシア側が求めていたのは食糧ではなく鳥桂だったこと､また露清間の国

交がまもなく正常に復して戦争の危横が遠のいたことが､この貿易の以後の発展を阻ん

だ｡この貿易を差配したのが伏見半七 (1852-1893)である｡彼は中蒲原部 (現 ･新港

市)沼重 くぬったり)町の出身で､回漕店で手代をしてきた交易業の軽装者だった｡貿易

は失敗したが､半七は沿海州の蛙 ･縛漁業を訴査して帰り､その有望なことを説いた｡

半七の協力者､後継者として活躍したのが関矢儀八郎 (1858-1924)である｡彼は刈羽
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部枇杷島村大字剣野 (現 ･柏崎市剣野)の庄屋の長男に生まれ､1886年に新潟に出て北越

学館の漢文教師となった｡北越学鮭は新潟初のキリスト教主義による男子校で､儀^邸が

教鞍を執っていた時の教頭は内村鑑三である｡儀八齢 まその後同地の自由党系の新聞 『東

北日報』の助筆として､北日本の大計は対岸露領との通商と漁業にあると主張した｡1889

年に県会議員となり､2年後に自由党が分裂すると 『自由新報』紙を創設し､政友会所属

の県会議員として県政に尽くした｡さらに1902年以後､衆議院註員に3度当選した｡

半七の説に共感したのは新潟に出て程ない境で､沿海州への出漁貿易については新潟､

石川､冨山の3県の後援のもとに協力して推進し､北陸地方発展の礎とすべLと主張し

た｡半七もこれに賛成して3県当局に呼び掃け､対岸貿易と漁業振興の協議会を合同で開

くことになった｡これに対し石川､冨山両県は勧業課員を新潟市に出張させたが､新港県

はこの安着を無視して誰も出席させなかった｡そこで儀八郎は知事と書記官宛の公開状で

その短見と不誠実を鳴らし､絶交を宣言した｡かくして新潟県からは何の協力も得られ

ず､地元では適当な船舶が人手できなかったので､金沢郊外の金石 (かないわ)港で中古

の加能丸を手に入れて魁 (さきがけ)丸と名付け､1889年に半七や儀八郎搭乗の第 1回の

貿易 ･出漁船を沿海州に出した｡そしてスチャーン付近の漁場で整 ･韓漁に従事し､初回

としては大成功を収めて帰港した｡

魁丸のもたらした鮭 ･韓は新潟人士の刺激となり､豊年から1899年まで毎年沿海州方面

へ出漁が行われた｡儀八郎は豊年にも有志と五月丸でヴラヂヴォストークへ行き､陸路ニ

コ-リスク (現ウスリースク)方面を視察した｡1891年にも半七は視察の人々と ｢冒険起

業の志士｣を乗せてヴラヂヴォストークに行った｡その翌年にも五月丸が新潟 ･ヴラヂ

ヴォストーク間を数回往復した｡明治20年代の新潟と沿海州同の貿易の主な輪出品は白

米､醤油､野菜､梨､果実､塩､漁網漁具類､延縄類､輸入品は塩軽､塩魚､乾魚､筋

子､絞柏である｡当時の沿海州漁場ではーヴラヂヴォストーク､スチャーン､オリガ､ヴ

ラデーミル湾､インペラ-トル湾､デカストリ湾などが錨地に利用された｡漁場は25区に

区画され､一区画内の漁筆者一人に漁業が許可された｡沿海州の漁業開発をめざす漁業家

たちは皆､新港港から出漁した｡1904年に儀^雌は共同経営下に樺太のオリガ付近に出

漁､また米領アラスカにも遠洋漁業を試み､翌年には英領カナダに鮭漁を試みた｡儀八郎

は多獲方式に反対し､製造加工の改良と上質の外国一等塩の使用を主唱した｡最後は産を

なすことなく､窮乏に近い生活のうちに生涯を閉じたという｡㊨

港不振の明治 ･大正時代を､新潟港は北洋漁業の基地として辛うじて生きることとな

る｡沿海州出漁船の主力が樺太方面に転じたのは申治30年前後からで､その後さらに有利

なカムチャトカ､オホーツク海方面へと進出する者が増加していった｡1902年にロシア側

は漁業仮規則を設けて､露領水域の漁場はロシア人にのみ使用させることとしたので､日

本人漁業者は大打撃を受けた｡だが抜け道もあって､ロシア人の名義で出願したり､ロシ
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ア人に操業させて魚を入手したり､買魚方式､手っ取り早くは密漁という手もあった｡日

露戦争後､1907年に日露漁業協約が成立し､日本人の冨領水域での漁業権が認められた｡

これによって北洋漁業が本格化したため､1908*に露常水産組合が成立し､翌年にその新

潟支部が設立された｡支部長は関矢儀八郎｡明治から大正にかけて新港の北洋漁業家のベ

スト･シックスは､田代三吉､片桐寅吉､東洋物産株式会社､浅井惣十邸､鈴木佐平､堤

清六である｡

堤清六 (18紳-1931)は三条町 (現 ･三条市)に生まれ､日露戦争中兵舎の酒保商人と

なって､中蒲原郡村松町の歩兵第30連隊に従って満州 (中国東〕帥巨万)､樺太に渡った｡

戦後､ニコラエフスクで買魚に従事していた福本万作と平塚常次席に出会って､買魚業の

有望なことを説かれた｡堤と平塚のカムチャトカへの初出漁は1907年のことである｡この

出漁は成功し､堤は北洋の鮭 ･縛漁業に従事する決心を固めた｡1919(大正8)年には北

洋の独占形態を確立し､2年後に三社合同後の ｢日魯漁業｣の取締役会長となった｡海外

輪出を意識して､従来の鮭の塩漬け加工よりも缶詰生産に主力をおいたことによって､業

績は飛躍的に伸びた｡

2 対岸航路

1893年､新潟市に日露汽船合資会社が設立され､太平丸が新潟 ･ヴラヂヴォストーク間

を数航海したが､経営は好転せず､4年後に解散した｡政府は裏日本海運振興のために18

96年､新港 ･ヴラヂヴォストーク間に政府助成の郵便定期航控を開設し､大阪府の大家商

船合資会社が愛国丸を就航させた｡しかしこの航路はわずか年4=回のうえ､函館､小樽､

樺太のコルサコフと寄港地が多く､航行も緩慢だったため､あまり利用がなかった｡その

上補助期限4年半の成蕪が勘案きれ､1901年からは出港基地が敦賀に移されて､新潟は単

なる寄港地となってしまった｡

県では新港港振興のために1907年から越佐汽船株式会社に補助金を出して､初め年4=

回､後に年6回の新港 ･ヴラヂヴォストーク間の定期直行航路を開設した｡この年に県内

のヴラヂヴォストーク･樺太実業視察団が同航路で出発したが､この3週間の行程には

『新潟新聞』の記者 ･小林存 (ながろう)が同行し､その興味深いルポルタージュを ｢渡

程日乗｣◎と遷して同紙に連載した｡しかるに1913年に越佐汽船への補助が廃止されたた

め本航路は中止となり､新潟からの直行便は1926年までとだえた｡

3 日冨戦争

江戸時代から持ち越した日露の国境画定の問題はー1875年に駐露公使 ･榎本武揚 (たけ

136



あき)が千島･樺太交換条約を締結して一応の決着をみた｡日清戦争後ロシアは三国干渉

を行って日本に遼東半島を返還させ､また日本の朝鮮支配を阻止しようとした｡ここにロ

シアを敵視する横運が決定的に高まりー日本は日英同盟を締結｡その2年後の1904年に日

露戦争が始まった｡新潟県内の兵士は第2師団管下の歩兵第16連隊 (新発田)､歩兵第30

連隊 (村松)､後備歩兵第16連隊に編成きれて出征した｡二〇三高地陥落までの3度にわ

たる旋順捻攻撃での日本軍の死傷率は46パーセントだったが､県出身者のそれは実に55

パーセントに上ったという｡戦争は日本の勝利に終わり､翌年ポーツマスで講和条約が調

印された｡ロシアが主要勢力を温存しながら講和に踏み切ったのは､1905年の第一次革命

で大規模な政治ストや水兵の反乱など､体制の根幹をゆるがす事善が生じたからである｡

日本側にとっては､武器ー弾薬を使い果たし､財政的にも破綻寸前の勝利だった｡

騎兵第9連隊の建川美吹 くよしつぐ)中尉 (1880-1945､新潟市出身)は､1905年1

月､5名の真奇兵を率いて､沙河をはさんで対陣するロシア軍の後方深く潜入､23日間､16

0キロにわたって決死の偵察活動を行った｡そしてロシア軍が退却せず､奉天 (現 ･清隆

(しんよう))から日本軍に対し一大決戦を敢行するという情報をもたらして､奉天の大

会戦で日本側を勝利に導いた｡この実話をもとにした山中峯太郎の小説 『敵中横断三百

里』⑩はベストセラーとなり､日本中の少年を熱狂させた｡

川上俊彦 (としつね､1862-1935)は岩船部材上本町の村上藩家老の嫡男に生まれた｡

1884年に東京外国語学校魯語科を卒業して外務省に入り､ヴラヂヴォストーク貿易事務転

⑳などに勤務した｡1892年に公使館書記生としてベテルブルグに赴任｡同年に出版し良

『浦潮斯徳』は､本邦初のロシア沿海州哲介の書である｡1900年にヴラヂヴォストーク駐

在貿易事務官⑳となる｡この折りシベリア事情を外務省に報告し､これは単行本 『西伯利

及満州』 (1904)として出版された｡日露開戦に際しては約4千名の居留民引き揚げにつ

いて一糸乱れぬ指揮をとり､居留民を無事収容して帰朝した｡1905年､旅順開城に際して

近郊の水師宮で行われた第三軍司令官 ･乃木大将と関東州要塞地区司令官ステツセル中将

の会見の通訳の任に当たり､乃木将軍の武士道清神を遺憾なくスチッセルに伝えた｡

戦後ハルビン絵領事に任ぜられ､1909年ー伊藤博文がハルビン駅頭で朝鮮人 ･安重根に

襲われた時､案内役だった川上も房に弾丸を受けて重傷を負った｡1912年モスクワ捻領事

に転じ､翌年に官を辞して南満州鉄道株式会社理事となる｡1920年ポーランド駐在特命全

権公使に任ぜられ､その間国家元首ピウスッキと日ボ通商条約を締結した｡1923年には､

後藤新平が招いたソ連外務大臣ヨッブェと日露新条約の基本折衝を粘り強く重ねた｡1926

年､北樺太鉱業株式会社取締役会長に就任｡1929(昭和4)年には日魯漁業株式会社社長

に就任し､1935年についに日露漁業を大同団結させた｡

4 ロシア文学の受容
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日露戦争後､二葉亭四迷らによるロシア文学の却訳と宕介が一層盛んになり､日本の知

識人全般に大きな影響を与えた｡後進国の近代化の波の中でロシア人としてのアイデン

ティティの確立に苦しみ､虐げられた民衆との精神的一体化を求めるロシア文学の主人公

のなかに､日本人はおのれの姿を発見したのである｡とりわけトルストイの人気が高かっ

た｡またロシア正教の布教に来日したニコライ司祭も､ロシア文化を日本にもたらした｡

相馬御風 (本名･昌治､1883-1950)は酉療城群糸魚川町 (現 ･糸魚川市)の､旧家の

一人息子として生まれた｡1906年に早稲田大学英文科を卒業すると､再刊きれた 『早稲田

文学』誌の編集に従事し､その第二次から第三次にかけて活躍､評論界で自然主義運動に

まい進した｡また25歳の時､早稲田大学創立25周年に校歌 ｢都の西北｣を作詞し､1911年

から母校でヨーロッパ近代文学思潮などを講義した｡

御風はツルゲ-ネフ､りレストィ､ゴーリキィ､アンドレーエフなど多くのロシア文学

作品を英訳から却訳し､またこれらの作家についての評論も発表LJた｡御風の仕事は､ロ

シア文学､とりわけツルゲ-ネフを明治40年代中心に広く浸透させるにあずかって力が

あった｡彼はやがてトルストイの人道主義へと傾倒してゆく｡

御風は恩師･島村抱月が創設した芸術座に参加し､191畔 にトルストイの 『復活』が我

が国で初めて上演きれた｡ヒロインを演じた松井須磨子の歌う rカチューシャの唄_J (抱

月 ･御風作詞､中山晋平作曲)が一世を風葬したことは､あまりにも有名である｡しかし

1916年に 『還元録』を発表すると､御風は33歳で突如群里の糸魚川に戻り､後半生の34年

間をそこで送った｡ 『還元錬』にトルストイの回心の書 『我が俄梅』の影響があることは

疑いない｡

その他の越後人

以上のほかに､ロシアと関わりをもった､次のような人々がいる｡即ち､民間レベルで

日ソ交涜に尽くした思想家 ･ジャーナtJストの内藤民治 (たみじ､三条町)､ トルスト

イ､ゴンチャローフを英語から有訳し､チェーホフ的な拝借とヒューマニズム漂う鮪 を

書いた相馬泰三 (中蒲原部庄瀬村一現 ･白根市)､十月革命の3年後にソ連に乗り込み､

日本人では初めてレーニンに会って､その会見記をいちはやく日本に伝えた布施勝治 (高

田)､ 『大 日レストイ全集』全22巻の個人訳をはじめ数多くのロシア文学の却訳を行った

原久一邸 (北蒲原郡水原町)､ドストエフスキイに傾倒した坂口安吾 (新港市)､グリボ

エードフの戯曲を却訳し､石川啄木をロシア語に訳した小川亮作 (宕船群金屋村一現 ･荒

川町)等々｡だがこれらの人々は､その主たる活動時期が大正以降になるため割愛した｡
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注

① 《Beschr'ljvingvanRusland》,1744.

② ｢箱館｣が ｢函館｣と改められたのは､1869(明治2)年9月30日のことである｡

◎ 塵は松前薄の紋所である｡

㊧ ｢竿有｣は ｢稀な｣の意｡

⑳ 1尺は約30･3センチメートル｡

◎ 1町は約109メートル｡

⑦ 北海道最初の洋服としては､この約半世記前､松前でゴロヴニーンたちのために縫わ

れたものがある｡

⑳ 以上の点について詳しくは､拙稿 ｢対岸貿易と北洋漁業の先聖者 伏見半七について

｣ (平成3年度科学研究費祐助金 (捻合研究A)研究成果醇告書 『共同研究 ロシアと

日本』第3集ー1992年)を参照きれたい｡

◎ ｢達拷日記｣の意｡

㊨ 1930年 『少年倶菓部』誌に連載､翌年単行本｡

⑳ 要塞地帯内に設置された特殊な外国公館｡

⑳ 領事に比べて権限が狭く､暗号電報の発信と受信もできなかった｡
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ロシア帝国外交政策文書

｢箱館領事鮭｣フォンド､目錬番号 572/1

1859年､文書番号 2

第8丁 ロシア領事館勤務のナジーモフ海軍大尉が箱館ロシア領事､6等文官にして勲

章所持者ゴシケ-ヴィチに提出した､日本の本州北西岸に位置する新潟港の調

査報告書

5月12/24日午後6時､新潟の街が視界に入り､河口の岸辺に砕け波を認めたので､距

敢2マイル [約3･2キロメートル]､深度7･5サージェン [約15･8メートル]の地

点に投錨した｡砂州とそこに至る水路を測量するため､ただちに快速ポートを派遣｡日本

人は海岸から軍用ボートが河口に接近してくるのを見ると､出迎えのため4=隻の小舟を派

遣した｡うち1隻には､自分たちの停泊地に来航した軍艦に歓迎の辞を述べるために派遣

された奉行配下の役人たちが乗っていた｡まさしくこれらの小舟が､わが快速ポートが小

川へと入る水籍を遮断したが､セレ [ル]ゲ-エフ少尉補は引き返せという彼らの合図と

命令を無視して､自己の任務を遂行し続けた｡砂州に到着するとその深度が6フィート

[約1･8メートル]であることを確認し､砂州を通過すると深度は増し始めた｡速やか

に短時間で測量を行った｡セレ [ル]ゲ-エフはクリッパー船に戻った｡クリッパー船と

ともに入港しようとする試みは不可能なことが判明したので､翌日川とこの地域をより詳

しく検分するため沖合で停泊した｡

5月13/25日午後6時 (ママ)に水路の測量と天体観測のため2隻の手漕ぎポートが派

遣された｡測量を行った結果､本報告書添付の地図によって判明するように､砂州の最高

深度は7フィート[約2･1メートル]､砂州を越えて川に入ると深度は次第に増してい

き､4=サージェン [約8･4=メ-t)レ]に達することが分かった｡この4サージェンとい

う深度は川床に拾って続き､川床は右岸沿いに存在する｡淡水の涜れは砂州を越えて深度

6サージェン [約12･6メートル]の地点にまで達し､深度5サージェン [約10･5メー

トル]の地点で水の味は小川と同じであることが確認された｡この状況からして､錨地に

仮停泊したまま水をふんだんに汲み上げることが可能である｡

川の測量のために派遣された手漕ぎポートは日本人の側からの抵抗には出会わなかった

が､砂州をわずかに通過したところで小舟が小川へ入る水路を遮断していた｡だが我々は

これを気にとめず､仕事を続行した｡河口から約2マイル [3･2キロメートル]のとこ

ろで小川の測量を終えると､天体観測のために港の入り口の右岸の突端部へと戻った｡そ

こで我々は随員を連れた一人の日本人役人に出会った｡この男は岸壁で我々を引きとめ､

それより先に進むのを禁じようとした｡通訳がいなかったので我々は彼らの言うことが理
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解できず､身振りによる合図には注意を払わなかった｡道具を持ち､観測のために便利な

場所を選んだ｡コ [カ]ズナコープ海軍大尉とセレ [ル]ゲ-エフ少尉補が行った故測に

よって､新潟の経度は37度58分50､経度は133度10分00であることが判明した｡故測を終

えると､川上にある新潟の街を検分するため川の左岸に渡った｡芹壁で日本の役人たちが

我々を出迎えた｡彼らは我々が街へ行こうとしているのを見て取ると､言葉と合図の双方

で我々を引きとめようとした｡しかし我々を止めることはできず､我々は進み続けた｡抵

抗していた日本人たちは付添い人と化し､我々の行く手に群れをなして集まった民衆を追

い払った｡従ってこの場合には日本の兵士たちは役に立ったが､他方彼らは散策の目的を

妨害し､家や店を閉めるよう命じた｡我々の街中散策の折りに日本人は､我々には彼らに

害もなんの侮辱も加える意図はないことを確信した｡いやそれどころか我々は彼らにとて

も愛想よく接したので､帰路に目抜き通りを行く時には店が開いているのに気づいたが､

日本人は我々に品物を隼人しないよう頼んだ｡店に置いてある商品をざっと見まわした限

りでは､大量の陶磁器と乾魚が目についた｡これら二つの産物が量の点で他のすべての商

品を凌駕している｡

街の周囲には果樹園があり､この他は日本の本州北西芹の商業界において主要な果物の

発送地であると考えなければならない｡

主要な稲作田は川の右岸にあり､左岸には街の近くに小規模な稲作田がある｡右岸が低

地になっており､この地方を潤す小さな川が沢山あるために､稲作田があちこちに広がっ

ている｡

多数の貨物輪送用の小舟は､この街の商業が大規模なものであることを物語っている｡

短時間の新潟検分から､この街について以下のような給体的な結論を導きだすことがで

きる｡

1.この地方の内陸部から流れ出し､従って便利な水上交通手段を持っている川沿いに

位置する人口の多い街として､ヨーロッパ人とのあらゆる分野の日本の産物の交易を発展

させる地となりうる｡

2.海運の点では､ヨーロッパの船舶にとって閉ざされた安全な停泊地のない港として

不便である｡とりわけ日本海に常に吹き荒れる北風のため､冬期の帆船には不便である｡

3.夏期は紬 の新港港逗留は安全である｡なぜならこの季節に吹くのは微風､主に南

風だからで､従って夏期はこの港は利用可能である｡

4T.商品の陸揚げと積込みは､穏やかな天候時に小舟の助けを借りて葉に行うことがで

きる｡

5.蒸気船は一年のいかなる時期でも停泊地に入ることができる｡

6.新潟の街は台風の重来のない地帯に位置している｡
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7.停泊地の海底の地盤は良好である｡

この際オランダの軍用コルベットだバーリー号の艦長の意見をお伝えしておくのもむだ

ではなかろう｡新潟訴査の後抜錨して､新港の東方に位置する街､アオシマヤマ [菓生島

(あおしま)のことか｡現在の粟島 (あわしま)]に接近すると､明らかに不便なことに

入江の入り口に砂州があり､街が完全に開けっぴろげの状善になっているのを認めた｡こ

こから本州の北西岸沿いに新潟の南西の方向へと針塔をとった｡

冨山港まで我々が討査した90マイル [約144キロメートル]にわたる沿岸で､海岸沿い

に大きな村落を九つ認めた｡それぞれの村落は小さな入江にあるか､あるいは河口にあ

る｡入江はことごとく小さなもので､それは砕け波と黄色い水の色で分かった｡河口はす

べて砂州でさえぎられていた｡

最後に調査を行った冨山港は､その上部にあたるところに大河が涜れ込んでおり､河口

に三つの大きな村落がある｡河口には小さな砂州があり､河に入ることはできないので､

紬 の冨山港寄韓は危険を伴う｡強風と潮涼と入江自体の狭小さが､この人江を出る際の

障害となっている｡

1859年6月2/14日 箱館､ナジーモフ
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新 潟 と ロ シ ア く1900-1945年 )

はじめに

日本の中で新潟県はその位置からいってとりわけロシアに近く､古来数多くの本県出身

者がロシア､ソ連と関わってきた｡江戸時代から明治時代の中頃までを概概すると､ロシ

アの国情を好意的に哲介し､蝦夷地の鉱産開発とロシアとの公の貿易関係樹立を説いた本

多利明 くとしあき)､1806年にカムチャトカのベ トロバヴロブスク韓に連行された源七ら

4;人の農民､1808年に樺太が島であることを初めて砺記した松田伝十邸､1832年に漂託し

てオホーツクなどに行った水主 ･伝書 (または伝助)ら3人､1856-1859年に樺太の漁場

開発と移民導入を試みた大庄屋 ･桧川弁之助､1857年にそれぞれ北海道と南樺太の探検を

行った長岡藩士､森一馬､高井佐藤太と､村上藩士､鳥井存九邸､水谷栄之丞､窪田潜龍

を挙げることができる｡また1859年に新潟に来航した最初の黒船は､特長駐在ロシア領事

ゴシケ-ヴィチによって派遣されたロシア船だった｡新発田 (しぼた)の人 ･木津幸吉は

箱館でゴシケ-ヴィチから洋服の仕立て方と写真の撮影術を学び､北海道の写真屋の元祖

となった｡明治期では1879年に新潟からウラジヴォストークへ最初の導出を試み､沿海州

漁業の端緒をなした伏見半七､その後継者で北日本の大計は対岸露領との通商と漁業にあ

ると主張した関矢儀八郎がいる｡

本稿では1900年から1945年頃までの日露関係史の涜れを概観しながら､新潟とロシアの

関わりを取り上げてみたい｡

第 1節 北洋漁業の発展

港不振の明治 ･大正時代を､新港港は北洋漁業の基地として生きることとなる｡毎年沿

海州方面へ出漁が行われたが､1900(明治33)年頃からその主力が樺太方面に転じ､その

後さらにカムチャトカ､オホ-ツク海方面へと進出する者が増加していった｡1902年にロ

シア側は漁業仮規則を設けて､露領水域の漁場はロシア人にのみ使用させることとしたの

で､日本人漁業者は大打撃を受けた｡だが抜け道もあって､ロシア人の名義で出厳した

り､ロシア人に操業させて魚を入手したり､買魚方式､手っ取 り早くは密漁という手も

あった｡日露戦争後､1907年に日露漁業協約が成立し､日本人の露領水域での漁業権が諺

められた｡これによって北洋漁業が本格化したため､1908年に露領水産雑合が成立し､翌

年にその新港支部が設立された｡
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堤 清六

堤清六 (1880-1931)は三条町 (現 ･三条市)に生まれ､日露戦争中兵舎の酒保商人と

なって､中蒲原郡村松町の歩兵第30連隊に従って満州 (中国東北地方)､樺太に渡った｡

戦後､ニコラエフスクで買魚に従事していた福本万作と平壌嘗次郎に出会って､買魚業の

有望なことを知った｡堤と平塚のカムチャトカへの初出漁は1907年のことである｡この出

漁は成功し､堤は北洋の鮭 ･縛漁業に従事する決心を固めた｡1919(大正8)年には北洋

の独占形態を確立し､2年後に三社合同後の ｢日魯漁業｣の取締役会長となった｡海外韓

出を意識して､従来の臣の塩漬け加工よりも缶詰生産に主力をおいたことによって､業接

は飛躍的に伸びた｡

｢露酉亜研究会｣

1918年､新潟市内の露領水産雑合新港支部内に ｢露西亜研究会｣が設立された｡これは

主として露領漁業の関係者よりなる団体で､会員の保護救済､紛議調停､露葡水産業 ･買

易業の研究調査､会員のためのロシア語講習所の開設を目的としていた｡1920年の時点で

会員数は60名｡新潟市内のはか県内､函焦､東京､四国､ウラジヴォストークにも会員が

いた｡残された会の文書から､日本の漁業家がロシアの官憲の暴虐にいかに苦しんでいた

か､ロシアの税関による積荷の検査がいかに厳重Tlったか､漁業家が日本の外務省の無力

さにいかに憤っていたかが分かる｡この研究会は1932(昭和7)年頃まで存続していた｡

第2飾 対岸航路の敷設

1893年と1896年に新路 ･ウラジヴォストーク間に航跨が開設されたが､いずれも振るわ

なかった｡新路県では新潟韓振興のために1907年から越佐汽船株式会社に補助金を出し

て､初め年4=回､後に年6回の新港 ･ウラジヴォストーク間の定期直行航路を開設した｡

この年に県内のウラジヴォストーク･樺太実業視察団が同航鞍で出発したが､この3週間

の行程には 『新潟新聞』の記者 ･小林存 (ながろう)が同行し､その興味深いルポルター

ジュを ｢膿程日乗｣ (｢遠路日記｣の意)と遷して同紙に連載した｡しかるに1913年に越

佐汽船への補助が廃止きれたため本航拓は中止となり､新路からの直行便は1926年までと

だえた｡
tr l■ iii≡

向井栄子
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前記視察団はウラジヴォストークで向井商店を訪問した｡この商店の主人 ･向井栄子

は､新潟市内で時計商を営んでいた夫と子供とともに18*年にウラジヴォストークに渡っ

て時計商を姶めたが､思わしくなかったので雑貨商に転じた｡これが当たって商売が繁盛

するが､その2年後に夫が死亡｡向井はかの地に留まり､洋服の専門店を開いた｡日清戦

争の折も日本商人の大部分が帰国するなかで彼女だけは帰国せず､逆に商売を拡大して

いった｡1901年の時点でウラジヴォストーク在留邦人中一等商店に属するのは3軒のみ､

次いで主たる二等商店のひとつとして､目抜き通りスヴェトランスカヤ街にある向井商店

の名が挙がっている｡当時は三等までのランク付けがあった｡向井商店は東京日本橋に本

店を置き､朝鮮の仁川港にも支店を置いた｡日露戦争時は一旦帰国したが､平和回復後は

再度対岸に渡って､ウラジヴォストークと仁川港間を往来した｡

ヴァスケ-ヴィチの新潟施行

逆に対岸から新路を訪れたロシア人もいた｡1902年5月19日 (新暦)から9月1日ま

で､ウラジヴォストークの東洋学院日本語科3年生パーヴェル ･ヴァスケ-ヴィチが敦賀

から入国して､福井､石川､冨山､新港の北陸四県を訪問したのである｡東洋学院は､日

本､中国､モンゴル､朝鮮の言語と事情の教育､研究を目的とする4年制専門学校とし

て､1899年にウラジヴォストークに創設された｡この年の時点で第一期生である第3学年

は15名､うち日本語科は3名 (1名は聴講生)､中国語科は4名 (1名は聴講生)､モン

ゴル語科は3名､朝鮮語科は5名 (2名は聴講生)である｡もう一人の日本語科第一期生

は函館､第二期生は東京と静岡へ派遣され､各地域の事情調査と資料収集を行った｡

ヴァスケ-ヴィチはこの族の模様を 『東洋学院記章』に連載し､それらをまとめて1904

年に 『日本旅行日誌 敦賀港から新潟港まで』を刊行した｡彼の情報収集のエネルギーた

るやすさまじいもので､各地域で必ず市役所や県庁､商工会議所､取引所､水上警察､銀

行等に立ち寄っては資料を入手している｡新潟県内では8月14日から18日まで直江津とそ

の周辺､18日から27日まで新潟市とその周辺､27日に新津を訪れた｡新港県では特に石油

の採取と精製について多くの貢を責やしている｡新潟市内に張り巡らした堀は水が汚く､

街のたたずまいは概して不潔な印象を彼に与えた｡暑さには相当参ったようである｡ヴァ

スケ-ヴィチは宝田石油取締役の倉田久三郎に夕食に招かれ､そこで芸者による饗応を受

けた｡その折の彼の感想は次のとおり｡ ｢私が何よりも感銘を受けたのは､美と嬉態の代

表者たちである｡一人目はもっとも厳格な美の鑑定者の目から見ても文句なく理想的な美

人と認められたし､最後の女性はいかなるフランス女性にもひけをとらなかった｡彼女ら

はすべてとても礼儀正しく可愛くふるまったので､私は彼女らにぞっこん参ってしまっ

た｡｣
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第3節 日露戦争

江戸時代から持ち越した日露の国境商定の問題はー1875年に駐露公使 ･榎本武揚 (たけ

あき)が千島 ･樺太交換集約を締結して一応の決着をみた｡日清戦争後ロシアは三国干渉

を行って日本に遼東半島を返還させ､日本の朝鮮支配を阻止しようとした｡ここにロシア

を敵視する横運が決定的に高まり､日本は日英同盟を締結｡その2年後の1恥4年に日露戦

争が始まった｡新潟県内の兵士は第2師団管下の歩兵第16連隊 (新発田)､歩兵第30連隊

(村桧)､後備歩兵第16連隊に編成きれて出征した｡二〇三高地陥落までの三度にわたる

旅順捻攻撃での日本軍の死傷率は46パーセントだったが､県出身者のそれは実に55パーセ

ントに上ったという｡戦争は日本の勝利に終わり､翌年ポーツマスで講和条約が調印され

た｡ロシアが主要努力を温存しながら講和に踏み切ったのは､1905年の第一次革命で大規

模な政治ストや水兵の反乱など､体制の根幹をゆるがす事態が生じたからである｡日本側

にとっては武器､弾薬を使い果たし､財政的にも破綻寸前の勝利だった｡

建川美次

騎兵第9連隊の建川美次 (よしつぐ)中尉 (1880-1945､新港市出身)は､1905年1

月､5名の騎兵を率いて､沙河をはさんで対陣するロシア軍の後方深く潜入､23日間､16

0キロにわたって決死の偵察活動を行った｡そしてロシア軍が退却せず､奉天 (現 ･清隆

(しんよう))から日本軍に対し一大決戦を敢行するという情報をもたらして､奉天の大

会戦で日本側を勝利に導いた｡この実話をもとにした山中峯太郎の小説 『敵中横断三百

里』 (1930)はベストセラーとなり､日本中の少年を熱狂させた｡

川上俊彦

川上俊彦 (としつね､1862-1935)は岩船部村上本町の村上藩家老の嫡男に生まれた｡

1884年に東京外国語学校魯語科を卒業して外務省に入り､ウラジヴォスト-ク貿易事務館

などに勤務した｡1892年に公使館書記生としてベテルブルグに赴任｡同年に出版した 『浦

潮斯徳』は､本邦初のロシア沿海州哲介の書である｡1900年にウラジヴォストーク駐在貿

易事務官となる｡この折シベリア事情を外務省に報告し､これは単行本 『西伯利及満州』

(1904)として出版された｡日露開戦に際しては約4千名の居留民引き揚げについて一糸

乱れぬ指揮を取り､居留民を無事収容して帰朝した｡1905年､旅順開城の際に近郊の水師

宮で行われた第3軍司令官 ･乃木大将と関東州要塞地区司令官スチッセル中将の会見の通
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訳の任に当たり､乃木将軍の武士道清神を遺憾なくスチッセルに伝えた｡

戦後ハルビン捻領事に任ぜられ､1909年､伊藤博文がハルビン駅頭で朝鮮人 ･安重椴に

集われた時､案内役だった川上も肩に弾丸を受けて重傷を負った｡1912年モスクワ捻領事

に転じ､豊年に官を辞して南満州鉄道株式会社理事となる｡1920年ポーランド駐在特命全

権公使に任ぜらわ､その間国家元首ピウスッキと日ポ通商条約を締結した｡1923年にはソ

連外務大臣ヨッブェと日露新条約の基本折衝を粘り強く重ねた｡1926年､北樺太鉱業株式

会社取締役会長に就任｡1929年には日魯漁業株式会社社長に就任し､1935年についに日露

漁業を大同団結させた｡

第4節 ロシア文学の受容

日露戦争後､二葉亭四迷らによるロシア文学の却訳と哲介が一層盛んになり､日本の知

識人全般に大きな影響を与えた｡後進国の近代化の波の中でロシア人としてのアイデン

ティティの確立に苦しみ､虐げられた民衆との精神的一体化を求めるロシア文学の主人公

のなかに､日本人はおのれの姿を発見したのである｡とりわけりレストイの人気が高かっ

た｡

相馬御風

相島御風 (本名 ･昌治､1883-1950)は西頚城群糸魚川町 (規 ･糸魚川市)の､旧家の

一人息子として生まれた｡1906年に早稲田大学英文科を卒業すると､再刊きれた 『早稲田

文学』誌の篇集に従事し､その第二次から第三次にかけて活躍､評論界で自然主義運動に

まい進した｡25歳の時､早稲田大学創立25何年に校歌 r都の西北｣を作詞し､1911年から

母校でヨーロッパ近代文学思潮などを講義した｡

御風はツルゲ-ネフ､トルストイ､ゴーtJキィ､アンドレ-エフなど多くのロシア文字

作品を英訳から有訳し､またこれらの作家についての評論も発表した｡御風の仕事は､ロ

シア文学､とりわけツルゲ-ネフを明治40年代を中心に広く浸透させるにあずかって力が

あった｡彼はやがてりレストイの人道主義へと傾倒してゆく｡

御風は恩師 ･島村抱月が創設した芸術座に参加し､1914年にりレストイの 『復活』が我

が国で初めて上演きれた｡ヒロインを演じた桧井須磨子の歌う ｢カチューシャの唄｣ (抱

月 ･御風作詞､中山晋平作曲)が一世を風辞したことは､あまりにも有名である｡しかし

1916年に 『還元録』を発表すると､御風は33歳で突如群里の糸魚川に戻り､後半生の34年

間をそこで送った｡ 『還元録』にトルストイの回心の書 『我が俄悔』の影響があることは

疑いない｡
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相馬泰三

相馬泰三 (本名 ･退蔵､1885-1952)は中蒲原郡菱潟村 (現 ･白根市)に生まれた｡19

06年に早稲田大学英文科を退学｡1912年に広津和郎､言西善蔵らと雑誌 『奇最』を創刊し

たが､この雑誌にはアルツイバーシェフ､ブーニン､ソログー7､メレシュコフスキー､

チェーホフなどのロシア作家の軒訳が掲載きれた｡トルストイの 『アンナ･カレーニナ

』､ 『復活』を英訳から相馬御風と共訳､またゴンチャローフの 『オブローモフ』も英語

から訳出した｡泰三はチェーホフの冷静な情熟を愛し､その幾清かの短篇小説にはチェー

ホフ的な拝借とヒュ-マニズムがみなぎっている｡泰三はショーロホブの 『開かれた処女

地』とパンフヨーロブの 『あるコンミューンの悲劇』を､農民文学として高く評価した｡

彼は二葉亭四迷に私淑し､ 『浮雲』にならった大河農民小説 『信濃川』を書くという構想

を抱いていたが､それは実現しなかった｡

原 久一邸

原久一邸 (ひきいちろう､1890-1971)は北蒲原部水原 くすいばら)町に生まれ､新発

田中学 (現 ･新発田高校)に進学した｡ここで英語教師から英訳の 『復活』とチェーホフ

の短編 『コーラスガール』を教わって､ロシア文学への目を開かれた｡1910年､早稲田大

学高等予科に入学｡原は英訳 『アンナ ･カレーニナ』などのロシア文学の作品を耽読し

た｡英文科を卒業後は日比谷図書館に勤務しながら､アルツイバーシェフを原語で読むた

めに夜は東京外国語学校ロシア語選科に通ってロシア語をマスターした｡1920年に早稲田

大学露文科が設置きれると､講師として教鞍を執った｡その後ビtJユコープの 『大 日レス

トイ伝』の軒訳に取り凍み､自宅に ｢トルストイ普及会｣を設置した｡1940年に 『大 トル

ストイ全集』全22巻の個人訳を成し遂げ､1955年には改訂版 『トルストイ全集』全47巻を

刊行した｡その翌年に日ソ国交回復後最初の文化使節団団長として訪ソした｡他にドスト

エフスキー､ゴーゴtJ､ツルゲ-ネフ､ショーロホブなど数多くの作品を訣出した｡水原

町立図書館に ｢原久一邸文庫｣があり､ r白鳥の湖｣として名高い藷湖の湖畔に r光ある

うち光の中を歩め｣と刻んだ ｢原久一邸記念文字枠｣が立っている｡

小川亮作

小川亮作 (1910-1951)は宕飴部金屋村 (現 ･荒川町)の農家に生まれた｡ハルビン学

院で3年間ロシア語を学んだ後､外務省の留学生試敦に合格｡小川はモスクワでロシア語
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の勉強をしたかったが､ソ連行きを志望する友人に護って､自分はイランの首都テヘラン

に赴いた｡そこで11-12世紀のペルシャの詩人･哲学者 ･科学者オマール･ハイヤームの

詩集 『ルバイヤート』に出会う｡1935年に帰国｡この頃小川は石川啄木の短歌と詩をロシ

ア語に訳したが､これは未刊に終わった｡第二次大戦後は外務省勤務のかたわら文学の翻

訳に専念し､1949年に 『ルバイヤート』を上梓した｡これはペルシャ語の原典からの最初

の日本語訳である｡同年にロシアの作家グリJitエードフの喜劇 『智慧の悲しみ』を刊行｡

これも原典の脚韻を念頭に置いた葡訳で､巻末の解説は69真に及び､著者の生涯､思想と

本作品について詳細な検討がなされている｡今日にいたるもこれがわが国で最も詳しいグ

リボエードフ論である｡

第5静 新生ソ連との交読､報道

1917年にロシア革命が起こり､史上初の社会主義国家が成立した｡この新生国家との交

読､報道に情熟を燃やした人々がいた｡

内藤民治

内藤民治 (たみじ､1885-1965)は南蒲原耕法成寺村 (現 ･三条市)の農家に生まれ

た｡1906年に渡米して8年間滞在､プリンストン大学で学びー後に大統領となるウイルソ

ン捻長から多大の影響を受けた｡1913年に 『ニューヨーク･ヘラルド』紙の特派員となっ

て世界52カ国を歴訪ー帝政末期のロシアには半年滞在した｡1917年に帰国後､月刊誌 『中

外 (ちゅうがい)』 (r国内と国外と｣の意｡英訳 ｢heInternational")の主幹として

活躍した｡この雑誌の特徴として､軍国主義否定の立場､第一次世界大戦の終結とロシア

革命に関する独特の主張ー社会主義者に執筆の場を提供したことが挙げられる｡同郷の堤

清六が本誌のスポンサーだった｡後に内藤は1019真の大冊 『境清六の生涯』 (1937)を書

き上げることとなる｡1919年に ｢日露相扶会J (後の社団法人 ｢日ソ相扶会｣)を雑接

し､ソ連邦承認運動に働いた｡1923年にはソ連極東代表ヨッブェを日本に招くお膳立てを

し､後藤新平､Jlu=俊彦ポーランド公使との会談を実現させて､その後の日ソ国交回復へ

の道を開いた｡

同年末に内藤は国賓としてソ連に招かれて1年半滞在し､トロッキー､スターリン､チ

チェーリン､ルナチャルスキー､カリ-ニンら名立たる政治家と意見交換を行った｡この

折スターリン､トロッキーと3人で撮った写真が残っている｡片山港とはニューヨークと

モスクワで親しく交わった｡片山の死後日本で公刊きれた彼の遺稿 ｢革命的社会主義への

道｣は､内藤がモスクワで彼から受け取ったものである｡192畔 に北京で行われた駐華公
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使･芳沢謙吉とカラハンの交渉の裏面工作を進めたのも内藤であり､この結果翌年に日ソ

通商条約が締結された｡1931年に尾崎行雄を会長として発足した ｢国際日本協会｣の実質

的中心は彼だった｡内藤は社会主義者ではなかったが､民間外交の先駆者だといえる｡新

劇の女優 ･伊沢蘭書 (らんじゃ)の自由恋愛の相手としても有名である｡

布施勝治

布施勝治 (かつじ､1886-1953)は頚城郡手島村 (現 ･上越市)の庄屋の家に生まれ

た｡東京外国語学校露語科を卒業後､ 『大阪毎日新聞』に入社｡1912年に特派員としてペ

テルブルグへ派遣され､そこで 『ノーヴォエ･ヴレ-ミヤ (新時代)』紙の主筆エゴ-ロ

ブと名ジャーナリストのメーンシコフを師として記者修業を積んだ｡同年秋に始まったバ

ルカン戦争に従軍｡その折同じく従軍していたモスクワの 『ルースコエ ･スローヴォ (ロ

シアの言葉)』紙の記者ネミロ-ヴィチ=ダンテェンコからも多くを学んだ｡翌春べテル

ブルグに戻ってベテルブルグ大学に入学｡同期生にカラハンがいた｡1917年の革命はペト

ロダラード(1914-1924年の同 ｢ベテルブルグ｣はこう改名きれた)で身をもって体験し

た｡ ｢ポリシェヴィキ｣を ｢過激派｣と訳したのは布施である｡豊1918年､ドイツ軍の接

近にともない彼は一旦帰国した｡

同年､再度ソ連に入るべく､布施はまずウラジヴォストークへ行って7カ月間待横する

が果たせず､豊年フィンランドへ向かった｡そこで入国許可を待つこと1年､1920年4月

7日についにモスクワ入りを果たした｡そして6月4日クレムリンで 『大阪朝日新蘭』の

中平 (なかひら)亮特派員とともにレーニンの共同インタビューに成功した｡中平より3

日早く東京へ打電きれた布施の記事は､6月10日付の 『東京日日新l苛』のトップを飾って

大きな反響を引き起こした｡彼は都合9回ロシアを訪れ､ トロッキー､スターリン､チ

チェ-リン､ブハーリン､カリ一二ンらと会見した｡ 『労農露国より帰りて』 (1921)ほ

か多くの著書がある｡

第6節 シベリア出兵

ロシア革命の翌1918年､日本は極東に軍隊を派遣した｡この干渉戦争に14カ国が出兵し

たが､そのうち最大規模のものは日本軍だった｡19:犯年に連合軍はすべて撤兵したが､日

本軍のみはニコラエフスクで起きた日本人居留民虐殺事件､いわゆる ｢尼港事件Jをきっ

かけとして北樺太を占領した｡日本軍が最終的に撤兵したのは1925年のことで､出兵期間

は6年8カ月の永きに及んだ｡

新潟県からは高田第13師団に属する新発田歩兵第16連隊､村松歩兵第:氾連隊､小千谷工
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兵第13大隊が､1919年10月にウラジヴォストークに上陸した｡新発田歩兵第16連隊はニ

コ-リスク市､次いでスパースコエ市､村松歩兵第30連隊はハバロフスク市､小千谷工兵

第13大隊はアムール州に入った｡豊年1月には高田第13師団の残り全部が出動した｡1921

年に帰還したが､第13師団全体の戦死者は200名を超えた｡

おわりに

以上のほかにロシアと関わりをもった人物として､自然主義勃興期の先歩的な文芸評論

家･長谷川天渓､国家主義運動の理論的指導者 ･北一輝､ドストエフスキーを愛読した坂

口安吾､事象としては満蒙開拓団などを挙げることができるが､これらは紙幅の都合で割

愛した｡
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第5章 来日白系ロシア人
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